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簡易操作説明書

迅速かつ簡単に設定するには、 以下の各ページを順に参照し て く ださい。

セーフテ ィ ーイ ンス ト ラ クシ ョ ン → 6 ページ

⇓

設置 → 9 ページ

⇓

配線 → 11 ページ

⇓

表示および操作要素 → 22 ページ

⇓

設定 → 28 ページ

ナビゲータ を使用し た、 標準運転用の装置設定の ク イ ッ ク ス ター ト 。

装置設定 - 設定可能な装置機能すべての説明と それらの用途、 な らびにそれらに関連

する値レ ンジおよび設定値。

アプ リ ケーシ ョ ンの例 - 装置の設定
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アプリケーションマネージャーの用途

G09-RMM621XX-16-10-xx-en-000

こ の装置を使用する と、 以下に関するプロセス計測技術の課題を解決でき ます。

• データ ロ ギング

• 様々な通信プロ ト コルおよび通信方式を使用し た遠隔制御

• プロセスの制御

• 制御

• スケー リ ング された測定値の提示 （多重チャ ンネル表示）

• 接続されたセンサによ って提供される入力値を持つ数式および / または物理式の計算

多重チャネル と い う 概念によ り 、 複数のアプ リ ケーシ ョ ンを同時に測定し た り 計算し た り でき ます。

た と えば、 複数の流量入力値を合わせて計算し、 それ と同時に、 周波数入力信号に基づいた密度測定を

実行する こ と などができ ます。 

本装置には、 次のよ う な様々な タ イプのセンサを接続でき ます。

• 流量センサ

• レベルセンサ

• 圧力センサ

• 温度センサ

• 速度センサ

• 密度センサ

• 分析センサ
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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●取扱説明書に対する注意

1) 取扱説明書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 取扱説明書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 取扱説明書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する も

のではあ り ません。

4) 取扱説明書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 取扱説明書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 取扱説明書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載も

れなどお気付きのこ と があ り ま し た ら当社営業所・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡

く ださい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 取

扱説明書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを され

た場合は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため取扱説明書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と 技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と 安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返品理由／ Process data

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
承認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に洗浄されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 セーフ テ ィ ーイ ンス ト ラ ク シ ョ ン
本取扱説明書を事前に熟読し、 セーフテ ィ ーイ ン ス ト ラ ク シ ョ ンを遵守し ない限 り 、 アプ リ ケー
シ ョ ンマネージャーの安全な運転は保証でき ません。

1.1 用途

アプ リ ケーシ ョ ンマネージャーは、 接続されたセンサから入力された物理的変数を計算する ため
の装置です。 保存された数式や、 自由に定義し て入力でき る数式を計算に使用でき ます。 入力し
た数式は、 直接本装置も し く は、 PC 上で （ReadWin を使用し て） 編集する こ と も でき ます。
入力値および計算値を本装置に保存し、 後で、 その値を本装置も し く は、 外部システムを使用し
て評価し た り でき ます。 外部システムへの接続方法と し ては、 RS232/485、 イーサネ ッ ト 、 OPC、
M-Bus または Mod-Bus など、 様々な ものがあ り ます。

• 本装置は付属機器とみな されてお り 、 防爆区域に設置する こ と は禁じ られています。
• 弊社は、 不正な使用あ るいは使用目的と は異なる用途によ る損害に対し ては、 いかなる責任も

負いません。 本装置は、 決し て改造し た り 変更し た り し ないで く ださい。
• 本装置は産業環境で使用する ために作られた ものであ り 、 設置された状態でのみ作動させて く

ださい。

1.2 設置、 設定および操作

本装置は最新の技術を使用し て安全に作られた ものであ り 、 当該要件および EU 指令を満た し て
います。 本装置は不正に使用された り 、 使用目的 と は異なる用途に使用された場合、 用途に関連
し た危険の原因と なるおそれがあ り ます。 本装置の設置、 配線、 設定および保守は、 訓練を受け
た技術職員のみが行って く ださい。 技術職員は事前に本取扱 / 機能説明書を熟読し て理解し、 そ
の内容を厳守する必要があ り ます。 電気配線図に示された情報 （4 章 「配線」 を参照） を厳守し
て く ださい。

1.3 操作上の安全性

技術改善

弊社は、 特に予告する こ と な く 、 最新の技術改善に合わせて技術的詳細を変更する権利を有し て
います。 本取扱説明書の現在の状態 と、 こ の説明書に追加された可能性のあ る情報については、
各地域の販売セン ターにお問い合わせ く ださい。

1.4 返却

修理などのために本装置を返却する場合は、 保護梱包し て送る必要があ り ます。 納入時の包装 と
同じ よ う に包装する と、 最大限の保護効果が得ら れます。 販売元のサービ ス組織以外で修理を
行ってはな り ません。

! 注意 ! 
修理のために返送する場合は、 エラーと用途を記載し た メ モを同封し て く ださい。
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1.5 安全性に関する規定と アイ コ ン

本取扱説明書に示されているセーフテ ィ ーイ ン ス ト ラ ク シ ョ ンには、 次のよ う な安全性に関する
ア イ コ ンおよびシンボルが表示されます。

# 危険 ! 
このシンボルは、 正確に実行し ない と、 人体の損傷、 安全性に関する危険、 あ るいは装置の破壊
を起こす可能性のあ る行為
あ るいは手順を示し ています。

" 警告 ! 
このシンボルは、 正確に実行し ない と、 障害あ るいは装置の破壊を起こす可能性のあ る行為
あ るいは手順を示し ています。

! 注意 ! 
このシンボルは、 正確に実行し ない と、 操作に間接的な影響を及ぼす、 あ るいは装置の予期し
ない反応を引き起こす可能性のあ る行為あ るいは手順を示し ています。
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2 識別

2.1 装置名称

2.1.1 型式銘板

装置の確認

装置の型式銘板に記載された注文コード と、 受領証に記載された コード を比較し て く ださい。

G09-RMM621ZZ-18-10-xx-xx-000

図 1 RMM621 の型式銘板

1） 注文コード

2） シ リ アルナンバー

2.2 納入範囲

本装置の納入範囲には、 次のものが含まれています。

• アプ リ ケーシ ョ ンマネージ ャー （レール取付）
• 多数の言語で記述された簡易操作説明 （文書版）
• 取扱説明書 （CD-ROM 版）
• 受領証
• PC 設定ソ フ ト ウ ェアが収録された CD-ROM およびイ ン ターフ ェ イ スケーブル RS232 （オプ

シ ョ ン）
• 外部デ ィ スプレ イ （パネル取付、 オプシ ョ ン）
• 拡張カード （オプシ ョ ン）

! 注意 ! 
9 章 「ア ク セサ リ ー」 に、 本装置のア ク セサ リ ーが示されています。

2.3 認証と認定

CE マーク、 適合宣言

本装置は製造後、 最新の操作上の安全性に適合するかど う かテス ト された上で、 技術的な安全性
に関し ては完璧な状態で工場から出荷されます。

本装置は IEC 61010 「測定、 制御および実験に使用する電気装置のための安全要件」 に準拠し、
関連する規格および指令に適合し ています。

し たがって、 本取扱説明書に記載されている本装置は、 EU 指令の法定要件に準拠し ています。 
弊社は、 CE マーク を装置に貼る こ と によ り 、 本装置の適合を証明し ています。
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3 設置

3.1 設置条件

設置時および運転時には、 許容周囲温度 （「技術データ」 の章を参照） を守って く ださい。 本装置
は、 熱の影響を受けないよ う に保護する必要があ り ます。

3.1.1 寸法

本装置の装置長は 135 mm です （8TE に対応）。 その他の寸法については、 「技術データ」 の章を
参照し て く ださい。

3.1.2 取付位置

キ ャ ビネ ッ ト 内の IEC 60715 準拠のレールに取 り 付けます。 振動のない位置に取 り 付ける必要が
あ り ます。

3.1.3 向き

制限な し

3.2 設置に関する注意事項

まず、 本装置のス ロ ッ ト からプラ グ イ ン端子を抜き ます。 次に、 ハウ ジングを レールにはめ込み
ます。 その際、 まず本装置をレールに引っ掛けておいてから、 徐々に押し下げていき、 本装置 と
レールがかみ合 う のを確認し ます （図 2 を参照、 項目 1 および 2）。

図 2 レールへの装置の取付
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3.2.1 拡張カー ドの取付

本装置には、 様々な拡張カード を取 り 付ける こ と ができ ます。 本装置では、 拡張カー ド を取 り 付
けるに当たって、 最大 3 つのス ロ ッ ト を使用でき ます。 本装置では、 拡張カード用のス ロ ッ ト に
は、 B、 C および D （→ 図 3） と い う マーク が付け られています。

1. 拡張カード の取付け時および取外し時には、本装置が電源に接続されていないこ と を確認し
て く ださい。

2. 基本ユニ ッ ト のス ロ ッ ト （B、 C または D） から盲ぶたを外し ます。 そのためには、 本装置
の底面にあ る 2 つの留め金 （図 3 を参照項目 2） を同時に押し、 それ と同時に、 ハウ ジング
の背面にあ る留め金 （図 3 を参照項目 1） を （ド ラ イバなどを使用し て） 押し込みます。
こ の時点で、 基本ユニ ッ ト から盲ぶたを取 り 外すこ と ができ ます。

3. 拡張カード を上方から基本ユニ ッ ト に挿入し ます。 本装置の底面と背面にあ る留め金 （図 3
を参照項目 1 および 2） が所定の位置に納ま る までは、 拡張カード は正し く 取 り 付け られて
いません。 基本ユニ ッ ト と同様に、 拡張カード の端子も、 入力端子が上面にあ り 、 接続端子
が前方を向 く よ う にし て く ださい。

4. 本装置は正し く 配線され設定が終了する と、新たに挿入された拡張カード を自動認識し ます
（「設定」 の章を参照）。

! 注意 ! 
拡張カー ド を取 り 外し た場合、 取 り 外し たカー ド を別のカー ド と 交換し ないのであれば、 空に
なったス ロ ッ ト を盲ぶたでふさ ぐ必要があ り ます。

図 3 拡張カー ドの取付 （例）

項目 1 ： 装置の背面にあ る留め金

項目 2 ： 装置の底面にあ る留め金

項目 A ～ E ： ス ロ ッ ト 割当て用識別子

3.3 設置状況確認

拡張カード を使用する場合は、 それらのカード が装置のス ロ ッ ト に正し く 装着されている こ と を
確認し て く ださい。
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4 配線

4.1 ク イ ッ ク配線ガイ ド

図 4 スロ ッ ト の割当て （基本ユニ ッ ト ）

端子の割当て

端子（項目番号） 端子の割当て スロット 入力

10 + 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力 1 A 上面、 前部 （A I） 電流 /PFM/ パルス入力 1

11 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力用接地

81 センサー電源用接地 1

82 24 V センサー電源 1

110 + 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力 2 A 上面、 後部 （A II） 電流 /PFM/ パルス入力 2

11 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力用接地

81 センサー電源用接地 2

83 24 V センサー電源 2

10 + 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力 1 E 上面、 前部 （E I） 電流 /PFM/ パルス入力 1

11 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力用接地

81 センサー電源用接地 1

82 24 V センサー電源 1

110 + 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力 2 E 上面、 後部 （E II） 電流 /PFM/ パルス入力 2

11 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力用接地

81 センサー電源用接地 2

83 24 V センサー電源 2

端子 （項目番号） 端子の割当て スロ ッ ト 出力 - イ ン ターフ ェ イス

101 + RxTx 1 E 底面、 前部 （E III） RS485

102 - RxTx 1

103 + RxTx 2 RS485 （オプシ ョ ン）

104 - RxTx 2
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! 注意 ! 
同一のス ロ ッ ト 内の入力は電気的に絶縁されていません。 前述の入力および出力が異なる ス ロ ッ
ト 内にあ る場合は、 各入力および出力間に 500 V の分離電圧が存在し ています。 左から 2 つ目の
数字が同じ端子 （端子 11 と  81） は、 ジ ャ ンパで内部的に接続されています。

4.2  測定ユニ ッ ト の接続  

" 警告 ! 
電源に接続されている間は、 装置の設置あ るいは配線を行わないで く ださい。 この予防措置を怠
る と、 電子部品が損傷を受ける可能性があ り ます。

131 + 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 1 E 底面、 後部 （E IV） 電流 / パルス出力 1

132 - 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 1

133 + 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 2 電流 / パルス出力 2

! 注意 ! 

イーサネ ッ ト オプシ ョ ンが注文されて

いる場合はイーサネ ッ ト

134 - 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 2

52 リ レーコモン （COM） A 底面、 前部 （A III） リ レー 1

53 リ レー ノーマルオープン （NO）

91 センサー電源用接地 追加センサー電源 

92 + 24 V センサー電源 

L/L+ AC の場合は L

DC の場合は L+

A 底面、 後部 （A IV）

電源

N/L- AC の場合は N

DC の場合は L-

端子（項目番号） 端子の割当て スロット 入力

接続の概要、上面（入力） 接続の概要、底面（出力、インターフェイス）
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4.2.1 電源の接続

" 警告 ! 
• 本装置を配線する前に、 供給電圧が型式銘板の仕様に適合し ている こ と を確認し て く ださ い。
• AC 90 ～ 250 V  バーシ ョ ン （電源接続） については、 セパレータ と い う マークが付いたス イ ッ

チ と過電圧装置 （定格電流 = 10 A） を本装置の近 く （手が届 く 位置） の電源ラ イ ンに取 り 付け
る必要があ り ます。

図 5 電源の接続

4.2.2 外部センサの接続

! 注意 ! 
本装置には、 アナロ グ信号、PFM 信号またはパルス信号を使用する ア ク テ ィ ブセンサおよびパッ
シブセンサを接続でき ます。

アク テ ィ ブセンサ

ア ク テ ィ ブセンサ （つま り 外部電源を使用する場合） の接続方法

図 6 アク テ ィ ブセンサの接続例 : 入力 1 （スロ ッ ト  A I） に接続する場合 

項目 1 ： パルス信号

項目 2 ： PFM 信号

項目 3 ： 2 線式変換器 （4 ～ 20 mA）

項目 4 ： ス ロ ッ ト  B （ス ロ ッ ト  B I、 → 図 11） に挿入されたオプシ ョ ンの汎用拡張カード などに接続する場

合のア ク テ ィ ブセンサの接続
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パッ シブセンサ

本装置に組み込まれたループ電源によ って電源供給を受けるセンサの接続方法

図 7 パッ シブセンサの接続例 ： 入力 1 （スロ ッ ト  A I） に接続する場合 

項目 1 ： パルス信号

項目 2 ： PFM 信号

項目 3 ： 2 線式変換器 （4 ～ 20 mA）

項目 4 ： ス ロ ッ ト  B （ス ロ ッ ト  B I、 → 図 11） に挿入されたオプシ ョ ンの汎用拡張カード などに接続する場

合のパッ シブセンサの接続

温度センサ

Pt100、 Pt500 および Pt1000 向けの接続

! 注意 ! 
3 線式センサを接続する場合は、 端子 116 と  117 をジャ ンパ接続する必要があ り ます （図 8 を参
照 ）。

図 8 スロ ッ ト  B （スロ ッ ト  B I） に挿入されたオプシ ョ ンの温度用拡張カー ド などに接続する場合の

温度センサの接続

項目 1 ： 4 線式入力

項目 2 ： 3 線式入力

弊社固有の装置

流量計 ： PFM 出力

! 注意 ! 

測定装置 プロ ワールを PFM 出力 （→ FU 20 ： ON、 PF）

にセ ッ ト し て く ださい。
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流量計 ： オープン コ レ ク タ出力

! 注意 ! 

 Imax = 20 mA を超過し ないよ う に、 適切な ド ロ ッ ピング

抵抗 R を選択し て く だ さい。

流量計 ： パッ シブ電流出力

（4 ～ 20 mA）

流量計 ： アク テ ィ ブ電流出力

（0/4 ～ 20 mA）

温度計 ： 変換器使用 

（4 ～ 20 mA）

圧力計 ： パッ シブ電流出力 

（4 ～ 20 mA）
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4.2.3 出力の接続

本装置には、 アナロ グ出力またはア ク テ ィ ブパルス出力と し て設定でき、 電気的に絶縁されてい
る 2 つの出力 （またはイーサネ ッ ト 接続） が備わっています。 さ らに、 リ レーおよび変換器の電
源を接続するための出力も使用でき ます。 拡張カード が取 り 付け られる と、 それに応じ て出力の
数が増えます （「拡張カード の接続」 を参照）。

図 9 出力の接続

項目 1 ： パルスおよび電流出力 （ア ク テ ィ ブ）

項目 2 ： パッ シブパルス出力 （オープン コ レ ク タ）

項目 3 ： ス ロ ッ ト  A III （オプシ ョ ンの拡張カード ではス ロ ッ ト  BIII、 CIII、 DIII） などの リ レー出力

（ ノ ーマルオープン）

項目 4 ： 変換器の電源 （変換器の電源ユニ ッ ト ） の出力  

イ ン ターフ ェ イス接続

• RS232 接続 ： RS232 は、 イ ン ターフ ェ イ スケーブル と、 ハウ ジングの前面にあ る ジャ ッ ク ソ
ケ ッ ト によ って接続されます。

• RS485 接続
• オプシ ョ ン ： 追加の RS485 イ ン ターフ ェ イス
• プラグイ ン端子 103/104： こ のイ ン ターフ ェ イ スは RS232 イ ン ターフ ェ イ スが使用されていな

い場合にのみ有効にな り ます。
• PROFIBUS 接続 ： アプ リ ケーシ ョ ンマネージャーのオプシ ョ ンの接続。 外部モジュールであ る

Profibus 用 HMS AnyBus Communicator （「ア ク セサ リ ー」 を参照） を使用し た、 シ リ アル RS485
イ ン ターフ ェ イ ス を介し ての PROFIBUS DP への接続。

• オプシ ョ ン ： イーサネ ッ ト 接続
• M-Bus 接続 ： アプ リ ケーシ ョ ンマネージ ャー RMM621 と  M-Bus システム と の接続。

図 10 イ ン ターフ ェ イス接続
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4.2.4 拡張カー ドの接続

図 11 端子付き拡張カー ド

汎用拡張カー ド （RMM621A-UA） の端子の割当て、 本質安全入力 （RMC621A-UB）
付き

端子（項目番号） 端子の割当て スロット 入力および出力 

182 24 V センサー電源 1 B、 C、 D 上面、 前部 

（B I、 C I、 D I）

電流 /PFM/ パルス入力 1

181 センサー電源用接地 1

112 + 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力 1

111 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力用接地

183 24 V センサー電源 2 B、 C、 D 上面、 後部 

（B II、 C II、 D II）

電流 /PFM/ パルス入力 2

181 センサー電源用接地 2

113 + 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力 2

111 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力用接地

142 リ レー 1 コモン （COM） B、 C、 D 底面、 前部 

（B III、 C III、 D III）

リ レー 1

143 リ レー 1 ノーマルオープン （NO）

152 リ レー 2 コモン （COM） リ レー 2

153 リ レー 2 ノーマルオープン （NO）

131 + 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 1 B、 C、 D 底面、 中央 

（B IV、 C IV、 D IV）

電流 / パルス出力 1 ア ク テ ィ ブ

132 - 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 1

133 + 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 2 電流 / パルス出力 2 ア ク テ ィ ブ

134 - 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 2

135 + パルス出力 3 （オープン コ レ ク タ） B、 C、 D 底面、 後部 

（B V、 C V、 D V）

パッ シブパルス出力

136 - パルス出力 3

137 + パルス出力 4 （オープン コ レ ク タ） パッ シブパルス出力

138 - パルス出力 4
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温度用拡張カー ド （RMM621A-TA） の端子の割当て、 本質安全入力 （RMM621A-TB）
付き

U-I-TC 拡張カー ド （RMM621A-MA） の端子の割当て、 本質安全入力 （RMM621A-MB）
付き

端子（項目番号） 端子の割当て スロット 入力および出力 

117 + 抵抗温度計 （RTD） 電源 1 B、 C、 D 上面、 前部 

（B I、 C I、 D I）

抵抗温度計 （RTD） 入力 1

116 + 抵抗温度計 （RTD） センサ 1

115 - 抵抗温度計 （RTD） センサ 1

114 - 抵抗温度計 （RTD） 電源 1

121 + 抵抗温度計 （RTD） 電源 2 B、 C、 D 上面、 後部 

（B II、 C II、 D II）

抵抗温度計 （RTD） 入力 2

120 + 抵抗温度計 （RTD） センサ 2

119 - 抵抗温度計 （RTD） センサ 2

118 - 抵抗温度計 （RTD） 電源 2

142 リ レー 1 コモン （COM） B、 C、 D 底面、 前部 

（B III、 C III、 D III）

リ レー 1

143 リ レー 1 ノーマルオープン （NO）

152 リ レー 2 コモン （COM） リ レー 2

153 リ レー 2 ノーマルオープン （NO）

131 + 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 1 B、 C、 D 底面、 中央 

（B IV、 C IV、 D IV）

電流 / パルス出力 1 ア ク テ ィ ブ

132 - 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 1

133 + 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 2 電流 / パルス出力 2 ア ク テ ィ ブ

134 - 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 2

135 + パルス出力 3 （オープン コ レ ク タ） B、 C、 D 底面、 後部 

（B V、 C V、 D V）

パッ シブパルス出力

136 - パルス出力 3

137 + パルス出力 4 （オープン コ レ ク タ） パッ シブパルス出力

138 - パルス出力 4

端子（項目番号） 端子の割当て スロット 入力および出力 

127 -10 ～ +10 V 入力 1 B、 C、 D 上面、 前部

（B I、 C I、 D I）

U-I- 熱電対温度計 （TC） 入力 1

125 -1 ～ +1 V、 熱電対温度計 （TC） 入力 1

123 0 ～ 20 mA 入力 1

122 信号アース入力 1

227 -10 ～ +10 V 入力 2 B, C, D 上面、 後部

（B II、 C II、 D II）

U-I- 熱電対温度計 （TC） 入力 2

225 -1 ～ +1 V、 熱電対温度計 （TC） 入力 2

223 0 ～ 20 mA 入力 2

222 信号アース入力 2

142 リ レー 1 コモン （COM） B、 C、 D 底面、 前部

（B III、 C III、 D III）

リ レー 1

143 リ レー 1 ノーマルオープン （NO）

152 リ レー 2 コモン （COM） リ レー 2

153 リ レー 2 ノーマルオープン （NO）

131 + 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 1 B、 C、 D 底面、 中央

（B IV、 C IV、 D IV）

電流 / パルス出力 1 ア ク テ ィ ブ

132 - 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 1

133 + 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 2 電流 / パルス出力 2 ア ク テ ィ ブ

134 - 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 2
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デジ タル拡張カー ド （RMM621A-DA） の端子の割当て、 本質安全入力 （RMM621A-DB）
付き

! 注意 ! 
同一のス ロ ッ ト 内の電流 /PFM/ パルス入力または抵抗温度計 （RTD） 入力は電気的に絶縁されて
いません。 
前述の入力および出力が異なる ス ロ ッ ト 内にあ る場合は、各入力および出力間に 500 V の分離電
圧が存在し ています。 左から 3 つ目の数字が同じ端子 （端子 111 と  181） は、 ジャ ンパで内部的
に接続されています。 

135 + パルス出力 3 （オープン コ レ ク タ） B、 C、 D 底面、 後部

（B V、 C V、 D V）

パッ シブパルス出力

136 - パルス出力 3

137 + パルス出力 4 （オープン コ レ ク タ） パッ シブパルス出力

138 - パルス出力 4

端子（項目番号） 端子の割当て スロット 入力および出力 

端子（項目番号） 端子の割当て スロット 入力および出力 

81 E1 B、 C、 D 上面、 前部 

（B I、 C I、 D I）

デジ タル入力 E1 ～ 3

83 E2

85 E3

82 信号アース E1 ～ 3

91 E4 B、 C、 D 上面、 後部 

（B II、 C II、 D II）

デジ タル入力 E4 ～ 6

93 E5

95 E6

92 信号アース E4 ～ 6

142 リ レー 1 コモン （COM） B、 C、 D 底面、 前部 

（B III、 C III、 D III）

リ レー 1

143 リ レー 1 ノーマルオープン （NO）

152 リ レー 2 コモン （COM） リ レー 2

153 リ レー 2 ノーマルオープン （NO）

145 リ レー 3 コモン （COM） B、 C、 D 底面、 中央 

（B IV、 C IV、 D IV）

リ レー 3

146 リ レー 3 ノーマルオープン （NO）

155 リ レー 4 コモン （COM） リ レー 4

156 リ レー 4 ノーマルオープン （NO）

242 リ レー 5 コモン （COM） B、 C、 D 底面、 後部 

（B V、 C V、 D V）

リ レー 5

243 リ レー 5 ノーマルオープン （NO）

252 リ レー 6 コモン （COM） リ レー 6

253 リ レー 6 ノーマルオープン （NO）
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4.2.5 外部デ ィ スプレ イ / 操作ユニ ッ ト の接続

機能説明

外部デ ィ スプレ イは、 RMx621 レール取付用装置に追加された革新的なユニ ッ ト です。 ユーザー
は演算装置を設備に合わせて最適な状態に取 り 付け、 表示および操作ユニ ッ ト を自由に、 利用し
やすい場所に取 り 付け られる よ う にな り ま し た。 このデ ィ スプレ イは、 表示 / 操作ユニ ッ ト が取
り 付け られているいないに関わらずレール取付用装置にも接続でき ます。 外部デ ィ スプレ イ と基
本ユニ ッ ト を接続するために、 4 ピンケーブルが 1 本付属し ています。 それ以外の部品は必要あ
り ません。

! 注意 ! 
1 台のレール取付用装置に取 り 付け られる表示 / 操作要素は 1 つだけです （2 点間接続）。
また、 逆の場合も同様です。

設置 / 寸法

取付に関する注意事項
• 振動のない位置に取 り 付ける必要があ り ます。
• 運転時の許容周囲温度は -20 ～ +60 ℃ です。
• 本装置は、 熱の影響を受けないよ う に保護する必要があ り ます。

パネル取付の手順

1. 138+1.0 x 68+0.7 mm （DIN 43700 に準拠） の面積分だけパネルを切 り 抜き ます。 取付深さは
45 mm です。

2. パネルを切 り 抜いた部分に、 シー リ ング リ ングを付けた本装置を前方から押し込みます。

3. 本装置を水平に支え、ハウ ジングの背面に固定フ レームを被せて圧力を均一にかけながらパ
ネルに向かって押し、 固定ク リ ッ プがかみ合 う のを確認し ます。 固定フ レームが対称的に取
り 付け られている こ と を確認し て く ださい。

図 12 パネル取付
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配線

図 13 外部デ ィ スプレ イ / 操作ユニ ッ ト の端子図

外部デ ィ スプレ イ / 操作ユニ ッ ト は、 付属のケーブルを使用し て、 基本ユニ ッ ト に直接接続され
ます。

4.3 接続後のチ ェ ッ ク

本装置の結線が完了し た ら、 次の点を確認し て く ださい。

装置の状態と仕様 注意

装置あ るいはケーブルに損傷がないか （外観検査） ？ -

電気的接続 注意

供給電圧が型式銘板の情報に適合し ているか？ AC 90 ～ 250 V （50/60 Hz）

DC 20 ～ 36 V

AC 20 ～ 28 V （50/60 Hz）

すべての端子が正しいス ロ ッ ト にし っか り と 固定されているか？ 

個々の端子のコーデ ィ ングは正しいか ?

-

取 り 付け られたケーブルがぴん と張った状態にはなっていないか ? -

電源ケーブル と信号ケーブルが正し く 接続されているか？ ハウジング上の配線図を参照

すべてのネジ端子がし っか り 締められているか？ -
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5 操作

5.1 表示および操作要素

! 注意 ! 
アプ リ ケーシ ョ ンマネージャーは、 アプ リ ケーシ ョ ン と バージ ョ ンに応じ て、 広範にわたる設定
オプシ ョ ン と ソ フ ト ウ ェ ア機能を提供し ます。 装置をプ ロ グ ラ ミ ングする際の助け と な る よ う
に、ほぼすべての操作項目にヘルプテキス ト が用意されています。 このヘルプテキス ト は、[?] ボ
タ ンを押すこ と によ って呼び出せます （こ のヘルプテキス ト は、 どの メ ニューでも呼び出せる よ
う になっています）。

次に示す設定オプシ ョ ンは、 基本ユニ ッ ト （拡張カード が実装されていないもの） に関する もの
だ と い う こ と に注意し て く ださい。

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-000

図 14 表示および操作要素

項目 1 ： 運転表示 ： 緑色 LED。 電圧が供給される と点灯し ます。

項目 2 ： エラーイ ンジケータ ： 赤色 LED。 NAMUR NE 44 に準拠し た運転状態。

項目 3 ： シ リ アルイ ン ターフ ェ イ ス接続 ： PC ソ フ ト ウ ェ アで装置設定と 測定値の読み取 り を行 う ための PC

接続用ジャ ッ ク ソ ケ ッ ト

項目 4 ： 設定を行 う ためのダ イ ア ロ グテキス ト の表示 と、 測定値、 リ ミ ッ ト 値および故障 メ ッ セージの表示

を行 う  160x80 ド ッ ト マ ト リ ク スデ ィ スプレ イ。 エラーが発生する と、背景の色が青色から赤色に変

わ り ます。 表示される文字のサイ ズは、 表示される測定値の数に応じ て異な り ます （6.3.3 章 「デ ィ

スプレ イの設定」 を参照）。

項目 5 ： 入力キー ; メ ニュー項目に応じ て異なる機能を持つ 8 つのソ フ ト キー。 各キーの現在の機能がデ ィ

スプレ イ上に表示されます。 当該の操作 メ ニューで必要と される キーにのみ、 機能が割当て られま

す。 つま り 、 それらのキーのみが使用でき る状態にな り ます。
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5.1.1 デ ィ スプレ イ

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-002

図 15 アプ リ ケーシ ョ ンマネージ ャーのデ ィ スプレ イ

項目 1 ： 測定値の表示

項目 2 ： 設定 メ ニュー項目の表示 

- A ： キーア イ コ ンの列 

- B ： 現在の設定 メ ニ ュー 

- C ： 選択でき る よ う に、 有効になっている設定 メ ニュー （黒色で強調表示されます）。

5.1.2 キーアイ コ ン

キーアイコン 機能

E サブ メ ニューに切 り 替わ り 、 操作項目を選択し ます。 設定された値を編集および

確認し ます。

Z 変更を保存する こ と な く 、 現在の編集マス ク または現在有効になっている メ ニュー

項目を終了し ます。

↑ カーソルを 1 行または 1 文字上に移動させます。

↓ カーソルを 1 行または 1 文字下に移動させます。

→ カーソルを 1 文字右に移動させます。

← カーソルを 1 文字左に移動させます。

? 操作項目にヘルプテキス ト が用意されている場合は、 疑問符でそのこ と が示されます。 

ヘルプは、 この機能キーを押すこ と によ って呼び出されます。

AB Palm キーボード の編集モード に切 り 替わ り ます。

ij/IJ 大文字 / 小文字用のキーフ ィ ール ド （Palm を使用する場合のみ）

1/2 数字入力用のキーフ ィ ール ド （Palm を使用する場合のみ）

Fx こ のキーを使用する と、 数式エデ ィ ターで使用でき る様々な関数を表示でき ます。
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5.2 ローカル操作

5.2.1 テキス ト の入力

操作項目にテキス ト を入力するには、 次の 2 通 り の方法を使用でき ます
（[ セ ッ ト ア ッ プ ]  [ 基本設定 ]  [ テキス ト の入力 ]  を参照）。

a） 標準 ： 上 / 下カーソルを使用し て、 希望の文字が表示される まで文字の行全体を ス ク ロール
する こ と によ って、 テキス ト フ ィ ール ド の個々の文字 （文字、 数字など） を定義し ます。

b） Palm： テキス ト を入力する ためのビジュ アルキーフ ィ ール ド が表示されます。 このキーボー ド
上の文字は、 カーソルを使用し て選択されます （ [ セ ッ ト ア ッ プ ]  [ 基本設定 ] を参照）。

Palm キーボード の使用

図 16 例 ： Palm キーボー ド を使用し た識別名の編集

1. カーソルキーを使用し て、直前に別の文字を入力する必要があ る文字の前にカーソルを置き
ます。 テキス ト 全体を削除し てから書き直す必要があ る場合は、 カーソルを完全に右側に移
動させます （図 16 を参照 説明図 1）。

2. AB キーを押し て、 編集モード に切 り 替えます。

3. ij/IJ キーと ｺ キーを使用し て、 大文字 / 小文字または数字を選択し ます （図 16 を参照 説明
図 2）。

4. カーソルを使用し て必要なキーを選択し、 チェ ッ ク マーク を使用し て確認し ます。 テキス ト
を削除し たい場合は、 右側最上部にあ る キーを選択し ます （図 16 を参照 説明図 2）。

5. 希望のテキス ト を入力し終える まで、 他の文字も こ の方法で編集し ます。

6. Esc キーを押し て編集モード から表示モード に切 り 替え、 [ チェ ッ ク ] キーを使用し て変更
を受け入れます （図 16 を参照 説明図 1）。

注意

• 編集モード では、 カーソルを移動でき ません （図 16 を参照 説明図 2） ! 変更する必要があ る文
字の位置にカーソルを置 く ためには、 Esc キーを使用し て、 前のウ ィ ン ド ウ （図 16 を参照 説
明図 1） に戻って く ださい。 その後、 再び AB キーを確認し ます。

• 特殊キー機能 ：
IN キー ： 上書きモード に切 り 替わ り ます。

キー （右側最上部） ： 文字を削除し ます。

5.2.2 ロ ッ ク設定

4 桁のコード によ って、意図し ていないア ク セスから設定全体を保護する こ と ができ ま
す。 
このコード は、 [ 基本設定 ] �  [ コー ド ] と い う サブ メ ニ ューで割 り 当て られます。
パラ メ ータはすべて表示さ れた ま まにな り ます。 パラ メ ータ の値を変更する必要があ
る場合は、 最初にユーザーコード を要求されます。
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G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-001

図 17 ユーザーコー ドの設定

5.2.3 操作例

例と し て挙げる アプ リ ケーシ ョ ンにおける機器本体での操作の詳細については、6.4 章「ユーザー
固有のアプ リ ケーシ ョ ン」 を参照し て く ださい。

5.3 エラー メ ッ セージの表示 

本装置は次の 2 種類のエラーを区別でき ます。
• システムエラー ： こ のグループには、 通信エラーやハード ウ ェ アエラー と いったすべての装置

エラーが含まれます。 システムエラーは常に故障 メ ッ セージによ って示されます。
• プロセスエラー： このグループには、 リ ミ ッ ト 値ア ラームを伴 う 「レ ンジのオーバーシュー ト 」

など、 すべてのアプ リ ケーシ ョ ンエラーが含まれます。

プ ロ セスエ ラーについては、 エ ラー発生時の本装置の対応を設定で き ます。 つま り 、 故障 メ ッ
セージを表示するのか、あ るいは通知 メ ッ セージを表示するのかを設定でき ます。 場出荷時には、
すべてのプロセスエラーは、 発生時にデ ィ スプレ イの色が変わ り 、 通知 メ ッ セージが表示される
よ う にプ リ セ ッ ト されています。

故障メ ッ セージ

デ ィ スプレ イの色が青色から赤色に変わる こ と と、 デ ィ スプレ イの上端沿いに感嘆符 （!） が表示
さ れる こ と に よ ってエ ラーが示さ れます。 エ ラーはプレーンテキ ス ト と し て表示さ れます。 エ
ラーは、任意のキーを押すこ と によ って確認されます。 [ ナビゲータ ] メ ニューを使用する と、エ
ラー リ ス ト を表示し た り 、 必要に応じ てエラーを修正するために [ メ イ ン ] メ ニューを表示し た
り でき ます。 故障 メ ッ セージが発生し た と きに、 影響を受けたカ ウ ン タ を停止するか、 あ るいは
それら のカ ウ ン タが動作を続け る よ う にする こ と ができ ます。 これはユーザーが設定でき ます。
入力信号は、 それぞれ設定されたフ ェールセーフモード に従って動作し ます （6.3.3 章 [ メ イ ン ]
メ ニュー - [ セ ッ ト ア ッ プ ] を参照）。 すべてのエラーが修正されて初めて、 本装置は通常運転を
再開し、 色が赤色から青色に変わ り ます。

通知メ ッ セージ

G09-RMM621ZZ-20-10-xx-en-015

図 18 通知メ ッ セージの表示
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通知は、 デ ィ スプレ イに感嘆符 （!） が表示される こ と によ って示されます。 また、 （オプシ ョ ン と
し て） デ ィ スプレ イの色の変化と、 デ ィ スプレ イにア ラームを表示する こ と によ って示すこ と も
でき ます。 感嘆符はデ ィ スプレ イの上端沿いに表示されます。 さ らに、 エラーによ っては、 対応
する測定値の横にア イ コ ンが表示される こ と によ って示される ものも あ り ます。 通知は動作にも
カ ウ ン タにも影響を与えません。 特定のイベン ト （例えばレ ンジのオーバーシュー ト など） が発
生し た こ と を示すだけのものです。

また、エラーによ って も、デ ィ スプレ イに感嘆符 （!） が表示されます。ユーザーが [OK] を ク リ ッ
ク し てエラー メ ッ セージウ ィ ン ド ウ を確認し て も、エラーの原因が解消される までは、 感嘆符 （!）
はヘッ ダーに表示されたま まにな り ます。

プロセスエラーのエ ラータ イプの設定

プロセスエラーは、 工場出荷設定では通知 メ ッ セージが表示される よ う に定義されています。 プ
ロセスエラーのこのア ラーム応答は変更でき ます。 つま り 、 プロセスエラーが故障 メ ッ セージで
示される よ う にでき る と い う こ と です。

1. [ セ ッ ト ア ッ プ ] �  [ 基本設定 ] �  [ アラーム応答 ] �  [ ラ ンダム ] とい う よ う に設定し ます。

2. 入力と アプ リ ケーシ ョ ンについての個々のア ラーム応答を、入力、 アプ リ ケーシ ョ ンおよび
出力用の装置 メ ニューで定義でき ます。

次のプロセスエラーを設定でき ます。

• 入力 ：
開回路、 センサからの信号のオーバーレンジ

• 出力 ：
オーバーレ ンジ

イベン ト バッ フ ァ

[ メ イ ン メ ニュー ] �  [ 自己診断 ] �  [ イベン ト バッ フ ァ ]

イベン ト バ ッ フ ァ には、 最新の 100 個の イベン ト （つま り 、 故障 メ ッ セージ、 通知、 リ ミ ッ ト
値、 電源異常など） が、 それらの発生時間と カ ウ ン タ示数 と と もに時系列で記録されています。

エラーリ ス ト

エラー リ ス ト は、 現在発生し ている装置エ ラーの発生場所を迅速に突き止める上で役立ちます。
エラー リ ス ト には、 最大 10 個のア ラームが時系列で リ ス ト されています。 イベン ト バッ フ ァ と
は異な り 、 現時点で未解決のエラーのみが表示されます。 つま り 、 修正されたエラーは リ ス ト か
ら消去される と い う こ と です。

ア イ コ ンは、 デ ィ スプレ イの上端に沿って、 発生し たエラーの影響を受けた表示パラ メ ータの横に表示さ

れます。

信号のオーバーシューテ ィ ング （例えば x > 20.5 mA） またはアンダーシュー

テ ィ ング （例えば x < 3.8 mA）

エラー ：

未解決のエラーまたは通知 → エラー リ ス ト
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エラーの概念の簡単な概要

図 19 システムエラーまたはプロセスエラー発生時の手順

5.4 通信

すべての装置および装置バージ ョ ンで、 PC 操作ソ フ ト ウ ェ ア と イ ン ターフ ェ イ ス ケーブルを使
用し、 標準イ ン ターフ ェ イ ス を介し て、 パラ メ ータの設定、 変更および読取 り を行 う こ と ができ
ます （ 「ア ク セサ リ ー」 の章を参照） 。 広範囲にわた る設定を行 う 場合 （例えば設定時など） は、
特にこの方法をお勧めし ます。 この他にも、 外部 PROFIBUS モジュール （プロ フ ィ バス -DP 用
HMS AnyBus Communicator） を使用し、 RS485 イ ン ターフ ェ イ ス を介し てすべてのプロセス値 と
表示値を読み取る と い う オプシ ョ ン も あ り ます（「ア ク セサ リ ー」の章を参照）。 装置のハード ウ ェ
ア設定が適切であれば、 M-Bus イ ン ターフ ェ イ ス を使用でき ます。 このイ ン ターフ ェ イ ス を使用
する と、 プロセス値と表示値を M-Bus システムへ転送でき ます。 これに加えて、 MOD-Bus を介
し て接続を確立する と い う オプシ ョ ン も あ り ます。 本装置 と の通信は、 モデム （電話通信および
移動通信ネ ッ ト ワーク） を介し て行 う こ と も でき ます。 ReadWin と組み合わせて、 本装置を、 ア
ラームが発生する と、それを SMS などによ って携帯電話などに転送でき る よ う に設定し た り 、カ
ウ ン タ示数を伝送でき る よ う に設定し た り する こ と が可能です。

! 注意 ! 
PC 操作ソ フ ト ウ ェ アを使用し た本装置の設定の詳細については、 付属の取扱説明書を参照し て
く ださい。 この説明書もデータ キ ャ リ アに収録されています。
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6 設定

6.1 機能確認

装置を設定する前に、 必ず接続後のチェ ッ ク をすべて済ませて く ださい。

• 3.3  章 「設置状況確認」 を参照 '
• チェ ッ ク リ ス ト  4.3 章 「接続後のチェ ッ ク」 '

6.2 測定装置への電源供給  

6.2.1 基本ユニ ッ ト

動作電圧が供給される と、エラーが発生し ていなければ、緑色 LED（= 装置運転中）が点灯し ます。

• 本装置を初めて設定する際には、「装置をセ ッ ト ア ッ プし て く ださい」 と い う プロ ンプ ト がデ ィ
スプレ イに表示されます。 説明に従って本装置をプロ グ ラ ム し て く ださい。 → 6.3 章

• すでに設定済みかプ リ セ ッ ト 済みの装置を設置する と、 各設定値に従って直ちに測定が開始さ
れ、 現在設定されている表示グループの値がデ ィ スプレ イ上に表示されます。 任意のキーを押
すこ と によ ってナビゲータ （ク イ ッ ク ス ター ト ） を表示し、 そ こ から メ イ ン メ ニューに戻 り ま
す （6.3 章を参照）。

6.2.2 拡張カー ド

動作電圧が供給される と、 本装置は取付け と 配線が完了し た拡張カー ド を自動的に認識し ます。
この時点でプロ ンプ ト に従って新たな接続を設定する こ と も でき る し、 あ るいは後日設定する こ
と も でき ます。

6.2.3 外部操作ユニ ッ ト

外部デ ィ スプレ イ / 操作ユニ ッ ト は、工場で「装置ア ド レ ス 01、ボーレー ト  56.7k、RS485-Master」
に事前設定されます。 電圧が供給される と、 短い初期化期間の後、 表示ユニ ッ ト は接続されてい
る基本ユニ ッ ト と の通信を自動的に開始し ます。 基本ユニ ッ ト の装置ア ド レ ス と外部デ ィ スプレ
イの装置ア ド レ スが一致し ている こ と を確認し て く ださい。

図 20 [ セ ッ ト ア ッ プ ] メ ニューの開始

デ ィ スプレ イ / 操作ユニ ッ ト の [ セ ッ ト ア ッ プ ] メ ニューは、 右側最上部にあ る キー と左側最上
部にあ る キーを同時に 5 秒間押すこ と によ って表示でき ます。 こ こ で、 通信のためのボーレー ト
と装置ア ド レ ス、 な らびにコ ン ト ラ ス ト とデ ィ スプレ イの視角を設定でき ます。 デ ィ スプレ イ /
操作ユニ ッ ト の [ セ ッ ト ア ッ プ ] メ ニューを終了し、 アプ リ ケーシ ョ ンマネージャーを設定する
ためにデ ィ スプレ イ ウ ィ ン ド ウ と メ イ ン メ ニューを表示するには、 ESC を押し ます。

! 注意 ! 
デ ィ スプレ イ / 操作ユニ ッ ト の基本設定値を設定するための [ セ ッ ト ア ッ プ ] メ ニューは、 英語
でしか表示されません。
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エ ラー メ ッ セージ

装置への電源投入後、 あ るいは装置の設定後、 安定し た接続が確立される まで、 一時的に 「通信
に関する問題」 と い う メ ッ セージが外部デ ィ スプレ イ / 操作ユニ ッ ト に表示されます。

操作中にこのエラー メ ッ セージが表示された場合は、 配線をチェ ッ ク し、 ボーレー ト と装置ア ド
レ スがアプ リ ケーシ ョ ンマネージャーのもの と一致し ている こ と を確認し て く ださい。

6.3 装置設定

本章では、 設定可能なすべての装置パラ メ ータ と、 それらに関連する値レ ンジおよび工場出荷設
定 （デフ ォル ト 値） を記載し ています。

端子の数など、 選択可能なパラ メ ータは装置バージ ョ ンに応じ て異なる こ と に注意し て く ださい
（→ 6.2.2 章 「拡張カー ド」）。

機能マ ト リ クス

G09-RMM621ZZ-13-10-00-en-000

図 21 機器本体でのアプ リ ケーシ ョ ンマネージャーの設定についての機能マ ト リ クス （抜粋）。 詳細な機

能マ ト リ クスについては、 付録を参照し て く だ さい。

6.3.1 ナビゲータ （ク イ ッ クス ター ト ）

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-003

図 22 アプ リ ケーシ ョ ンマネージ ャーの [ ナビゲータ ] メ ニューを使用し た設定のク イ ッ クス ター ト

アプ リ ケーシ ョ ンマネージ ャーの動作モード （測定値が表示される） では、任意のキーを押す と、
操作ウ ィ ン ド ウ [ ナビゲータ ] が開き ます。[ ナビゲータ ] メ ニューを使用する と、重要な情報や
パラ メ ータに迅速にア ク セスでき ます。 使用可能なキーのいずれかを押す と、 直接次の項目が表
示されます。
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表示値を持つグループの内容は、 [ セ ッ ト ア ッ プ ] �  [ デ ィ スプレ イ ] メ ニューでしか
定義でき ません。  1 つのグループには、最大 8 個のプロセス変数が含まれています。 こ
れらのプロセス変数は、 デ ィ スプレ イ上では 1 つのウ ィ ン ド ウ内に表示されます。

コ ン ト ラ ス ト 、デ ィ スプレ イのス ク ロール、表示値を持つ特殊グループ と いったデ ィ ス
プレ イの機能性に関する設定も、 [ セ ッ ト ア ッ プ ] �  [ デ ィ スプレ イ ] メ ニューで行わ
れます。

! 注意 ! 
設定時には、 「装置をセ ッ ト ア ッ プ し て く だ さ い」 と い う プロ ンプ ト が表示されます。 こ の メ ッ
セージを確認する と、[ ナビゲータ ] メ ニューが開き ます。 メ イ ン メ ニューを表示するには、 こ こ
で [ セ ッ ト ア ッ プ ] を選択し ます。

すでに設定済みの装置は、 標準 と し て表示モー ド になっています。 8 つの操作キーのいずれかを
押すと、 装置は直ちに [ ナビゲータ ] メ ニューに切 り 替わ り ます。 こ こ から [ メ ニュー ] を選択
する こ と によ って、 メ イ ン メ ニューが表示されます。

! 注意 ! 
メ イ ン メ ニ ューをナビゲー ト し続け る場合は、 「アプ リ ケーシ ョ ンを変更する と、 各カウン タが
リ セ ッ ト されます」 と い う メ ッ セージが表示されます。 この メ ッ セージを確認する と、 メ イ ン メ
ニューが表示されます。

6.3.2 メ イ ン メ ニュー - [ 自己診断 ]

[ 自己診断 ] メ ニューは、 装置の障害を突き止める など、 装置の機能性を分析する ために使用さ
れます。

機能（メニュー項目） 説明

デ ィ スプレ イ 表示値を持つ個々のグループを選択するための機能。

自己診断 現在発生し ている装置エラーの発生場所の迅速な特定。 端子情報、

プロ グ ラ ム情報。 Info （→ 30 ページ）

評価 カ ウ ン タ示数および統計 （→ 31 ページ）

セ ッ ト ア ッ プ 本装置を設定する ための メ イ ン メ ニュー （→ 32 ページ）

機能（メニュー項目） 説明

エラー リ ス ト 現時点で未解決のエラーの リ ス ト 。 エラーが修正される と 、 そのエラー

情報は削除されます。

メ モ リ 情報 残存 メ モ リ にあ と どの く らいの数の値を保存でき るのか と い う 情報を提

供し ます。
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6.3.3 メ イ ン メ ニュー  - [ 評価 ]

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-043

図 23 RMM621 の統計の設定

[ 評価 ] はナビゲータから呼び出せます。

これは、 カ ウ ン タ示数の表示と、 統計機能に分け られます。

カウン タ示数

個々の入力で [ 積算 ] [ イ イエ ] と設定されている入力カ ウ ン タが、 こ こ に出力されます。

この出力は、 例えばすべてのアナログ入力のカウ ン タ示数をチェ ッ クする場合や、 あ る種のカウ ン
タのみを リ セ ッ ト し、 それ以外のカウ ン タはそのま まの状態にしてお く 場合などに役立ちます。

統計

この メ ニューでは、 個々の入力またはチャ ンネルに基づいた評価か、 あ るいは期間 （定義された
期間中のすべての入力およびすべてのチャ ンネル） に基づいた評価が行われます。
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こ こ では、 中間評価は、 [ 信号評価 ]�  [ 中間評価 ] メ ニュー項目で設定された期間 と な り ます。
例えば、 評価を毎時間行 う 場合は、 1 時間単位と な り ます。

このタ イプの評価は、 評価が時間単位で行われる場合に役立ちます。

例えば流速を監視する場合など、 個々のチャ ンネルを詳細に評価する場合は、 チャ ンネルに基づ
いた評価が使用されます。

6.3.4 メ イ ン メ ニュー - [ セ ッ ト ア ッ プ ]

[ セ ッ ト ア ッ プ ] メ ニューは、 本装置を設定するために使用されます。

太字で表示された メ ニュー項目は、 サブ メ ニューがあ る機能を示し ています。

太字で表示されたパラ メ ータは、 デフ ォル ト 値を示し ています。

[ セ ッ ト ア ッ プ ]� [ 基本設定 ]

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明 

日付 - 時刻

日付 日 . 月 . 年

日 . 月 . 年

（国別の） 現在の日付を設定する ための機能。

! 注意 ! 

夏時間 / 冬時間の切替えを行 う 際に重要と な る機能。

時刻 秒 : 分 本装置の実時間ク ロ ッ ク用の現在の時刻。

夏時間 / 標準時の切替え

切替え オフ - 手動 - 自動 時刻の切替えの種類。

地域 欧州 - 米国 標準時 （NT） から夏時間 （ST） への切替日およびその逆の切替日を表示し ます。 

この機能は選択された地域に応じ て異な り ます。

NT→ST

ST→NT

- 日付

- 時刻

31.03 （欧州）

07.04 （米国）

27.10 （欧州）

27.10 （米国）

02:00

夏時間 / 標準時の切替え時期が欧州 と米国では異な る こ と を考慮に入れて く だ さ

い。 この機能は、 夏時間 / 標準時の切替えが [ オフ ] にセ ッ ト されていない場合に

のみ選択でき ます。

切替えの時刻。 こ の機能は、 夏時間 / 標準時の切替えが [ オフ ] にセ ッ ト されてい

ない場合にのみ選択でき ます。

コー ド

ユーザー 0000 - 9999 事前定義された コード が入力された場合にのみ、 装置を操作でき る よ う にな り ま

す。

S-DAT モジュール

動作データ

セ ッ ト ア ッ プの終了 自動

要求次第

[ セ ッ ト ア ッ プ ] を終了するか、 プロ ンプ ト / 質問を確認する と、 自動的に設定を

保存し ます。

保存 E キーを押す カ ウ ン タ示数と 動作データ を S-DAT モジュールに書き込みます。

日付 日付を入力するための編

集フ ィ ール ド

最終保存日

時刻 時刻を入力するための編

集フ ィ ール ド

最終保存時刻

読込み E  キーを押す カ ウ ン タ示数と 動作データ をモジュールか ら装置に転送し ます。

カウン タ示数

日付 日付を入力するための編

集フ ィ ール ド

時刻 時刻を入力するための編

集フ ィ ール ド

読込み E  キーを押す カ ウ ン タ示数をモジュールから装置に転送し ます。

S-DAT データ プロ グ ラ ム - 名 - プロ グ

ラ ム - バーシ ョ ン CPU

番号

S-DAT モジュールのプロ グ ラ ム名、 プロ グ ラ ムバージ ョ ンおよび CPU 番号。

テレアラーム
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ア ク テ ィ ブ ア ク テ ィ ブ

イ ンア ク テ ィ ブ

テレア ラームはア ク テ ィ ブ / イ ンア ク テ ィ ブ ： ア ク テ ィ ブになっている場合は、 使

用可能な （操作範囲内にあ る） メ ッ セージがテレア ラームを介し て指定された受信

者に伝送されます。

モデム モデム （ ト ーンダイヤル）

モデム （パルスダ イ ヤル）

GSM 端末

電話モデムが ト ーンダ イヤル方式かパルスダ イヤル方式で接続されています。 あ る

いは、 GSM モデムが接続されます。

イ ン ターフ ェ イ ス RS232

RS485 （1）

RS483 （2）

モデムが RMM621 のどのイ ン ターフ ェ イ スに接続されるのかを指定し ます。 2 つ目

の RS485 は、 装置の設定に関わ り な く 、 任意に使用でき ます。

交換回線の占有 0 ～ 999

イ ンア ク テ ィ ブ 

モデムが電話システムの内線に接続されている場合は、 交換回線を占有する ための

数字 （例えば 0 など） がこ こ に入力されます。

! 注意 ! 

電話モデムについて しか使用でき ません。

GSM PIN 0000 ～ 9999 GSM 個人識別番号 （PIN ： Personal Identification Number） 用の入力フ ィ ール ド。

この番号は、 使用される GSM モデムの SIM カード に付属し ています。

SMS サービ ス番号 20 桁のサービ ス番号 GSM モデムが RMM621 に接続されている場合は、 SMS サービ スセン ターを介し て 

SMS メ ッ セージを直接送信でき ます。 このサービ ス番号を移動通信ネ ッ ト ワーク プ

ロバイ ダーから取得し て、 こ こ に入力する必要があ り ます （例えばボーダフ ォ ンの

場合は +491722270333）。 設定例については、 6 章を参照し て く だ さい。

! 注意 ! 

GSM 端末について しか使用でき ません。

呼び出し と 次の呼び出し

の間の一時停止

0 ～ 999 テレア ラームはア ク テ ィ ブ / イ ンア ク テ ィ ブ ： ア ク テ ィ ブになっている場合は、 使

用可能な （操作範囲内にあ る） メ ッ セージがテレア ラームを介し て指定された受信

者に伝送されます。

すべての番号を選択 ハイ

イ イエ

テレア ラームはア ク テ ィ ブ / イ ンア ク テ ィ ブ ： ア ク テ ィ ブになっている場合は、 使

用可能な （操作範囲内にあ る） メ ッ セージがテレア ラームを介し て指定された受信

者に伝送されます。

リ レーでの SMS エラー 使用し ない 

使用可能な リ レーの

リ ス ト

テレア ラームはア ク テ ィ ブ / イ ンア ク テ ィ ブ ： ア ク テ ィ ブになっている場合は、 使

用可能な （操作範囲内にあ る） メ ッ セージがテレア ラームを介し て指定された受信

者に伝送されます。

受信者 1

SMS 受信者 な し

PC ソ フ ト ウ ェ ア

携帯電話

D1 （D）

D2 （D）

E-plus （D）

移動通信ネ ッ ト ワーク番号を持つ受信者に SMS を送信する必要があ るのか、 あ る

いはサービ スエ ク スチェ ンジを介し て受信者に SMS を転送する必要があ るのかを

指定し ます。

電話番号 12 桁の電話番号 テレア ラーム メ ッ セージを送信する必要があ る電話番号

試行回数 1-9 システムが次の指定受信者に切 り 替え る までの試行回数。

受信者 2

SMS 受信者 な し

PC ソ フ ト ウ ェ ア

携帯電話

D1 （D）

D2 （D）

E-plus （D）

移動通信ネ ッ ト ワーク番号を持つ受信者に SMS を送信する必要があ るのか、 あ る

いはサービ スエ ク スチェ ンジを介し て受信者に SMS を転送する必要があ るのかを

指定し ます。

電話番号 12 桁の電話番号 テレア ラーム メ ッ セージを送信する必要があ る電話番号

試行回数 1-9 システムが次の指定受信者に切 り 替え る までの試行回数。

受信者 3

SMS 受信者 な し

PC ソ フ ト ウ ェ ア

携帯電話

D1 （D）

D2 （D）

E-plus （D）

移動通信ネ ッ ト ワーク番号を持つ受信者に SMS を送信する必要があ るのか、 あ る

いはサービ スエ ク スチェ ンジを介し て受信者に SMS を転送する必要があ るのかを

指定し ます。

電話番号 12 桁の電話番号 テレア ラーム メ ッ セージを送信する必要があ る電話番号

試行回数 1-9 システムが次の指定受信者に切 り 替え る までの試行回数。

テキス ト の入力

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明 
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テキス ト の入力 標準

パーム

テキス ト を入力する方法を選択し ます。

• 標準 ：

パラ メ ータ項目ご と に、 希望の文字が表示される まで、 文字の行を上 / 下にス ク

ロールし ます。

• パーム ：

カーソルを使用し て、 ビジ ュ アルキーフ ィ ール ド か ら希望の文字を選択でき ま

す。

アラーム応答

カテゴ リ 工場出荷設定

ラ ンダム

プロセスエラー発生時のア ラーム応答。 工場出荷設定によ り 、 すべてのプロセスエ

ラーは警告 メ ッ セージによ って示される よ う になっています。 [ ラ ンダム ] を選択

する と、 入力と アプ リ ケーシ ョ ンの欄に追加の操作項目が表示され、 個々のプロセ

スエラーに別のエラーカテゴ リ （故障 メ ッ セージ） を割 り 当て られる よ う にな り ま

す （5.3 章 「エラー メ ッ セージの表示」 を参照）。

フ ェ ールセーフモー ド 4 ～ 20 mA

Namur に準拠 イ イエ

ハイ

• イ イエ ： Namur フ ェールセーフモード は使用されません。 エラー リ ミ ッ ト は自由

に調整でき ます。

• ハイ ： 装置は Namur 規格に従ってエラーに対応し ます ： > 21mA ： 21 mA 時の出

力で出力

20.5 mA < x < 21 mA ： 最後の有効値が引き続き使用されます。

全般情報

装置名称 装置名 （最大 12 文字まで） を割 り 当てます。

TAG 番号 TAG 番号 （最大 12 文字まで） を、 例えば配線図に示されている と お り に割 り 当て

ます。

プロ グ ラ ム名 すべての設定値 と と もに PC 操作ソ フ ト ウ ェアに保存されている名称。

ソ フ ト ウ ェアバーシ ョ ン 使用する装置のソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン

ソ フ ト ウ ェアオプシ ョ ン 実装されている拡張カード についての情報。

CPU 番号 ： 装置の CPU 番号が識別名と し て使用されます。 この番号は、 すべてのパラ メ ータ

と と もに保存されます。

シ リ ーズ番号 ： これは装置のシ リ アルナンバーです。

注文コード ： 本装置の注文コード ： 最初の納入時の状態。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明 
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[ セ ッ ト ア ッ プ ]�  [ 入力 ]

! 注意 ! 
アプ リ ケーシ ョ ンマネージ ャーでは、 センサ信号を記録するために、 バーシ ョ ンに応じ て 4 （基
本装置、 常時使用可能） ～ 10 （3 つのアナロ グカード または U-I-TC カード を付けて拡張された
装置） の電流、 PFM およびパルス入力を使用でき ます。

使用可能なデジ タル入力の数は、 使用される拡張カード の数によ って決ま り ます。 拡張カード を
1 枚使用する ご と に、 さ らに 6 つのデジ タル入力が使用可能にな り ます。

電圧信号 （熱電対も同様） を処理する場合は、 U-I-TC カー ド を付けて装置を拡張する必要があ
り ます。 測温抵抗体 （RTD） 信号については、 RTD カード （「温度」 カード） を使用する必要が
あ り ます。

アナロ グ入力

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明 

AnalogIn 1 ～ 10 個々のアナロ グ入力の設定

識別名 AnalogIn x アナロ グ入力の名称 （最大 12 文字まで）。

信号 選択 

4 ～ 20 mA

0 ～ 20 mA

0 ～ 100 mV

+/- 100 mV

0 ～ 1 V

0 ～ 5 V

0 ～ 10 V

+/- 1 V

+/-10 V

タ イプ B

タ イプ J

タ イプ K

タ イプ L （IEC）

タ イプ L （G）

タ イプ N

タ イプ R

タ イプ S

タ イプ T

タ イプ U

タ イプ D

タ イプ C

PT 100

PT 100 （J）

Pt 100 （G）

PT 500

PT 500 （J）

Pt 500 （G）

PT 1000

PT 1000 （J）

Pt 1000 （G）

アナロ グ入力の信号を選択し ます。

端子 な し

A-10、 A-110、 B-112、 B-

113、 C-112、 C-113、 D-

112、 D-113、 E-10、 E-

110

当該のアナロ グ入力を接続する端子を定義し ます。 1 つのセンサを複数の

アプ リ ケーシ ョ ンに使用する こ と ができ ます。

このためには、 当該のアプ リ ケーシ ョ ンで、 変換器を配置する端子を選択

し て く ださい （複数の選択が可能）。

接続のタ イプ な し

2 線式

3 線式

4 線式

! 注意 ! 

信号タ イプ 「PTxxxx」 が選択されている場合にのみ表示されます。

曲線 リ ニア 

二次曲線

使用する流量変換器の曲線を選択し ます。
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単位 自由なテキス ト 、 単位の手動入力。

! 注意 ! 

信号タ イプ = 電流または電圧が選択されている場合にのみ表示されます。

TC または PTxxxx については表示されません。

TC または PTxxxx について ： 以下から選択

• ℃

• K

• °F

開始値 -999999.9 ～ 999999.99 測定間隔の開始値。

! 注意 ! 

電流 / 電圧信号タ イプについて しか選択でき ません。

終了値 -999999.9 ～ 999999.99 測定間隔の終了値。

! 注意 ! 

電流 / 電圧信号タ イプについて しか選択でき ません。

オフセ ッ ト -9999.99 ～ 9999.99 応答曲線のゼロ点 （E 値） を移動させます。 この機能は、 センサを調整す

る ために使用されます。

! 注意 ! 

これは 0/4 ～ 20 mA の信号について しか選択でき ません。

信号ダンピング 0 ～ 99 秒 入力信号についての一次ローパスの時定数。 こ の機能は、 激し く 変動する

信号が発生し た場合に、 表示が変動するのを低減する ために使用されます。

! 注意 ! 

これは 0/4 ～ 20 mA の信号について しか選択でき ません。

フ ォーマ ッ ト 9

9.9

9.99

9.999

小数点以下の桁数

! 注意 ! 

システム単位 「ラ ンダム」 が選択されている場合にのみ表示されます。

データの保存 ハイ

イ イエ

装置の不揮発性 メ モ リ への入力値の保存

温度補正 ! 注意 ! 

入力のタ イプ と し て 「TC」 タ イプが選択されている場合にのみ表示されま

す。

比較温度 内部

一定

装置の不揮発性 メ モ リ への入力値の保存

固定温度 -999999.9 ～ 999999.99 ! 注意 ! 

「比較温度 = 一定」 が選択されている場合にのみ選択でき ます。

回路遮断検出 ハイ

イ イエ

積算 ! 注意 ! 

入力のタ イプ と し て 「TC」 タ イプまたは 「Pt」 タ イプが選択されている場

合は、 表示されません。

時間基準 オフ

s （秒）

min （分）

h （時間）

d （日）

積算を行 う ための入力信号の評価 - 積算値は、 選択された値に応じ て計算

されます。 例えば、 入力が 1 分ご と に評価される場合は、 測定された入力

信号はそれに応じ てスケー リ ング され、 積算されます。

フ ァ ク タ -999999.9 ～ 999999.99

単位 （%） 自由なテキス ト 、 単位の手動入力、 初期設定は 「%」。

フ ォーマ ッ ト 9

9.9

9.99

9.999

本体装置のデ ィ スプレ イ上と 、 シ リ アルイ ン ターフ ェ イ スでの転送時の提

示フ ォーマ ッ ト （小数位）。

現在のカ ウ ン タ値 -999999.9 ～ 999999.99

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明 
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アラーム応答

エラー応答 最終測定値

最小

最大

一定

計算停止

エラー応答 ： 出力される値のエラーが発生し た場合の出力の応答、 あ るい

はア ラーム状態でシステムが計算を続けるのに使用する値の指定。

エラー値 -999999.9 ～ 999999.99 ! 注意 ! 

エラー発生時の応答に 「一定」 が選択されている場合にのみ表示されます。

レンジ違反

ア ラーム タ イプ エラー

通知

故障 メ ッ セージ、 カ ウ ン タの停止、 色の変化 （赤色に変化） およびプレー

ンテキス ト で表示される メ ッ セージ。

色の変化 ハイ

イ イエ 

青色から赤色への色の変化によ ってア ラームを示すかど う かを選択し ます。

! 注意 ! 

ア ラーム タ イプ [ 通知 ] が選択されている場合にのみ有効にな り ます。

エラーテキス ト 表示し ない

表示 + 確認

SMS

表示 + 確認 + SMS

エラー発生時にそのエラーを説明する ためのア ラームを表示するかど う か

について、 あ るいは / な らびに SMS をテレア ラーム受信者に送信するかど

う かについて選択し ます。 表示されたア ラームは、 ボ タ ンを押すこ と に

よ って非表示にな り ます （確認されます）。

! 注意 ! 

ア ラーム タ イプ [ 通知 ] が選択されている場合にのみ有効にな り ます。

開回路

ア ラーム タ イプ エラー

通知

この入力について、 レ ンジ違反 （NAMUR43  に準拠し た リ ミ ッ ト 値または

自由に選択可能な リ ミ ッ ト 値） または回路遮断と い う エラーが発生し た と

きにどのア ラームを表示するのかを個別に定義し ます。

! 注意 ! 

 Random  [ セ ッ ト ア ッ プ ] �  [ 基本設定 ] の [ ア ラーム応答 ] メ ニュー項目

でオプシ ョ ン [ ラ ンダム ] が選択されている場合にのみ、 有効にな り ます。

色の変化 ハイ

イ イエ

青色から赤色への色の変化によ ってア ラームを示すかど う かを選択し ます。

! 注意 ! 

ア ラーム タ イプ [ 通知 ] が選択されている場合にのみ有効にな り ます。

テキス ト の表示 表示し ない

表示 + 確認 

SMS

表示 + 確認 + SMS

エラー発生時にそのエラーを説明する ためのア ラームを表示するかど う か

について、 あ るいは / な らびに SMS をテレア ラーム受信者に送信するかど

う かについて選択し ます。 表示されたア ラームは、 ボ タ ンを押すこ と に

よ って非表示にな り ます （確認されます）。

! 注意 ! 

ア ラーム タ イプ [ 通知 ] が選択されている場合にのみ有効にな り ます。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明 
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PFM/ パルス入力

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明 

パルス 1 ～ 10

識別名 パルス 1 ～ 10 PFM/ パルスセンサの名称 （最大 12 文字まで）。

信号 パルス

PFM

入力信号を PFM と し て解釈するのか、 あ るいはパルス信号と し て解釈する

のかを指定し ます。

端子 な し

A-10、 A-110、 B-112、 B-

113、 C-112、 C-113、 D-

112、 D-113、 E-11、 E-13

当該のアナロ グ入力を接続する端子を定義し ます。 1 つのセンサを複数のア

プ リ ケーシ ョ ンに使用する こ と ができ ます。

このためには、 当該のアプ リ ケーシ ョ ンで、 変換器を配置する端子を選択

し て く ださい （複数の選択が可能）。

単位 自由なテキス ト 、 単位の手動入力。

パルス値 0.0001 ～ 999999.9 入力パルスの評価、 つま り 、 1 つのパルス を どのよ う に評価するか と い う

こ と です。 例えば、 パルス値 = 0.1 m3 の場合は、 1 つのパルスが 0.1 m3 に

相当し ます。 これは、 値が積算される際にも計算されます。

時間基準 s （秒）

min （分）

h （時間）

d （日）

積算を行 う ための入力信号の評価 - 積算値は、 選択された値に応じ て計算

されます。 例えば、 入力が 1 分ご と に評価される場合は、 測定された入力

信号はそれに応じ てスケー リ ング され、 積算されます。

オフセ ッ ト 0.0 % 単位でのオフセ ッ ト 値の設定 （-999999.9 ～ +999999.9）。

フ ォーマ ッ ト 9

9.9

9.99

9.999

本体装置のデ ィ スプレ イ上と 、 シ リ アルイ ン ターフ ェ イ スでの転送時の提

示フ ォーマ ッ ト （小数位）。

データの保存 ハイ 

イ イエ

装置の不揮発性 メ モ リ への入力値の保存

積算

フ ァ ク タ 1.0 フ ァ ク タの設定 （-999999.9 ～ 999999.99）。

単位 % 自由なテキス ト 、 単位の手動入力。

フ ォーマ ッ ト 9

9.9

9.99

9.999

本体装置のデ ィ スプレ イ上と 、 シ リ アルイ ン ターフ ェ イ スでの転送時の提

示フ ォーマ ッ ト （小数位）。

現在のカ ウ ン タ値 -999999.9 ～ 999999.99 現在のカ ウ ン タ値 ： 関連する カ ウ ン タのカ ウ ン タ示数、 リ セ ッ ト 可能 / 変

更可能。

アラーム応答

エラー応答 最終測定値 

最小

最大

一定

計算停止

エラー応答 ： 出力される値のエラーが発生し た場合の出力の応答、 あ るい

はア ラーム状態でシステムが計算を続けるのに使用する値の指定。

エラー値 -999999.9 ～ 999999.99 ! 注意 ! 

エラー発生時の応答に 「一定」 が選択されている場合にのみ、 表示されま

す。

オーバーレンジ この入力について、 レ ンジ違反 （NAMUR43  に準拠し た リ ミ ッ ト 値または

自由に選択可能な リ ミ ッ ト 値） と い う エラーが発生し た と きにどのア ラー

ムを表示するのかを個別に定義し ます。

! 注意 ! 

 Random [ セ ッ ト ア ッ プ ]  [ 基本設定 ] の [ ア ラーム応答 ] メ ニュー項目

で [ ラ ンダム ] が選択されている場合にのみ、 有効にな り ます 。

ア ラーム タ イプ エラー

通知

故障 メ ッ セージ、 カ ウ ン タの停止、 色の変化 （赤色に変化） およびプレー

ンテキス ト で表示される メ ッ セージ。

色の変化 ハイ 

イ イエ

青色から赤色への色の変化によ ってア ラームを示すかど う かを選択し ます。

! 注意 ! 

ア ラーム タ イプ [ 通知 ] が選択されている場合にのみ有効にな り ます。
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エラーテキス ト 表示し ない 

表示 + 確認

SMS

表示 + 確認 + SMS

エラー発生時にそのエラーを説明する ためのア ラームを表示するかど う か

について、 あ るいは / な らびに SMS をテレア ラーム受信者に送信するかど

う かについて選択し ます。 表示されたア ラームは、 ボ タ ンを押すこ と に

よ って非表示にな り ます （確認されます）。

! 注意 ! 

ア ラーム タ イプ [ 通知 ] が選択されている場合にのみ、 有効にな り ます。

開路 この入力について、 開回路と い う エラーが発生し た場合に、 どのア ラーム

を表示する必要があ るのかを個々に定義し ます。

! 注意 ! 

 Random [ セ ッ ト ア ッ プ ] �  [ 基本設定 ] の [ ア ラーム応答 ] メ ニュー項目

で [ ラ ンダム ] が選択されている場合にのみ、 有効にな り ます。

ア ラーム タ イプ エラー

通知 

故障 メ ッ セージ、 カ ウ ン タの停止、 色の変化 （赤色に変化） およびプレー

ンテキス ト で表示される メ ッ セージ。

色の変化 ハイ

イ イエ

青色から赤色への色の変化によ ってア ラームを示すかど う かを選択し ます。

! 注意 ! 

ア ラーム タ イプ [ 通知 ] が選択されている場合にのみ、 有効にな り ます。

エラーテキス ト 表示し ない

表示 + 確認 

SMS

表示 + 確認 + SMS

エラー発生時にそのエラーを説明する ためのア ラームを表示するかど う か

について、 あ るいは / な らびに SMS をテレア ラーム受信者に送信するかど

う かについて選択し ます。 表示されたア ラームは、 ボ タ ンを押すこ と に

よ って非表示にな り ます （確認されます）。

! 注意 ! 

ア ラーム タ イプ [ 通知 ] が選択されている場合にのみ、 有効にな り ます。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明 
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デジ タル入力

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

DigitalIn 1 ～ 18

識別名 DigitalIn 1 ～ 18 デジ タル入力の名称 （最大 12 文字まで）。 例えば 「 Pump on 」 など。

端子 な し

A-10、 A-110、 B-112、

B-113、 C-112、 C-113、

D-112、 D-113

デジ タル信号を接続する ための端子を定義し ます。

機能 な し

オン / オフ メ ッ セージ

表示グループ

同期時間

設定時間

リ ミ ッ ト 値モニタ リ ング

ア ク テ ィ ブ

カ ウ ン タの開始 / 停止

カ ウ ン タの リ セ ッ ト

パルス カ ウ ン タ

考慮されるデジ タル入力の機能

• オン / オフ メ ッ セージ ： ステータ スが変更される と、定義された メ ッ セー

ジが画面に出力されるか、 イベン ト バッ フ ァ に入力されます。 あ るいは、

その両方が行われます。

• 表示グループ ： 定義される表示グループが出力されます。

• 同期時間 ： エ ッ ジ発生時の時間の同期 ： この時間の秒数は 0 に設定され

ます。 こ の時間値が現在 0 ～ 29 の範囲内に入っている場合は秒値は リ

セ ッ ト されます （分値は同じ値のま ま）。 そ う でない場合は、 分値が 1 だ

け増やされます。

• 設定時間 ： エ ッ ジが発生する と 、 内部ク ロ ッ ク の値が指定された値に変

更されます。 内部ク ロ ッ クが < 1/2 期間進んでいる場合は日付はそのま

まにな り ます。 そ う でない場合は、 必要に応じ て、 日付が 1 だけ増やさ

れます （その間に日付が変更される こ と になっている場合）。

• リ ミ ッ ト 値モニ タ リ ングア ク テ ィ ブ ： 装置全体の リ ミ ッ ト 値を無効にす

る必要があ るのかど う かを指定し ます。

• カ ウ ン タの開始 / 停止：積算計を含むカ ウ ン タ を停止する必要があ るのか

ど う かを指定し ます。

• カ ウ ン タの リ セ ッ ト ： 積算計を含むカ ウ ン タ を リ セ ッ ト する必要があ る

のかど う かを指定し ます。

• パルスカ ウ ン タ ： パルス カ ウ ン タ と し てのデジ タル入力の使用

" ア ク テ ィ ブレベル ア ク テ ィ ブロー

ア ク テ ィ ブハイ

反応すべき対象を指定し ます。

ア ク テ ィ ブエ ッ ジ ロー → ハイ

ハイ → ロー

両方

反応すべき タ イ ミ ング （どのステータ ス変更に反応するか） を指定し ます。

ステータ スの名称

- ロー テキス ト

（オフ）

デジ タル入力がローにな る と 出力される テキス ト 。

- ハイ テキス ト

（オン）

デジ タル入力がハイにな る と 出力される テキス ト 。

メ ッ セージ

- ロー È ハイ テキス ト デジ タル入力がローからハイに切 り 替わる と出力される テキス ト 。

- ハイ È ロー テキス ト デジ タル入力がハイから ローに切 り 替わる と出力される テキス ト 。

表示グループ グループ 1

～

グループ 10

表示される グループの選択。

! 注意 ! 

この機能に対し て [ 表示グループ ] が選択されている場合にのみ、 表示さ

れます。

設定時間 （00:00） 「時間 ： 分」 形式で表された時間。

! 注意 ! 

この機能に対し て [ 設定時間 ] が選択されている場合にのみ、 表示されま

す。

カ ウ ン タ 選択

本装置で使用でき る カ ウ

ン タの リ ス ト 。

! 注意 ! 

この機能に対し て [ カ ウ ン タの開始 / 停止 ] または [ カ ウ ン タの リ セ ッ ト ] 

が選択されている場合にのみ、 表示されます。

データの保存 ハイ

イ イエ

装置の不揮発性 メ モ リ への入力値の保存

! 注意 ! 

この機能に対し て [ パルスカ ウ ン タ ] が選択されている場合にのみ、 表示

されます。
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[ セ ッ ト ア ッ プ ]�  [ 演算 ]

同時に最大 20 種類の数値計算ができ ます。 運転状態のま ま、 今まで使用でき ていたアプ リ ケー
シ ョ ンを制限する こ と こ と な く 、 任意のアプ リ ケーシ ョ ンを設定でき ます。 新規アプ リ ケーシ ョ
ン を正常に設定し たか、 あ るいは既存のアプ リ ケーシ ョ ンの設定値を変更し た場合、 最後に （[
セ ッ ト ア ッ プ ] を終了する前の質問で） ユーザーがそのアプ リ ケーシ ョ ンを有効にする までは、
データが受け入れられないこ と に注意し て く ださい。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

Maths 1 ～ 20

識別名 Maths 1 ～ 20 演算チャ ンネルの名称。 例えば 「Density cal.」 など （最大 12 文字）。

式 な し

リ ニア ラ イゼーシ ョ ン
f = （g （y1） *a） ? （y2*b） +c
f = g （y1:y2） *b+c

数式エデ ィ ター

個々のチャ ンネルは、 互いに数学的に リ ン ク させ、 関数 （g） / 係数 （a 

または b） / 定数 （c） を使用し て計算する こ と ができ ます。 このよ う に

し て計算された演算チャ ンネルは、 それらが従来の方法で接続されて

いるか、 PROFIBUS （ リ ミ ッ ト 値、 表示など） を介し て接続されている

かに関わらず、 「真」 のアナロ グ入力 と し て処理されます。 式 ： f = （g

（y1） *a） ? （y2*b） + c は、 関数を適用するか、 2 つのチャ ンネルを合

わせて計算する ために使用し ます。 式 ： f = g （y1:y2） *b + c は、 チャ ン

ネル y1 ～ y2 の平均値または合計を出すために使用し ます。

「g」 関数 な し

lg （常用対数）

ln （自然対数）

exp （e の y1 乗）

abs （絶対値）

sqrt （平方根）

square （x の二乗）

sin

cos

tan

asin

acos

atan

! 注意 ! 

この機能に対し て [f （） ] が選択されている場合に表示されます。

 f （） 関数における対応するプレースホルダーには、 各要素が入れられ

ます。

「y1」 信号 な し

演算の信号源 （使用可能

なすべての入力信号およ

びカ ウ ン タの リ ス ト ）

別のチャ ンネル （「y2」） に リ ン ク されるチャ ンネル。

! 注意 ! 

演算チャ ンネルはカ スケード可能です。

「a」 係数 -99999.99 ～ +99999.99

（1.00）

「y1」 信号に乗じ る係数。 工場出荷設定 ： 「1」

リ ン ク 「?」 +

-
*

/

モジュ ロ

チャ ンネルを リ ン クする ための数学演算子。

「y2」 信号 な し

演算の信号源 （使用可能

なすべての入力信号およ

びカ ウ ン タの リ ス ト ）

1 つ目の信号 （「y1」） と リ ン ク される 2 番目の信号 「 y2」。

「b」 係数 -99999.99 ～ +99999.99

（1.00）

「y2」 信号または g （y1:y2） に乗じ る係数。 工場出荷設定 ： 「1」

「c」 定数 -99999.99 ～  +99999.99

（0.00）

2 つの信号 「y1」 と 「y2」 を組み合わせた結果に追加される定数。 工場

出荷設定 ： 「0」 演算チャ ンネルの技術的 （または物理的） 単位におけ る

入力。

信号 選択 

設定されたすべてのアナ

ロ グ入力の リ ス ト 。

演算チャ ンネルの信号源。

! 注意 ! 

式に対し て [ リ ニア ラ イゼーシ ョ ン ] が選択されている場合にのみ、 表

示されます。

数式エデ ィ ター 数式エデ ィ ターを開き ます。 こ のエデ ィ ターで独自の計算式を作成で

き ます （7  章 「数式エデ ィ ター」 を参照）。

単位 （%） 自由なテキス ト 、 単位の手動入力。
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フ ォーマ ッ ト 9

9.9

9.99

9.999

本体装置のデ ィ スプレ イ上 と、 シ リ アルイ ン ターフ ェ イ スでの転送時

の提示フ ォーマ ッ ト （小数位）。

データの保存 ハイ

イ イエ 

演算チャ ンネルの測定値を保存する必要があ るのかど う かを指定し ま

す。

積算

時間基準 オフ

s （秒）

min （分）

h （時間）

d （日）

補間の基準。

フ ァ ク タ -999999.9 ～ 999999.99

（1.0）

積算値の計算に使用される積分係数。 例えば、 入力信号が l/ 分と し て

入力されている場合は、 変換が必要です。 つま り 、 この係数には 1/60 

が適用されます。

単位 （%） デ ィ スプレ イ用に使用される自由なテキス ト 。

フ ォーマ ッ ト 9

9.9

9.99

9.999

測定値の表示におけ る出力フ ォーマ ッ ト 。

現在のカ ウ ン タ値 -999999.9 ～ 999999.99

（0.0）

カ ウ ン タ示数が含まれています。 こ の値は変化し ます。

リ ニアラ イゼーシ ョ ン

ポ イ ン ト 数 2-32 表中のポ イ ン ト 数。

単位 テキス ト デ ィ スプレ イ用に使用される自由なテキス ト 。

フ ォーマ ッ ト 9

9.9

9.99

9.999

測定値の表示におけ る出力フ ォーマ ッ ト 。

表の編集

ポ イ ン ト 使用

破棄

X 値 -999999.9 ～ 999999.99 表内の最初の値。

Y 値 -999999.9 ～ 999999.99 表内の対応する 2 番目の値。

アラーム応答

タ イプ エラー

通知 

故障 メ ッ セージ、 カ ウ ン タの停止、 色の変化 （赤色に変化） およびプ

レーンテキス ト で表示される メ ッ セージ。

色の変化 ハイ

イ イエ

青色から赤色への色の変化によ ってア ラームを示すかど う かを選択し

ます。

! 注意 ! 

ア ラーム タ イプ [ 通知 ] が選択されている場合にのみ有効にな り ます。

テキス ト の表示 表示し ない

表示 + 確認 

SMS

表示 + 確認 + SMS

エラー発生時にそのエラーを説明する ためのア ラームを表示するかど

う かについて、 あ るいは / な らびに SMS をテレア ラーム受信者に送信

するかど う かについて選択し ます。 表示されたア ラームは、 ボタ ンを

押すこ と によ って非表示にな り ます （確認されます）。

! 注意 ! 

ア ラーム タ イプ [ 通知 ] が選択されている場合にのみ有効にな り ます。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明
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[ セ ッ ト ア ッ プ ]�  [ 出力 ]

アナロ グ出力

これらの出力はアナロ グ出力と し て使用する こ と も、 パルス出力 と し て使用する こ と も可能であ
り 、 各設定について、 要求される信号タ イプを選択でき ます。 バーシ ョ ン （拡張カード） に応じ
て、 2 ～ 8 個の出力を使用でき ます。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明 

Anal. outp. 1 ～ 8

識別名 Anal. outp. 1 ～ 8 概要がよ く わかる よ う に、 当該のアナロ グ出力に任意の識別名 （最大 12 文

字まで） を指定でき ます。

用途 アナログ出力

制御

出力の用途、 つま り アナロ グ出力と し て使用するのか （標準）、 あ るいは制

御のための出力と し て使用するのかを選択し ます。

端子 B-131、 B-133

C-131、 C-133

D-131、 D-133

E-131、 E-133

な し

アナロ グ信号を出力する端子を定義し ます。

信号源 アナロ グ信号 （入力値、

計算値） と し て出力でき

る値の リ ス ト

使用し ない 

計算または測定された変数のどれをアナロ グ出力で出力するのかについて

の設定。 信号源の数は、 設定されたアプ リ ケーシ ョ ンおよび入力の数に応

じ て異な り ます。

電流範囲 4 ～ 20 mA

0 ～ 20 mA

アナロ グ出力の動作モード を指定し ます。

単位 （%） 自由なテキス ト 、 出力される信号の単位。

開始値 -999999 ～ 999999

0.0

アナロ グ出力の最小出力値。

終了値 -999999 ～ 999999

100

アナロ グ出力の最大出力値。

時定数 0 ～ 99 秒

（0 秒）

入力信号についての一次ローパスの時定数。 こ の機能は、 出力信号の大幅

な変動を防止する ために使用されます （信号タ イプ 0/4 および 20 mA につ

いてのみ選択可能）。

シ ミ ュ レーシ ョ ン オフ

0

3.6

4

10

12

20

21

電流出力の機能のシ ュ ミ ュ レーシ ョ ンが行われます。 シュ ミ レーシ ョ ンは、

設定が [ オフ ] になっていない場合に有効にな り ます。 シ ミ ュ レーシ ョ ン

は、 こ の項目を終了する と、 直ちに終了し ます。

アラーム応答

エラー応答 最終値

最小

最大

一定

計算停止

例えば測定中のセンサが故障し た場合など、 エラー発生時の出力の動作を

定義し ます。

エラー値 -999999 ～ 999999

（0.0）

エラー発生時にアナロ グ出力で出力される固定値。

! 注意 ! 

エラー応答の設定 È[ 一定 ] について しか選択でき ません。
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レンジ違反

ア ラーム タ イプ エラー

通知

エラー （' 故障 メ ッ セージ、 カ ウ ン タの停止、 色の変化 （赤色に変化） およ

びプレーンテキス ト で表示される メ ッ セージ） と い う 設定か、 通知 （' こ こ

では、 ユーザーが各自の要件に応じ て装置の応答を決定でき る） と い う 設

定かに応じ て、 装置はこの出力の例外動作に対応し ます。

色の変化 ハイ 

イ イエ
! 注意 ! 

ア ラーム タ イプについて [ 通知 ] が選択されている場合にのみ表示されま

す。

エラーテキス ト 表示し ない

表示 + 確認 

SMS

表示 + 確認 + SMS

! 注意 ! 

ア ラーム タ イプについて [ 通知 ] が選択されている場合にのみ表示されま

す。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明 
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パルス出力

パルス出力機能は、 ア ク テ ィ ブ出力、 パッ シブ出力または リ レーを使用し て設定でき ます。 バー
シ ョ ンに応じ て、 2 ～ 8 点のパルス出力を使用でき ます。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

パルス 1 ～ 8

識別名 パルス 1 ～ 8 概要がよ く わかる よ う に、 当該のパルス出力に任意の識別名 （最大 12 文字まで）

を割 り 当て る こ と ができ ます。

信号 選択

リ レー

DO ア ク テ ィ ブ

DO パッ シブ

パルス出力を割 り 当てます。

リ レー ： 任意の リ レーでパルスが出力されます （周波数は最大 5Hz）。

DO ア ク テ ィ ブ ： ア ク テ ィ ブな電圧パルスが出力されます。 装置か ら電源が供給さ

れます。

DO パッ シブ ： この動作モード では、 パッ シブオープン コ レ ク タが使用でき ます。 

外部から電源を供給する必要があ り ます。

! 注意 ! 

[DO パッ シブ ] は、 拡張カード が使用されている場合にしか選択でき ません。

端子 B-131、 B-133、 C-131、

C-133、 D-131、 D-133、

E-131、 E-133、 B-135、

B-137、 C-135、 C-137、

D-135、 D-137、 A-52、

B-142、 B-152、 C-142、

C-152、 D-142、 D-152

な し

パルス を出力する端子を定義し ます。

信号源 選択

出力可能な信号の リ ス ト 。

パルス出力で出力される変数についての設定。

パルス

- タ イプ マ イナス

プ ラス

! 注意 ! 

パルスの単位は選択された信号源に応じ て異な り ます。
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デジ タル出力

デジ タル出力機能は、 ア ク テ ィ ブ出力、 パッ シブ出力または リ レーを使用し て設定でき ます。 
バーシ ョ ンに応じ て、 2 ～ 6 個のデジ タル出力を使用でき ます。

- 値 0.001 ～ 10000.0

（1.0）

パルスが対応する値についての設定 （単位 / パルス）。

! 注意 ! 

最大許容出力周波数は 50 Hz です。 適切なパルス値は、 次のよ う にし て求められま

す。

- 幅 ユーザー定義

動的 ( 最大 100 ミ リ秒 )

パルス幅によ り 、 パルス出力の最大許容出力周波数が限定されます。

- 幅 0.04 ～ 1000.00 秒 外部積算計に適し たパルス幅の設定。 最大許容パルス幅は、 次のよ う にし て計算さ

れます。

! 注意 ! 

 [- 幅 ] に対し て [ ユーザー定義 ] が選択されている場合にのみ表示されます。

シ ミ ュ レーシ ョ ン オフ

0.1 Hz

1.0 Hz

5.0 Hz

10.0 Hz 

50.0 Hz

100.0 Hz

200.0 Hz

500.0 Hz

1 kHz

2 kHz

この設定で、 パルス出力の機能のシ ュ ミ ュ レーシ ョ ンが行われます。 シ ュ ミ レー

シ ョ ンは、 設定が [ オフ ] になっていない場合に有効にな り ます。 シ ュ ミ ュ レー

シ ョ ンは、 この項目を終了する と 、 終了し ます。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

Dig.Out 1 ～ 6

識別名 Dig.Out 1 ～ 6 概要がよ く わかる よ う に、 当該のデジ タル出力に任意の識別名 （最大 12 文字まで）

を割 り 当て る こ と ができ ます。

用途 リ ミ ッ ト 値

制御

リ レーを、 ステータ ス （ リ ミ ッ ト 値） を出力する ために使用するのか、 あ るいはコ

ン ト ローラ機能の一部 と し て使用するのかを指定し ます。

タ イプ アク テ ィ ブ 

パッ シブ
! 注意 ! 

端子が選択されてからでなければ表示されません。

ア ク テ ィ ブレベル ア ク テ ィ ブロー

アク テ ィ ブハイ 
! 注意 ! 

端子が選択されてからでなければ表示されません。

端子 な し

B-131、 B-133、 C-131、

C-133、 D-131、 D-133、

E-131、 E-133、 B-135、

B-137、 C-135、 C-137、

D-135、 D-137、 A-52、

B-142、 B-152、 C-142、

C-152、 D-142、 D-152

パルス を出力する端子を定義し ます。

メ ッ セージ ロー 自由なテキス ト 測定値の表示における出力テキス ト 。

メ ッ セージ ハイ 自由なテキス ト 測定値の表示における出力テキス ト 。
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リ レー

本装置では、 リ ミ ッ ト 値または制御機能用に、 バーシ ョ ンに応じ て 1 ～ 19 点の リ レーを使用で
き ます。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

リ レー 1 ～ 19

識別名 リ レー 1 ～ 19 概要がよ く わかる よ う に、 当該の リ レーに任意の識別名 （最大 12 文字まで） を割

り 当てる こ と ができ ます。

用途 リ ミ ッ ト 値 

制御

リ レーを、 ステータ ス （ リ ミ ッ ト 値） を出力する ために使用するのか、 あ るいはコ

ン ト ローラ機能の一部 と し て使用するのかを指定し ます。

動作モード ノ ーマルク ローズ接点

ノーマルオープン接点

非励磁状態の と きに リ レーが ノーマルク ローズ接点と し て操作されるのか、 あ るい

は ノーマルオープン接点と し て操作されるのかを指定し ます。

端子 A-52、 B-142、 B-152、

C-142、 C-152、 D-142、

D-152、 B-135、 B-137、

C-135、 C-137、 D-135、

D-137

な し

選択された設定点の端子を定義し ます。

リ レー ： 端子 X-14X、 X-15X

デジ タル ： 端子 X-13X

メ ッ セージ ロー 自由なテキス ト 測定値の表示における出力テキス ト 。

メ ッ セージ ハイ 自由なテキス ト 測定値の表示における出力テキス ト 。
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[ セ ッ ト ア ッ プ ]�  [ リ ミ ッ ト 値 ]

本装置では、 リ ミ ッ ト 値または制御機能用に、 バーシ ョ ンに応じ て 1 ～ 30 点の リ ミ ッ ト 値を使
用でき ます。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

リ ミ ッ ト 値 1 ～ 30

識別名 リ ミ ッ ト 値 1 ～ 30 概要がよ く わかる よ う に、 当該の設定値に任意の識別名 （最大 12 文字まで） を割

り 当てる こ と ができ ます。

出力先 選択

設定されている リ レーおよ

びデジ タル出力の リ ス ト 。

デ ィ スプレ イ

リ ミ ッ ト 機能の出力先を指定し ます。

タ イプ 最小 + アラーム 

最大 + ア ラーム

グ ラ ジエン ト  + ア ラーム

ア ラーム

最小

最大

グ ラ ジエン ト

装置エラー

設定値を有効にする必要があ る イベン ト の定義。

• 最小 + ア ラーム

最低安全、 リ ミ ッ ト 値のアンダーシ ョ ッ ト が発生し た場合のイベン ト レポー ト 、

NAMUR NE43 （または自由に選択可能な リ ミ ッ ト 値） に準拠し た信号源の同時

モニ タ リ ング。

• 最大 + ア ラーム

最大安全、 リ ミ ッ ト 値のオーバーシ ョ ッ ト が発生し た場合のイベン ト レポー ト 、

NAMUR NE43 （または自由に選択可能な リ ミ ッ ト 値） に準拠し た信号源の同時

モニ タ リ ング。

• グ ラ ジエン ト  + ア ラーム

グ ラ ジエン ト 分析、 信号源の単位時間当た り の、 設定された信号変化量のオー

バーシ ョ ッ ト が発生し た場合のイベン ト レポー ト 、 NAMUR NE43 に準拠し た信

号源の同時モニ タ リ ング。

• ア ラーム

NAMUR NE43 （または自由に選択可能な リ ミ ッ ト 値） に準拠し た信号源のモニ

タ リ ング、 リ ミ ッ ト 機能はあ り ません。

• 最小

設定値のアンダーシ ョ ッ ト が発生し た場合のイベン ト レポー ト 、 NAMUR NE43 は

考慮されません。

• 最大

• 設定値のオーバーシ ョ ッ ト が発生し た場合のイベン ト レポー ト 、 NAMUR NE43 は

考慮されません。

• グ ラ ジエン ト

グ ラ ジエン ト 分析、 信号源の単位時間当た り の、 設定された信号変化量のオー

バーシ ョ ッ ト が発生し た場合のイベン ト レポー ト 、 NAMUR NE43 は考慮されま

せん。

• 装置エラー

機器に問題があれば、 リ レー （出力） が切 り 替わ り ます （故障 メ ッ セージ）。

信号源 選択

監視でき る値の リ ス ト

選択された設定値の信号源。

! 注意 ! 

信号源の数は、 設定されたアプ リ ケーシ ョ ンおよび入力の数に応じ て異な り ます。

ス イ ッ チングポ イ ン ト -99999 ～ 99999

（0.00）

アナロ グ出力の最小出力値。

! 注意 ! 

 [ タ イ プ ] に [ 最小 + ア ラーム ]、 [ 最大 + ア ラーム ]、 [ 最小 ] または [ 最大 ] が選

択されている場合にのみ、 表示されます。

ヒ ステ リ シス -99999 ～ 99999

（0.00）

設定値のバウ ン ス を抑制する ために、 設定値のス イ ッ チバッ ク し きい値を指定し ま

す。

! 注意 ! 

 [ タ イ プ ] に [ 最小 + ア ラーム ]、 [ 最大 + ア ラーム ]、 [ 最小 ] または [ 最大 ] が選

択されている場合にのみ、 表示されます。

時間遅延 0 ～ 99 秒

（0 秒）

対応が行われる ために必要な リ ミ ッ ト 値の存続期間。

! 注意 ! 

 [ タ イ プ ] に [ 最小 + ア ラーム ]、 [ 最大 + ア ラーム ]、 [ 最小 ] または [ 最大 ] が選

択されている場合にのみ、 表示されます。

グ ラ ジエン ト

デルタ -x -19999 ～ 99999

（0.00%）

グ ラ ジエン ト 分析 （傾斜関数） の信号変化の値。

! 注意 ! 

 [ タ イ プ ] に [ グ ラ ジエン ト  + ア ラーム ] または [ グ ラ ジエン ト ] が選択されてい

る場合にのみ、 表示されます。
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デルタ -t 0 ～ 99 秒

（0 秒）

グ ラ ジエン ト 分析の信号変化の時間間隔。

! 注意 ! 

 [ タ イ プ ] に [ グ ラ ジエン ト  + ア ラーム ] または [ グ ラ ジエン ト ] が選択されてい

る場合にのみ、 表示されます。

リ セ ッ ト 値 -19999 ～ 99999

（0.00%）

グ ラ ジエン ト 分析のス イ ッ チバッ ク し きい値。

! 注意 ! 

 [ タ イ プ ] に [ グ ラ ジエン ト  + ア ラーム ] または [ グ ラ ジエン ト ] が選択されてい

る場合にのみ、 表示されます。

通知テキス ト

リ ミ ッ ト 値オフ リ ミ ッ ト 値 （設定値） のアンダーシ ョ ッ ト が発生し た場合の メ ッ セージを書 く こ と

ができ ます。 設定に応じ て、 この メ ッ セージがイベン ト バッ フ ァ とデ ィ スプレ イに

表示されます （「 リ ミ ッ ト 値の表示」 を参照）。

! 注意 ! 

[ タ イプ ] に [ 最小 + ア ラーム ]、 [ 最大 + ア ラーム ]、 [ グ ラ ジエン ト  + ア ラーム ]、

[ ア ラーム ] または [ 装置エラー ] が選択されている場合にのみ、 表示されます。

リ ミ ッ ト 値オン リ ミ ッ ト 値 （設定値） のオーバーシ ョ ッ ト が発生し た場合の メ ッ セージを書 く こ と

ができ ます。 設定に応じ て、 この メ ッ セージがイベン ト バッ フ ァ とデ ィ スプレ イに

表示されます （「 リ ミ ッ ト 値の表示」 を参照）。

! 注意 ! 

[ タ イプ ] に [ 最小 + ア ラーム ]、 [ 最大 + ア ラーム ]、 [ グ ラ ジエン ト  + ア ラーム ]、

[ ア ラーム ] または [ 装置エラー ] が選択されている場合にのみ、 表示されます。

リ ミ ッ ト 値オフ → オン リ ミ ッ ト 値 （設定値） のオーバーシ ョ ッ ト が発生し た場合の メ ッ セージを書 く こ と

ができ ます。 設定に応じ て、 この メ ッ セージがイベン ト バッ フ ァ とデ ィ スプレ イに

表示されます （「 リ ミ ッ ト 値の表示」 を参照）。

! 注意 ! 

[ タ イプ ] に [ 最小 + ア ラーム ]、 [ 最大 + ア ラーム ]、 [ グ ラ ジエン ト  + ア ラーム ]、

[ ア ラーム ] または [ 装置エラー ] が選択されている場合にのみ、 表示されます。

リ ミ ッ ト 値オン → オフ リ ミ ッ ト 値 （設定値） のアンダーシ ョ ッ ト が発生し た場合の メ ッ セージを書 く こ と

ができ ます。 設定に応じ て、 この メ ッ セージがイベン ト バッ フ ァ とデ ィ スプレ イに

表示されます （「 リ ミ ッ ト 値の表示」 を参照）。

! 注意 ! 

[ タ イプ ] に [ 最小 + ア ラーム ]、 [ 最大 + ア ラーム ]、 [ グ ラ ジエン ト  + ア ラーム ]、

[ ア ラーム ] または [ 装置エラー ] が選択されている場合にのみ、 表示されます。

通知テキス ト 表示し ない 

表示 + 確認

SMS

表示 + 確認 + SMS

リ ミ ッ ト 値を レポー ト する方法の定義。

表示し ない ： リ ミ ッ ト 値違反、 または違反 リ ミ ッ ト 値のアンダーシューテ ィ ングが

イベン ト バッ フ ァ に記録されます。

表示 + 確認 ： イベン ト バッ フ ァ に入力され、 デ ィ スプレ イに表示されます。 メ ッ

セージは、 任意のキーを押し て確認する までは消去されません。

! 注意 ! 

[ タ イプ ] に [ 最小 + ア ラーム ]、 [ 最大 + ア ラーム ]、 [ グ ラ ジエン ト  + ア ラーム ]、

[ ア ラーム ] または [ 装置エラー ] が選択されている場合にのみ、 表示されます。

テレア ラーム イ ンアク テ ィ ブ

優先度有 り
! 注意 ! 

[ タ イプ ] に [ 最小 + ア ラーム ]、 [ 最大 + ア ラーム ]、 [ グ ラ ジエン ト  + ア ラーム ]、

[ ア ラーム ] または [ 装置エラー ] が選択されている場合にのみ、 表示されます。

SMS 受信者 すべて

受信者 1

受信者 2

受信者 3

! 注意 ! 

[ タ イプ ] に [ 最小 + ア ラーム ]、 [ 最大 + ア ラーム ]、 [ グ ラ ジエン ト  + ア ラーム ]、

[ ア ラーム ] または [ 装置エラー ] が選択されている場合にのみ、 表示されます。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明
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[ セ ッ ト ア ッ プ ]�  [ 制御 ]

本装置には、 相互に独立し て設定でき る最大 10 種類の制御があ り ます。 設定時に、 線形制御お
よび非線形制御をマ ッ ピングでき ます。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

制御 1 ～ 10

識別名 制御 1 ～ 10 概要がよ く わかる よ う に、 当該の制御に任意の識別名 （最大 12 文字まで） を

割 り 当て る こ と ができ ます。

タ イプ オフ

2 点

3 点

PI

PD

PID

コ ン ト ローラのタ イプを選択し ます。

2 点 ! 注意 ! 

次の表セ ク シ ョ ンに、2 点制御についてのパラ メ ータがすべて示されています。 

本装置では、 これらがサブ メ ニューと し て提示される こ と はあ り ません。

動作モード 最小

最大

オーバーシューテ ィ ング （最大） に対し て反応する必要があ るのか、 あ るいは

アンダーシューテ ィ ング （最小） に対し て反応する必要があ るのかを指定し ま

す。

信号源 使用可能なアナロ グ入力

および演算チャ ンネルの

リ ス ト

（[ 入力 ] サブ メ ニューで） すでに設定済みになっているすべてのアナロ グ入力

と、 設定された演算アプ リ ケーシ ョ ンの リ ス ト 。 演算アプ リ ケーシ ョ ンの結果

はすべて、 コ ン ト ローラ用の入力変数と し て使用でき ます。 信号源の値は、 制

御の基準と し て使用されます。

し きい値 1

- 入力 選択

固定値

使用可能なアナロ グ入力

および演算チャ ンネルの

リ ス ト

信号源が [ し きい値 ] で設定された値に到達する と、 コ ン ト ローラの出力が変

化し ます。

- し きい値 -999999.9 ～ 999999.9 固定値の入力。

! 注意 ! 

こ の操作項目は、 [ し きい値 ]È[ 入力 ] に [ 固定値 ] オプシ ョ ンが選択されてい

る場合にのみ、 表示されます。

- ヒ ステ リ シス -999999.9 ～ 999999.9 ヒ ステ リ シス （ リ セ ッ ト ） 用の固定値の入力。

出力先 リ レー

デジ タル出力

アナロ グ出力

コ ン ト ローラの結果がアナロ グ出力 （連続値）、 リ レーまたはデジ タル出力

（離散値） のいずれで発行されるのかを指定し ます。

第一出力 選択

使用可能なデジ タル出力

および リ レーの リ ス ト

! 注意 ! 

 [ 出力先 ] に [ デジ タル出力 ] または [ リ レー ] オプシ ョ ンが選択されている場

合にしか使用でき ません。

アナロ グ出力 使用可能なアナロ グ出力

の リ ス ト
! 注意 ! 

 [ 出力先 ] に [ アナロ グ出力 ] オプシ ョ ンが選択されている場合にしか使用で

き ません。

- ロー -999999.9 ～ 999999.9 秒 ! 注意 ! 

 [ 出力先 ] に [ アナロ グ出力 ] オプシ ョ ンが選択されている場合にしか使用で

き ません。

- ハイ -999999.9 ～ 999999.9 秒 ! 注意 ! 

 [ 出力先 ] に [ アナロ グ出力 ] オプシ ョ ンが選択されている場合にしか使用で

き ません。

3 点 ! 注意 ! 

次の表セ ク シ ョ ンに、3 点制御についてのパラ メ ータがすべて示されています。 

本装置では、 これらがサブ メ ニューと し て提示される こ と はあ り ません。

信号源 使用可能なアナロ グ入力

および演算チャ ンネルの

リ ス ト

（[ 入力 ] サブ メ ニューで） すでに設定済みになっているすべてのアナロ グ入力

と、 設定された演算アプ リ ケーシ ョ ンの リ ス ト 。 演算アプ リ ケーシ ョ ンの結果

はすべて、 コ ン ト ローラ用の入力変数と し て使用でき ます。 信号源の値は、 制

御の基準と し て使用されます。

し きい値 1
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- 入力 固定値

使用可能なアナロ グ入力

および演算チャ ンネルの

リ ス ト

信号源が [ し きい値 ] で設定された値に到達する と、 コ ン ト ローラの出力が変

化し ます。

- し きい値 -999999.9 ～ 999999.9 固定値の入力。

! 注意 ! 

こ の操作項目は、 [ し きい値 ] [ 入力 ] に [ 固定値 ] オプシ ョ ンが選択されてい

る場合にのみ、 表示されます。

- ヒ ステ リ シス 1 -999999.9 ～ 999999.9 ヒ ステ リ シス （ リ セ ッ ト ） 用の固定値の入力。

- ヒ ステ リ シス 2 -999999.9 ～ 999999.9 ヒ ステ リ シス （ リ セ ッ ト ） 用の固定値の入力。

- 接点の ク リ ア ラ ン ス -999999.9 ～ 999999.9 接点の ク リ ア ラ ン スの設定。

出力先 デジ タル出力

リ レー

アナロ グ出力

コ ン ト ローラの結果がアナロ グ出力 （連続値）、 リ レーまたはデジ タル出力

（離散値） のいずれで発行されるのかを指定し ます。

チャ ンネル数 2

3
! 注意 ! 

 [ 出力先 ] に [ デジ タル出力 ] または [ リ レー ] オプシ ョ ンが選択されている場

合にしか使用でき ません。

第一出力 使用可能なデジ タル出力

および リ レーの リ ス ト
! 注意 ! 

 [ 出力先 ] に [ デジ タル出力 ] または [ リ レー ] オプシ ョ ンが選択されている場

合にしか使用でき ません。

第二出力 使用可能なデジ タル出力

および リ レーの リ ス ト
! 注意 ! 

 [ 出力先 ] に [ デジ タル出力 ] または [ リ レー ] オプシ ョ ンが選択されている場

合にしか使用でき ません。

第三出力 使用可能なデジ タル出力

および リ レーの リ ス ト
! 注意 ! 

  [ 出力先 ] に [ デジ タル出力 ] または [ リ レー ] オプシ ョ ンが選択されてお り 、

かつ、 [ チャ ンネル数 ] に [3] が選択されている場合にしか使用でき ません。

アナロ グ出力 使用可能なアナロ グ出力

の リ ス ト
! 注意 ! 

 [ 出力先 ] に [ アナロ グ出力 ] オプシ ョ ンが選択されている場合にしか使用で

き ません。

ロー -999999.9 ～ 999999.9

（0.0）
! 注意 ! 

 [ 出力先 ] に [ アナロ グ出力 ] オプシ ョ ンが選択されている場合にしか使用で

き ません。

ミ ド ル -999999.9 ～ 999999.9

（50.0）
! 注意 ! 

 [ 出力先 ] に [ アナロ グ出力 ] オプシ ョ ンが選択されている場合にしか使用で

き ません。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明
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ハイ -999999.9 ～ 999999.9

（100.0）
! 注意 ! 

 [ 出力先 ] に [ アナロ グ出力 ] オプシ ョ ンが選択されている場合にしか使用で

き ません。

ステータ ス自動化 3 点制御について しか使用でき ません。

ローステータ ス

第一出力 ア ク テ ィ ブ

イ ンア ク テ ィ ブ

ア ク テ ィ ブ ： こ のオプシ ョ ンが選択される と 、 出力 1 はローステータ スで 1 と

な り ます。

イ ンア ク テ ィ ブ ： このオプシ ョ ンが選択される と 、 出力 1 はローステータ スで 

0  と な り ます。

第二出力 ア ク テ ィ ブ

イ ンア ク テ ィ ブ

ア ク テ ィ ブ ： こ のオプシ ョ ンが選択される と 、 出力 2 はローステータ スで 1 と

な り ます。

イ ンア ク テ ィ ブ ： このオプシ ョ ンが選択される と 、 出力 2 はローステータ スで 

0  と な り ます。

第三出力 ア ク テ ィ ブ

イ ンア ク テ ィ ブ

ア ク テ ィ ブ ： こ のオプシ ョ ンが選択される と 、 出力 3 はローステータ スで 1 と

な り ます。

イ ンア ク テ ィ ブ ： このオプシ ョ ンが選択される と 、 出力 3 はローステータ スで 

0  と な り ます。

ミ ド ルステータ ス

第一出力 ア ク テ ィ ブ

イ ンア ク テ ィ ブ

ア ク テ ィ ブ ： こ のオプシ ョ ンが選択される と 、 出力 1 は ミ ド ルステータ スで 1 

と な り ます。

イ ンア ク テ ィ ブ ： このオプシ ョ ンが選択される と、 出力 1 は ミ ド ルステータ ス

で 0  と な り ます。

第二出力 ア ク テ ィ ブ

イ ンア ク テ ィ ブ

ア ク テ ィ ブ ： こ のオプシ ョ ンが選択される と 、 出力 2 は ミ ド ルステータ スで 1 

と な り ます。

イ ンア ク テ ィ ブ ： このオプシ ョ ンが選択される と、 出力 2 は ミ ド ルステータ ス

で 0  と な り ます。

第三出力 ア ク テ ィ ブ

イ ンア ク テ ィ ブ

ア ク テ ィ ブ ： こ のオプシ ョ ンが選択される と 、 出力 3 は ミ ド ルステータ スで 1 

と な り ます。

イ ンア ク テ ィ ブ ： このオプシ ョ ンが選択される と、 出力 3 は ミ ド ルステータ ス

で 0  と な り ます。

ハイ ステータ ス

第一出力 ア ク テ ィ ブ

イ ンア ク テ ィ ブ

ア ク テ ィ ブ ： こ のオプシ ョ ンが選択される と 、 出力 1 はハイ ステータ スで 1 と

な り ます。

イ ンア ク テ ィ ブ ： このオプシ ョ ンが選択される と 、 出力 1 はハイ ステータ スで 

0  と な り ます。

第二出力 ア ク テ ィ ブ

イ ンア ク テ ィ ブ

ア ク テ ィ ブ ： こ のオプシ ョ ンが選択される と 、 出力 2 はハイ ステータ スで 1 と

な り ます。

イ ンア ク テ ィ ブ ： このオプシ ョ ンが選択される と 、 出力 2 はハイ ステータ スで 

0  と な り ます。

第三出力 ア ク テ ィ ブ

イ ンア ク テ ィ ブ

ア ク テ ィ ブ ： こ のオプシ ョ ンが選択される と 、 出力 3 はハイ ステータ スで 1 と

な り ます。

イ ンア ク テ ィ ブ ： このオプシ ョ ンが選択される と 、 出力 3 はハイ ステータ スで 

0  と な り ます。

PI/PD/PID

信号源 使用可能なアナロ グ入力

および演算チャ ンネルの

リ ス ト

（[ 入力 ] サブ メ ニューで） すでに設定済みになっているすべてのアナロ グ入力

と、 設定された演算アプ リ ケーシ ョ ンの リ ス ト 。 演算アプ リ ケーシ ョ ンの結果

はすべて、 コ ン ト ローラ用の入力変数と し て使用でき ます。 信号源の値は、 制

御の基準と し て使用されます。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明
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1） PD コ ン ト ローラ を使用する場合は表示されません。
2） PI コ ン ト ローラ を使用する場合は表示されません。

下限 -999999.9 ～ 999999.9 ! 注意 ! 

 [ 出力先 ] に [ アナロ グ出力 ] オプシ ョ ンが選択されている場合にしか使用で

き ません。

上限 -999999.9 ～ 999999.9 ! 注意 ! 

 [ 出力先 ] に [ アナロ グ出力 ] オプシ ョ ンが選択されている場合にしか使用で

き ません。

自動調整 1） オフ

ジ ャ ンプ
! 注意 ! 

 [ 出力先 ] に [ アナロ グ出力 ] オプシ ョ ンが選択されている場合にしか使用で

き ません。

ジ ャ ンプ開始 -999999.9 ～ 999999.9 ! 注意 ! 

 [ 自動調整 ] に [ ジ ャ ンプ ] オプシ ョ ンが選択されている場合にしか使用でき

ません。

ジ ャ ンプの高さ -999999.9 ～ 999999.9 ! 注意 ! 

 [ 自動調整 ] に [ ジ ャ ンプ ] オプシ ョ ンが選択されている場合にしか使用でき

ません。

設定値入力 固定値 

すでに設定済みになって

いる アナロ グ入力および

演算チャ ンネルの リ ス ト

! 注意 ! 

 [ 出力先 ] に [ アナロ グ出力 ] オプシ ョ ンが選択されている場合にしか使用で

き ません。

設定値 -999999.9 ～ 999999.9 ! 注意 ! 

 [ 設定値 ] に [ 固定値 ] オプシ ョ ンが選択されている場合にしか使用でき ませ

ん。

増幅 kp -999999.9 ～ 999999.9 ! 注意 ! 

 [ 自動調整 ] に [ オフ ] オプシ ョ ンが選択されている場合にしか使用でき ませ

ん。

不感帯 0.0 ～ 100.0% ! 注意 ! 

 [ 自動調整 ] に [ オフ ] オプシ ョ ンが選択されている場合にしか使用でき ませ

ん。

積分時間 Tn 1） ! 注意 ! 

 [ 自動調整 ] に [ オフ ] オプシ ョ ンが選択されている場合にしか使用でき ませ

ん。

微分時間 Tv 2） ! 注意 ! 

 [ 自動調整 ] に [ オフ ] オプシ ョ ンが選択されている場合にしか使用でき ませ

ん。

アナロ グ出力 すでに設定済みになって

いるすべてのアナロ グ出

力の リ ス ト

変化速度 -999999.9 ～ 999999.9 ! 注意 ! 

有効なアナロ グ出力が選択されている場合にのみ使用でき ます。

通知テキス ト 表示し ない 

表示 + 確認

SMS

表示 + 確認 + SMS

リ ミ ッ ト 値を レポー ト する方法の定義。

表示し ない ： リ ミ ッ ト 値のレ ンジオーバーまたはレ ンジオーバーし た リ ミ ッ ト

値のアンダーシ ューテ ィ ングがイベン ト バッ フ ァ に記録されます。

表示 + 確認 ： イベン ト バッ フ ァ に入力され、 デ ィ スプレ イに表示されます。 

メ ッ セージは、 任意のキーを押し て確認する までは消去されません。

テレア ラーム イ ンアク テ ィ ブ 

優先度な し

優先度有 り

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明
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[ セ ッ ト ア ッ プ ]�  [ デ ィ スプレ イ ]

本装置の表示は、 自由に設定でき ます。 最大 10 個のグループを個々に表示し た り 、 交互に表示
し た り でき ます。 各グループには、 自由に定義でき る 1 ～ 8 点のプロセス値が表示されます。

G09-RMM621xx-20-10-xx-en-014

図 24 3 点の値が表示されたデ ィ スプレ イ

1 つのグループ内に 1 ～ 3 点の値を表示する場合は、 すべての値が関連する物理単位が付け られ
た状態で、 名前と と もに表示されます。

4 つ以上の値を表示する場合は、 それぞれの識別名、 値および物理単位のみが表示されます。

! 注意 ! 

[ セ ッ ト ア ッ プ ] の [ デ ィ スプレ イ ] では、 表示機能が設定されます。 その後、 [ ナビゲータ ] で、
デ ィ スプレ イ上にプロセス値と と もに表示する グループを選択し ます。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

グループ

グループ 1 ～ 10 デ ィ スプレ イ上に表示する ために、 こ こ でプロセス値をグループに分けます。

識別名 自由なテキス ト 概要がよ く わかる よ う に、 各グループに任意の名称 （最大 12 文字まで） を指

定でき ます。

デ ィ スプレ イ カウン ト

水平バーグ ラ フ 1）

垂直バーグ ラ フ 1）

線グ ラ フ表示 2）

! 注意 ! 
1） [ 表示マスク ] に [1 点の値 ] または [ 2 点の値 ] が選択されている場合にしか

使用でき ません。
2）  [ 表示マスク ] に [1 点の値 ] が選択されている場合にしか使用でき ません。

表示マス ク 選択

1 個の値

～

8 個の値

こ こでは、 1 つのウ ィ ン ド ウ内に （グループ と し て） 並べて表示されるプロセ

ス値の数を設定し ます。 値の表示方法は、 選択された値の数に応じ て異な り ま

す。 1 つのグループ内に表示される値の数が増え るに従って、 表示は小さ く な

り ます。

信号タ イプ 1 すべて

アナロ グ入力

パルス入力

デジ タル入力

演算チャ ンネル

アナロ グ出力

パルス出力

リ レー

その他

表示値は、 4 種類のカテゴ リ （タ イプ） から選択でき ます。

値のタ イプ 1 すべて

測定値

ステータ ス

カ ウ ン タ

積算計

最小 / 最大 / 平均

その他

測定値表示における出力の選択基準 ： 表示値は、 8 種類のカテゴ リ （タ イプ）

から選択でき ます。

値 1 ～ 8 選択

使用可能なすべてのプロ

セス値の リ ス ト

表示するプロセス値を選択し ます。
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[ セ ッ ト ア ッ プ ]�  [ 信号評価 ]

表示のスク ロール デ ィ スプレ イ上の個々のグループの交互表示。

ス イ ッ チング時間 0 ～ 99

0

次のグループが表示される までの秒数。

グループ 1 ～ 10 ハイ

イ イエ

交互に表示される グループを選択し ます。

交互表示は、 [ ナビゲータ ] / [ デ ィ スプレ イ ] でア ク テ ィ ブにな り ます （6.3.1 

章を参照）。

デ ィ スプレ イ

合計の数 カ ウ ン タモード

指数 

合計の表示

カウン タ モー ド ： 合計はオーバーフ ローする まで、 最大 10 桁表示されます。

指数 ： 指数表示は大き な値について使用されます。 

コ ン ト ラス ト

主装置 2 ～ 63

46

デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト を設定する ための項目。 こ の設定は直ちに作用し

ます。 コ ン ト ラ ス ト 値は、 [ セ ッ ト ア ッ プ ] を終了する までは保存されません。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

中間評価 イ イエ

1 分

2 分

3 分

4 分

5 分

10 分

15 分

30 分

1 時間

2 時間

3 時間

4 時間

6 時間

8 時間

12 時間

こ こで指定された時間間隔で、 [ 保存 ] が [ ハイ ] に設定されているチャ ンネル

についての （装置全体に適用される） 最小値、 最大値、 平均値を出し ます。

日 イ イエ

ハイ

1 日に 1 回、 [ 保存 ] が [ ハイ ] に設定されているチャ ンネルについての （装置

全体に適用される） 最小値、 最大値、 平均値を出し ます。

月 イ イエ

ハイ

1 カ月に 1 回、 [ 保存 ] が [ ハイ ] に設定されているチャ ンネルについての （装

置全体に適用される） 最小値、 最大値、 平均値を出し ます。

年 イ イエ （= 合計）

ハイ 

1 年に 1 回、 [ 保存 ] が [ ハイ ] に設定されているチャ ンネルについての （装置

全体に適用される） 最小値、 最大値、 平均値を出し ます。

同期時間 00:00 ! 注意 ! 

中間評価がア ク テ ィ ブになってお り 、 かつ、 [ 日次カ ウ ン タ ]、 [ 月次カ ウ ン タ ] 

または [ 積算計 / 年次カ ウ ン タ ] が [ ハイ ] に設定されている場合にのみ使用

でき ます。

リ セ ッ ト イ イエ

中間評価

日次カ ウ ン タ

月次カ ウ ン タ

積算計 / 年次カ ウ ン タ

すべてのカ ウ ン タ

! 注意 ! 

中間評価がア ク テ ィ ブになってお り 、 かつ、 [ 日次カ ウ ン タ ]、 [ 月次カ ウ ン タ ] 

または [ 積算計 / 年次カ ウ ン タ ] が [ ハイ ] に設定されている場合にのみ使用

でき ます。

メ モ リ 情報 装置に使用可能な メ モ リ がどの程度残っているのかを特定し ます。
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[ セ ッ ト ア ッ プ ]�  [ 通信 ]

前面の RS232 イ ン ターフ ェ イ ス と、 端子 101/102 の RS485 イ ン ターフ ェ イ ス を標準 と し て選択
でき ます。 さ ら に、 PROFIBUS DP プロ ト コルを介し てすべてのプロセス値を読み出すこ と がで
き ます。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

RS485 （1）

ボーレー ト 9600、 19200、 38400

57600

RS485 イ ン ターフ ェ イ ス用のボーレー ト

装置ア ド レ ス 0 ～ 99

00

イ ン ターフ ェ イ ス を介し て通信する ための装置ア ド レ ス。

RS232

装置ア ド レ ス 0 ～ 99

00

イ ン ターフ ェ イ ス を介し て通信する ための装置ア ド レ ス。

ボーレー ト 9600、 19200、 38400

57600

RS232 イ ン ターフ ェ イ ス用のボーレー ト

プロ フ ィ バス -DP

数 0 ～ 48

0

プロ フ ィ バス -DP プロ ト コルを介し て読み出す値の数 （最大 49 個の値）。

ア ド レ ス 0 ～ 4 例 ： 密度 x 読み出す値をア ド レ スに割 り 当てます。

ア ド レ ス 5 ～ 9

～

ア ド レ ス 235 ～ 239

例 ： 温度差 x 1 つのア ド レ ス を介し て 49  個の値を読み出すこ と ができ ます。

番号順の、 バイ ト 単位のア ド レ ス （0 ～ 4、 … 235 ～ 239）。

M-Bus / RS485 （2）

使用 RS485

M-Bus

装置ア ド レ ス 0 ～ 99 ! 注意 ! 

[ 使用 ] に [RS485] が選択されている場合にしか使用でき ません。

ボーレー ト 9600

19200

38400

57600

RS485 イ ン ターフ ェ イ ス用のボーレー ト 。

! 注意 ! 

[ 使用 ] に [RS485] が選択されている場合にしか使用でき ません。

ボーレー ト 300

2400

RS485 イ ン ターフ ェ イ ス用のボーレー ト 。

! 注意 ! 

[ 使用 ] に [M-Bus] が選択されている場合にしか使用でき ません。

装置ア ド レ ス 0 ～ 999 ! 注意 ! 

[ 使用 ] に [M-Bus] が選択されている場合にしか使用でき ません。

識別番号 0 - 99999999 ! 注意 ! 

[ 使用 ] に [M-Bus] が選択されている場合にしか使用でき ません。

メ ーカー テキス ト ! 注意 ! 

[ 使用 ] に [M-Bus] が選択されている場合にしか使用でき ません。

バージ ョ ン 0-99 ! 注意 ! 

[ 使用 ] に [M-Bus] が選択されている場合にしか使用でき ません。

数 テキス ト ! 注意 ! 

[ 使用 ] に [M-Bus] が選択されている場合にしか使用でき ません。

値 01 ～ 36 選択 リ ス ト の表示 ! 注意 ! 

[ 使用 ] に [M-Bus] が選択されている場合にしか使用でき ません。

イーサネ ッ ト
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! 注意 ! 
本装置を PROFIBUS システムに統合する方法の詳細については、ア ク セサ リ ーであ る PROFIBUS
イ ン ターフ ェ イスモジュール、Profibus 用 HMS AnyBus Communicator の取扱説明書を参照し て く
ださい （9 章 「ア ク セサ リ ー」 を参照）。

[ セ ッ ト ア ッ プ ]�  [ サービス ]

[ サービ ス ] メ ニュー ： [ セ ッ ト ア ッ プ ] （すべてのパラ メ ータ）  [ サービス ] 

MAC xx-xx-xx-xx-xx-xx 一意の MAC ア ド レ ス （弊社の工場設定によ り 指定されるハード ウ ェアア ド レ

ス） の設定

IP 192.168.100.5 ネ ッ ト ワーク管理者によ り 指定される IP ア ド レ ス

サブネ ッ ト マス ク 255.255.255.0 サブネ ッ ト マス ク （これはネ ッ ト ワーク管理者から取得可能） を入力し ます。 

装置に別の部分ネ ッ ト ワークへの接続を確立させる こ と になっている場合は、

こ のサブネ ッ ト マス ク を入力する必要があ り ます。 部分ネ ッ ト ワーク のサブ

ネ ッ ト マス ク を指定し ます。 そ こに装置が配置されます （例えば 

255.255.255.000 など）。 注意 ： ネ ッ ト ワーク の ク ラ スは IP ア ド レ スによ って決

定されます。 こ の結果、 デフ ォル ト のサブネ ッ ト マス ク が得られます （例えば

ク ラ ス B のネ ッ ト ワーク については 255.255.000.000）。

ゲー ト ウ ェ イ 000.000.000.000 ゲー ト ウ ェ イ （これはネ ッ ト ワーク管理者から取得可能） を入力し ます。 他の

ネ ッ ト ワークへの接続を確立する こ と になっている場合は、 こ こにゲー ト ウ ェ

イのア ド レ ス を入力し ます。

! 注意 ! 

システムパラ メ ータの変更は、 [ セ ッ ト ア ッ プ ] メ ニューを終了し、 設定が採

用される までは、 有効にな り ません。 上記のこ と が完了し て初めて、 装置は変

更された設定で動作する よ う にな り ます。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

工場設定 イ イエ 納入時の状態 （工場出荷時のデフ ォル ト 設定） への装置の リ セ ッ ト 。 設定

を リ セ ッ ト するには、 サービ ス コード を入力する必要がます。

! 注意 ! 

この操作を行 う と 、 設定し たパラ メ ータがすべて リ セ ッ ト されます。

カ ウ ン タの停止 ハイ

イ イエ

カ ウ ン タ （すべてのカ ウ ン タ） を停止する必要があ るのかど う かを 「ハイ」

または 「イ イエ」 で指定し ます。 Yes/No

動作時間の リ セ ッ ト ハイ

イ イエ

リ セ ッ ト される端子が定義されてお り 、 かつ、 操作項目 [ 動作時間の リ

セ ッ ト ] が [ ハイ （Yes） ] に設定されている場合は、 リ セ ッ ト される端子

のエ ッ ジがロー -> ハイ （High） に変化する と、 すべての動作時間カ ウ ン タ

が 0 に リ セ ッ ト されます。 その後、 エ ッ ジが変化する たびに、 必ずこ のこ

と が適用されます。 [ 動作時間の リ セ ッ ト ] が [ イ イエ ] に設定されている

場合は、 エ ッ ジが変化し て も、 動作時間カ ウ ン タはそれぞれの値を保持し

続けます。

端子の リ セ ッ ト な し

使用可能なデジ タル入力

の リ ス ト

端子を リ セ ッ ト し ます。 デジ タル信号を介し てカ ウ ン タ を リ セ ッ ト でき ま

す。 これを行 う ためには、 使用可能なデジ タル入力を選択する必要があ り

ます。

カウン タ

アナログ入力

アナログ入力 1 ～ 8

合計 x -999999.9 ～ 999999.9 [ 積算 ] = [ ハイ ] と い う 操作項目を使用し て、 チャ ンネルご と に、 電流値

を積算するかど う かを決定でき ます。 これらの積算値は、 その後、 概要に

サービ ス レベルで表示でき ます。 その際に、 リ セ ッ ト 可能なカ ウ ン タ （自

動車の ト リ ッ プカ ウ ン タに相当する もの） が表示されます。

累計 x -999999.9 ～ 999999.9 [ 積算 ] = [ ハイ ] と い う 操作項目を使用し て、 チャ ンネルご と に、 電流値

を積算するかど う かを決定でき ます。 これらの積算値は、 その後、 概要に

サービ ス レベルで表示でき ます。

累計は、 自動車の ト リ ッ プ メ ーターに相当し ます。
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6.4 ユーザー固有のアプ リ ケーシ ョ ン

6.4.1 アプ リ ケーシ ョ ンの例

デ ィ スプレ イ

任意のキーを押すと、 表示値を持つ任意のグループを選択するか、 自動交互表示を使用し てすべ
てのグループを表示でき る よ う にな り ます。 エラーが発生する と、 デ ィ スプレ イの色が変化し ま
す （青色 / 赤色）。 エラーの解消方法については、 5.3 章 「エラー メ ッ セージの表示」 を参照し て
く ださい。

G09-RMC621ZZ-19-10-00-en-005

図 25 様々な表示グループの自動切替 （交互表示）

1 個のが表示される場合、 次のよ う な表示方法を使用でき ます。
• カ ウ ン ト
• 水平バーグ ラ フ

パルス入力

パルス入力 1 ～ 10

合計 x -999999.9 ～ 999999.9 [ 積算 ] = [ ハイ ] と い う 操作項目を使用し て、 チャ ンネルご と に、 電流値

を積算するかど う かを決定でき ます。 これらの積算値は、 その後、 概要に

サービ ス レベルで表示でき ます。 その際に、 リ セ ッ ト 可能なカ ウ ン タ （自

動車の ト リ ッ プカ ウ ン タに相当する もの） が表示されます。

累計 x -999999.9 ～ 999999.9 [ 積算 ] = [ ハイ ] と い う 操作項目を使用し て、 チャ ンネルご と に、 電流値

を積算するかど う かを決定でき ます。 これらの積算値は、 その後、 概要に

サービ ス レベルで表示でき ます。

累計は、 自動車の ト リ ッ プ メ ーターに相当し ます。

演算チャ ンネル

演算チャ ンネル 1 ～ 20

合計 x -999999.9 ～ 999999.9 [ 積算 ] = [ ハイ ] と い う 操作項目を使用し て、 チャ ンネルご と に、 電流値

を積算するかど う かを決定でき ます。 これらの積算値は、 その後、 概要に

サービ ス レベルで表示でき ます。 その際に、 リ セ ッ ト 可能なカ ウ ン タ （自

動車の ト リ ッ プカ ウ ン タに相当する もの） が表示されます。

累計 x -999999.9 ～ 999999.9 [ 積算 ] = [ ハイ ] と い う 操作項目を使用し て、 チャ ンネルご と に、 電流値

を積算するかど う かを決定でき ます。 これらの積算値は、 その後、 概要に

サービ ス レベルで表示でき ます。

累計は、 自動車の ト リ ッ プ メ ーターに相当し ます。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明
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• 垂直バーグ ラ フ
• 線グ ラ フ表示

2 個の値が表示される場合は、 次の中から選択する こ と ができ ます。
• カ ウ ン ト
• 水平バーグ ラ フ
• 垂直バーグ ラ フ

3 個以上の値が表示される場合は、 表示される カ ウ ン ト （および 「回路遮断」 などのステータ ス）
の数が増え るだけ と な り ます。

よ り 明確にするため、 この表示は値ご と に 3 つのステ ッ プで設定されます。

1. 信号タ イプの選択

2. 値のタ イプの選択

3. その後、 上記で実行された事前選択に基づいて、 実際の値を選択でき ます。

! 注意 ! 
よ り 明確にするため、 表示値が割当て られている測定点などをユーザーが識別でき る よ う に、 各
グループに 「Tank East」 や 「Density Input」 と いった独自の識別名を与え る こ と ができ ます。

最大 10 個の表示グループをセ ッ ト ア ッ プでき ます。 各表示グループには、 最大 8 個の値を含め
る こ と ができ ます。 これはすなわち、 1 回の表示サイ クルで （つま り 、 指定された循環で） 最大
80 個の測定値をマ ッ ピングでき る と い う こ と にな り ます。
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使用可能な様々な測定値表示方法と それぞれの設定

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-030

図 26 測定値の表示
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G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-031

図 27 測定値の線グラ フ表示

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-032

図 28 カウン ト  + 水平バーグラ フ表示



設定 RMM621

62 エン ド レスハウザー ジ ャパン

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-033

図 29 カウン ト  + 垂直バーグラ フ表示

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-034

図 30 純粋なカウン ト 表示

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-035

図 31 3 個の測定値の表示、 カウン ト 表示のみ可能
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入力

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-015

図 32 入力の設定 ： 概要

アナログ入力の設定

• センサが接続される端子の信号タ イプの選択
• 端子 ： A10 （+） を選択し、 変換器を端子 A10 （-） /A83 （+） に接続し ます。
• 特性曲線 ： リ ニア ： センサの特性曲線を リ ニア と仮定するのか、 あ るいは二次曲線 と仮定する

（特に流量センサに該当） のかを指定し ます。
• 単位 ： 自由なテキス ト 入力。 測定値の表示に使用されます。
• 開始 / 終了値 ： 0/4 ～ 20mA ： スケー リ ングの入力、 物理値のレンジの上限および下限。
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• パルス値 （流量入力信号およびパルス信号タ イプについてのみ） ： 測定パラ メ ータに対応する
（電気的な） パルスの値。

• オフセ ッ ト ： 測定値ご と に考慮に入れられる一定の値。 
• 信号ダンピング ： 積分ローパス フ ィ ルタの時定数の入力。 これによ り 、 不要な高周波干渉が除

去されます。
• データの保存：測定値が保存され、ReadWin を使用し て読み取る こ と ができ る よ う にな り ます。
• 積算 ： 積算の設定。 これは必須です。
• ア ラーム応答 ： アナロ グ入力が、 電流値 > 21 mA の場合と同様に、 電流値 > 20.5 mA および <

21 mA （オーバーレンジ） に対し てどのよ う に応答するのかを指定し ます。

デジ タル入力の設定

• 端子 = デジタル入力に使用される端子の選択。
• 機能 ： デジタル入力にどのタ ス ク が割 り 当て られるのか、 つま り 、 デジ タル入力によ って装置

で何が実現されるのかを指定し ます。 こ の機能と し ては、 例えば 「時間の同期」 などがあ り ま
す （詳細についてはパラ メ ータ表を参照）。

• " ア ク テ ィ ブエ ッ ジ （オプシ ョ ン ： ア ク テ ィ ブレベル） ： 装置で、 [ ロー � ハイ ] または
[ ハイ ロー ] エ ッ ジ機能を起動し ます （オプシ ョ ン ： ハイ レベルまたはローレベル）。

• ハイ ステータ スの記述 ： 「オン」   デジタル入力が [ ハイ ] に設定されている場合に測定値表示
（表示グループ） に表示される テキス ト 。

• ローステータ スの記述 ： 「オフ」   デジタル入力が [ ロー ] に設定されている場合に測定値表示
（表示グループ） に表示される テキス ト 。

• イベン ト テキス ト   ロー ハイ ： 立ち上が り エ ッ ジが発生する と出力される テキス ト 。
• イベン ト テキス ト   ハイ ロー ： 立ち下 り エ ッ ジが発生する と出力される テキス ト 。
• データの保存 ： パルス カ ウ ン タについてのみ表示および選択でき ます。

パルス入力の設定

• センサが接続される端子の信号タ イプの選択。
• 端子 ： A10 （+） を選択し、 変換器を端子 A10 （-） /A83 （+） に接続し ます。 
• 単位 ： 自由なテキス ト 入力。 測定値の表示に使用されます。
• パルス値 ： 評価された変数のどの く らいの量が 1 つのパルスに相当するのかを指定し ます。
• 時間基準 ： 信号の時間基準。 例えば流量の場合だ と、 1 つのパルスは 10 l/ 秒に相当し ます。
• オフセ ッ ト ： 測定値ご と に考慮に入れられる一定の値。
• フ ォーマ ッ ト ： 測定値の表示における表示フ ォーマ ッ ト 。
• データの保存：測定値が保存され、ReadWin を使用し て読み取る こ と ができ る よ う にな り ます。
• 積算 ： 積算の設定。 これは必須です。
• ア ラーム応答 ： アナロ グ入力が、 電流値 > 21 mA の場合と同様に、 電流値 > 20.5 mA および <

21 mA （レンジ違反） に対し てどのよ う に応答するのかを指定し ます。

出力

アナログ出力

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-016

図 33 アナログ出力の設定

• アナロ グ信号を出力する端子 （選択の可能性は装置設定に応じ て異な り ます）。
• 信号源 ： 出力される入力 / 演算チャ ンネル。
• 電流範囲 ： 0 ～ 20mA または 4 ～ 20mA
• 開始 / 終了値 ： 出力される電流値のス ケー リ ング。
• 時定数 ： 高周波の干渉信号のフ ィ ルタ リ ングに使用されます。 
• シ ミ ュ レーシ ョ ン ：[ オフ ] になっている場合は、出力はシ ミ ュ レーシ ョ ンモード で操作されま

せん。 そ う でない場合は、 装置がシ ミ ュ レーシ ョ ンモード で使用されている限 り 、 例えば接続
されている別の装置 （レ コーダーなど） のテス ト などを行 う ために、 一定の電流値を出力する
こ と ができ ます。

• ア ラーム応答 ： エラー （レンジのオーバーシュー ト など） 発生時に装置がどのよ う に応答する
のかを指定し ます。
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パルス出力

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-017

図 34 パルス出力の設定

• 信号タ イプ ： 信号をどのよ う に出力するのかを指定し ます。 リ レー ： 1 秒当た り 最大 5 回の開
閉操作、 デジ タル出力ア ク テ ィ ブまたはパッ シブ。

• デジ タル信号を出力する端子 （選択の可能性は装置設定に応じ て異な り ます）。
• 信号源 ： どの信号をパルス と し て出力するのかを指定し ます。 積算された入力 （流量など） ま

たはカ ウ ン タ を参照し ます。
• パルス タ イプ ： プラ ス / マイナス
• パルス値：例えば、10 リ ッ ト ルご と に 1 つのパルスが出力される場合は、 こ の操作項目で 「10」

と設定する必要があ り ます。
• パルス幅 ： 動的最大 100 ミ リ 秒 ： パルス幅は 250 ミ リ 秒の更新時間に合わせられます。

例えば、 1 回の更新時間ご と に 3 つのパルスが出力される場合は、 パルスは約 40 ミ リ 秒間ハ
イにな り 、 40 ミ リ 秒間ローにな り ます。

• シ ミ ュ レーシ ョ ン ：[ オフ ] になっている場合は、出力はシ ミ ュ レーシ ョ ンモード で操作されま
せん。 そ う でない場合は、 装置がシ ミ ュ レーシ ョ ンモード で使用されている限 り 、 例えば接続
されている別の装置 （レ コーダーなど） のテス ト などを行 う ために、 一定のパルス値を出力す
る こ と ができ ます。

デジ タル出力

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-018

図 35 デジ タル出力の設定

• 出力タ イプの選択 （例えば装置をポンプの排出調節器と し て使用する、 あ るいは リ ミ ッ ト 値 と
し て使用する と い う よ う に、 装置をどのよ う に使用するのかを指定し ます）。

• 出力先 ： リ レー （例えばポンプが リ レーを介し て切 り 替え られる よ う になっている場合など）
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リ レー

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-019

図 36 リ レーの設定

リ ミ ッ ト 値

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-020

図 37 リ ミ ッ ト 値の設定

• 出力先 ： デ ィ スプレ イ上にのみ出力 （純粋な メ ッ セージ表示、 出力での発行はあ り ません）。
• タ イプ ： 最小値のアンダーシ ョ ッ ト が発生し、 ア ラームが発生する場合に リ ミ ッ ト 値が設定さ

れます。
• 信号源 ： 監視される信号に リ ン ク し ます。
• し きい値 ： リ ミ ッ ト 値 （ス ケー リ ング された値） を設定すべき タ イ ミ ングを指定し ます。
• 時間遅延 ： リ ミ ッ ト 値違反がどの く らいの時間存続し た後に リ ミ ッ ト 値を設定するのかを指定

し ます。
• LV オフ / オン ： 装置の測定値表示の各ステータ スで表示される テキス ト 。
• LV オフ  オン/オン オフ：個々のステータ ス変更が発生し た際に メ ッ セージボ ッ ク スに出力

さ れる テキ ス ト （テキ ス ト が入力 さ れていない場合は、 メ ッ セージボ ッ ク スは表示さ れませ
ん）。

• 通知テキス ト ： メ ッ セージボ ッ ク スが表示される と、 ユーザーはそれを確認する よ う に要求さ
れます （あ るいは、 こ こ でテレア ラーム （SMS の送信） を設定する こ と もでき ます）。
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演算チャ ンネル

リ ニアラ イゼーシ ョ ン

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-021

図 38 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンの設定

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンが実行される際には、使用される二次元マ ト リ ッ ク スの X 値 と し て任意の
チャ ンネル （入力、 演算） が適用されます。

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンは、 対応するサブ メ ニューで実行されます。 こ こ では、 表の入力ができ ま
す。 X 値 については、 複数の同一値を入力し ないで く だ さ い。 複数の同一値を入力する と、 エ
ラー メ ッ セージによ って指摘されます。

入力された表をグ ラ フ ィ カルに表示する こ と も でき ます。
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数式エデ ィ ター

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-022

図 39 数式エデ ィ ターの使用

数式エデ ィ ター （本装置が 「拡張演算パッ ケージ」 オプシ ョ ン付きで注文されている場合にのみ
表示される） を使用する と、 RMM621 プロセス コ ンピ ュータ を使用し て、 任意の方程式の計算を
実行でき ます。 次の数学関数 / 論理 （ブール） 関数 / 三角関数を使用でき ます。

数学関数

• Sum （指定されたチャ ンネルの合計を計算し ます）
• Min （指定されたチャ ンネルの最小値を特定し ます）
• Max （指定されたチャ ンネルの最大値を特定し ます）
• Avg （指定されたチャ ンネルの平均値を特定し ます）
• Ln
• Log
• ex

• Abs （1 つのチャ ンネルの値の絶対値を特定し ます （その他の演算チャ ンネル / アナロ グ入力、
-3.4 ? 3.4）

• pi
• √
• xy

• %

論理関数

• If
• And
• Or
• Not （指定されたデジ タル信号の逆）
• 2 つの入力用の論理関係演算子 （<、 >、 =、 <=>=、 <> アン イ コールに相当）
• 論理方程式 AND 内の && i 
• 論理方程式 OR 内の || i 
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三角関数

• Sin
• Cos
• Tan
• Rad
• Asin
• Acos
• Atan
• degrees

事前定義された式

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-023

図 40 事前定義された式 f = g （y1:y2） *b+c の使用

f = g （y1:y2） *b+c

g （） の選択では、 次のよ う な関数を選択でき ます。
• 合計
• 平均値
• 最小値
• 最大値

are available.

例えば 「合計」 が選択される と、 y1 ～ y2 からの信号が合計されます。 し たがって、 この例では、
これは Analog1+Analog2+Analog3 と な り ます。

この結果に定数 b が乗じ られてから、 定数 c が加算されます。
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G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-024

図 41 事前定義された式 f = （g （y1） *a） ? （y2*b） +c の使用

f = （g （y1） *a） ? （y2*b） +c
g （） の選択では、 次の関数を選択でき ます。
• Lg （y1 の常用対数）
• Ln （y1 の自然対数）
• Exp → e ^y1
• Abs → y1 の絶対値、 例えば -3.4 は絶対値 3.4 に相当し ます。
• Sqrt → y1 の平方根
• quad → y1^2
• Sin 
• cos
• tan
• asin
• acos
• atan

are available.

例えば 「常用対数」 が選択される と、 この対数が y1 から計算されて、 それに定数 a が乗じ られ
ます。

[?] リ ン ク については、 次のオプシ ョ ンを使用でき ます。
• +
• -
• *

• /
• モジュ ロ → 除算し、 整数にされていない余 り を引き続き使用する こ と。 例えば 3Mod2=1。

その後、 前に計算された結果に定数 c が加算されます。
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制御

G09-RMM621xx-16-10-xx-en-001

図 42 制御パスの主要構造

コ ン ト ローラのアプ リ ケーシ ョ ン / 被制御変数の領域 （最も重要な被制御変数を制御する ための
コ ン ト ローラのタ イプの選択）

様々な制御パスにそれぞれ適し た コ ン ト ローラ タ イプ

被制御変数 残留制御偏差 残留制御偏差なし

PD PI PID

温度 適合 非常に適合

圧力

気体

適合

水 通常は純粋な I 比の方が

適合性が高い

流量 適合 使用可能、 ただし、 多 く

の場合、 I コ ン ト ローラ

のみの方が適合性が高い

レベル 適合 適合 非常に適合

輸送 使用可能、 ただし、 多 く

の場合、 I コ ン ト ローラ

のみの方が適合性が高い

パス コントローラの構造

PI PD PID

純粋なデッ ド タ イム よ く 適合、 または I コ ン

ト ローラのみ

デッ ド タ イムが短い場合

の一次

よ く 適合 適合

デッ ド タ イムが短い場合

の二次

PID よ り も適合性が低い よ く 適合

デッ ド タ イムが短い場合

の二次

PID よ り も適合性が低い よ く 適合

遅延時間による補正な し 適合 適合 非常に適合
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非連続コ ン ト ローラ

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-038

図 43 2 点制御

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-039

図 44 3 点制御

制御のタ イプを使用し て、 コ ン ト ローラが非連続コ ン ト ローラ （2 点 /3 点） であ るのか、 あ る
いは連続コ ン ト ローラ （PI/PD/PID） であ るのかを定義でき ます。

このために、 動作モード を介し て、 し きい値を 「通常出力」 と し て解釈するのか、 あ るいは 「逆
出力」 と し て解釈するのかを定義でき ます。 つま り 、 次のいずれかになる よ う に定義でき ます。
• し きい値のオーバーシ ョ ッ ト が発生する と、 出力が 「ハイ」 にな る （通常出力）
• あ るいは、 し きい値のアンダーシ ョ ッ ト が発生する と、 出力が 「ハイ」 にな る （逆出力）

上図では、 信号源が X 信号に相当し、 入力 1/2 のし きい値 （3 点制御の場合のみ） が X1 値に相
当し ています。 X1 （および / または X2、 3 点コ ン ト ローラの場合） は、 アナロ グ入力、 固定値ま
たは演算チャ ンネルの値のいずれか と し て定義でき ます。 3 点コ ン ト ローラ を使用する場合は、
混合 （例えば、 演算チャ ンネル と し て し きい値 1、 固定値 と し て し きい値 2、 など） が可能です。

出力は、 リ レー、 デジ タル出力またはアナロ グ出力上で実行でき ます （2 個または 3 個の固定電
流値の中から選択）。

ステータ ス自動化 （3 点コ ン ト ローラ用の リ レーおよびデジ タル出力についてのみ使用可能） ：
ステータ ス自動化では、 コ ン ト ローラの出力がどのよ う に反応するのかを定義し ます。 

y

Y2

Y1

Y2

Y1

X1

X1 x

x

y

Y3

Y1

Y3

Y1

x

x

Y2

Y2

X1 X2
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3 点コ ン ト ローラ を使用する場合は、 ステータ ス自動化を指定する対象と なる 2 つの出力が定義
されます。 コ ン ト ローラ を使用し てマ ッ ピング される 3 つのステータ ス （ロー / ミ ド ル / ハイ）
について、 出力 1 および出力 2 のそれぞれの反応を 「ア ク テ ィ ブ」 または 「イ ンア ク テ ィ ブ」 の
いずれかに定義する必要があ り ます。

[ セ ッ ト ア ッ プ ] を介し た自動調整の設定

自動調整機能は、 ユーザーにコ ン ト ローラ を自動設定する と い う オプシ ョ ンを提供し ます。 つま
り 、 こ の機能が起動される と、 RMM621 は自動的に必要な各制御パラ メ ータ （例えば PI コ ン ト
ローラの場合は、 「増幅」、 「不感帯」 および 「積分時間」） を決定し ます。 自動調整が完了する と、
決定されたパラ メ ータ を採用するか、 あ るいはそれら を破棄する こ と ができ ます。 操作中に、 別
のセ ッ ト ア ッ プの方が制御パスの特性に合 う こ と が判明し た場合は、 自動的に決定さ れたパラ
メ ータ を手動で適合させる こ と ができ ます。

自動調整機能の選択

セ ッ ト ア ッ プが終了する と、 システムが再起動されます。 再起動後、 自動的に自動調整機能が実
行されます。

次の画面が表示されます。 

G09-RMM621xx-20-10-xx-en-012

ユーザーはこ の時点で、 制御の入力信号が安定する まで待機する必要があ り ます。 制御信号は、
画面の下部にグ ラ フ ィ カルに表示されます。

信号が変化し な く なった ら、 任意のキーを押す必要があ り ます。 この時点で、 制御パラ メ ータの
計算が開始されます。 次の画面が表示されます。 

G09-RMM621xx-20-10-xx-en-013

この時点で、 画面上でパスの反応を観察でき る よ う になっています。 パラ メ ータの計算は完全自
動です。 つま り 、 ユーザーはこれ以上何も介入する必要はあ り ません。 パラ メ ータの計算が完了
する と、 装置が再起動し、 制御が使用でき る よ う にな り ます。
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PID コ ン ト ローラ

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-040

図 45 PID コ ン ト ローラ

PID コ ン ト ローラ タ イプには PI コ ン ト ローラおよび PD コ ン ト ローラでみられるパラ メ ータがす
べて含まれている （つま り 、 PI コ ン ト ローラおよび PD コ ン ト ローラは PID コ ン ト ローラのサブ
セ ッ ト であ る） ため、 以下では PID コ ン ト ローラのセ ッ ト ア ッ プについて説明し ます。 PI コ ン ト
ローラおよび PD コ ン ト ローラ タ イプの詳細については、 こ こ では触れません。

信号源によ り 、 被制御変数が指定されます。 PI コ ン ト ローラおよび PID コ ン ト ローラ について
は、 上限および下限 （スケー リ ング された値） を指定する必要があ り ます。 コ ン ト ローラはこれ
らの値に違反する （これらの値を超過する） こ と はな く な り ます。

「自動調整機能」 については、 上記を参照し て く ださい。

設定値 ： 出力はこ の値に応じ て制御されます。 固定値 （固定値にする場合は、 値を入力する必要
も あ り ます） およびアナロ グ入力または演算チャ ンネルにする こ と ができ ます。

これに加えて、 以下についての値を指定する こ と も でき ます。 
• 増幅 kp （PI/PID）
• 不感帯 （被制御変数は、 こ の範囲内では出力を変更する こ と な く 変化でき ます）
• 積分時間 Tn （PI/PID） - 積分比の影響の規模。 そのサイ ズは、 エラー変数のジ ャ ンプの後の P

比と同様に、 制御偏差が I 比の結果と同じ動作変数を発生させる期間に相当し ます。
• 微分時間 Tv （PD/PID） - これはコ ン ト ローラの微分比です。 つま り 、 こ こ では、 入力信号が

変更された後に、 システムがどれ く らいの速さ で反応すべきであ るのかを指定し ます。 

PD コ ン ト ローラが使用される場合、制御偏差が完全に補正される こ と はあ り ません。つま り 、設
定値と入力値の間の出力で、 持続的な制御偏差が発生する可能性があ る こ と い う こ と です。

• 制御アルゴ リ ズムの選択については、 「連続コ ン ト ローラの全般情報」 を参照し て く ださい。
• 「ロー」 および 「ハイ」 によ って、 制御出力の リ ミ ッ ト 値が示されます。
• 標準値と は、 次の場合に採用される コ ン ト ローラの値のこ と です。
• 「変化 速度」 によ り 、 コ ン ト ローラの出力における電流値の最大許容変化が指定される場合。
• 「サンプ リ ング時間」 によ り 、 コ ン ト ローラが計算される頻度が定義される場合。 これによ り 、

出力更新頻度に関する情報が得られます。
• アナロ グ出力 ： 制御された信号が出力される アナロ グ出力 （制御出力） の選択。 対象 と なる変

数をどの出力で出力するのかを指定し ます （注意 ： 使用される出力は、 出力のセ ッ ト ア ッ プ時
に制御出力と し てマーク された ものであ る必要があ り ます。 そ う でない場合は、 その出力は制
御の設定時にこ こ に表示されません !）。
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PI コ ン ト ローラ

PI コ ン ト ローラ用のパラ メ ータについては、 PID コ ン ト ローラ に関する情報を参照し て く だ さ
い。

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-041

図 46 PI コ ン ト ローラ
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PD コ ン ト ローラ

PD コ ン ト ローラ用のパラ メ ータについては、 PID コ ン ト ローラに関する情報を参照し て く だ さ
い。

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-042

図 47 PD コ ン ト ローラ

保存

RMM621 には、 値を保存する ための記憶媒体が 3 種類あ り ます。

• フ ラ ッ シュ メ モ リ （装置に恒久的に組み込まれている） - 指定された保存間隔に応じ た保存
• S-Dat モジ ュール （取 り 外し可能） - 1x/ 時間の頻度で保存が実行されます。
• FRAM （装置に恒久的に組み込まれている） - 指定された保存間隔に応じ た保存

[ データの保存 ] オプシ ョ ンは、 アナロ グ入力、 パルス入力、 デジ タル入力および演算チャ ンネ
ルに対し てア ク テ ィ ブにする こ と ができ ます。 これによ り 、 個々の入力 / チャ ンネルについて値
が保存される よ う に指定でき ます （次の表を参照）。

さ らに、アナロ グ入力および演算チャ ンネルについて積算値を保存する こ と もでき ます。つま り 、
測定された電流値が積算されて、 最小値 / 最大値 / 平均値 と と もに本装置に保存される と い う こ
と です。
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FRAM （恒久的に組み込まれている） Â

フ ラ ッ シュ メ モ リ （恒久的に組み込まれて

いる）

Â Â Â

S-Dat モジュール （取 り 外し可能） Â Â
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その後、 これらの値をナビゲータで [ 評価 ] メ ニューを介し て、 [ カ ウ ン タ示数 ] および [ 統計 ]
に応じ て読み出すこ と ができ ます （最小値 / 最大値 / 平均値および装置に直接装着された現在の
カ ウ ン タ と予備カ ウ ン タ、 ReadWin® 2000 によ ってアーカ イブされた値）。

その後、 [ 信号評価 ] メ ニュー項目で、 間隔ベースの中間評価、 日次評価、 月次評価、 年次評価
をア ク テ ィ ブにする こ と ができ ます。

• 中間評価 ： こ こ では、 値がどの く らいの間隔で保存されるのかを設定でき ます （[ イ イエ ] = 
中間評価な し、 1 分、 2 分、 3 分、 4 分、 5 分、 10 分、 15 分、 30 分、 1 時間、 2 時間、 3 時間、
4 時間、 6 時間、 8 時間、 12 時間）

• 日 ： [ イ イエ ]、 [ ハイ ] ： カ ウ ン タの日ご と の値
• 月 ： [ イ イエ ]、 [ ハイ ] ： カ ウ ン タの月ご と の値
• 年 ： [ イ イエ ]、 [ ハイ ] ： カ ウ ン タの年ご と の値
• 同期時間 ： [ 時間 ： 分 ] ： 同期時間での日次評価 （中間評価、 日、 月、 年に適用されます）
• リ セ ッ ト ：[ハイ ]/[ イ イエ ]：この メ ニュー項目が選択された場合は、すべてのカ ウ ン タが リ セ ッ

ト されます。
• メ モ リ 情報 ： 装置に使用可能な メ モ リ がどの程度残っているのかを特定し ます。

測定値表示
での表示

統計での表示

過去 7 日間の

最小値 /

最大値 /

平均値

過去 7 日間の

日次カ ウ ン タ

最小値 /

最大値 /

平均値

今月 / 先月

カ ウ ン タ

今月 / 先月

最小値 /

最大値 /

平均値

今年 / 昨年

カ ウ ン タ

今年 / 昨年

識別名 信号 数 7 日間 7 日間 2 2 2 2

アナログ入力 10

スケー リ ング

済み

X X X X

カ ウ ン タ X X X X

積算計 X

パルス入力 10

スケー リ ング

済み

X X X X

カ ウ ン タ X X X X

積算計 X

デジタル入力 18

ステータ ス X

動作時間 X X X X

総動作時間 X

シフ ト 周波数 X X X X

合計シフ ト 周

波数

X

演算チャンネル 20

ステータ ス X X X
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計算値 X X X X

カ ウ ン タ X X X X

積算計 X

リレー 1 ～ 19 19

ステータ ス X

動作時間 X

総動作時間 X

シフ ト 周波数 X

合計シフ ト 周

波数

X

デジタル出力 6

ステータ ス X

動作時間 X

総動作時間 X

シフ ト 周波数 X

合計シフ ト 周

波数

X

アナログ出力 8 16 0 0 0 0 0 0

物理 X

スケー リ ング

済み

X

その他 4

日付 X

時刻 X

日付 + 時刻 X

測定値表示
での表示

統計での表示

過去 7 日間の

最小値 /

最大値 /

平均値

過去 7 日間の

日次カ ウ ン タ

最小値 /

最大値 /

平均値

今月 / 先月

カ ウ ン タ

今月 / 先月

最小値 /

最大値 /

平均値

今年 / 昨年

カ ウ ン タ

今年 / 昨年

識別名 信号 数 7 日間 7 日間 2 2 2 2
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信号評価

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-026

図 48 信号評価の設定

カ ウ ン タの評価 ：

ハイ ： 保存間隔に従ったカ ウ ン タ示数の保存

信号評価 ：

• 信号がどのよ う に評価されるのかを指定する設定 ：
• 中間評価 ： こ こ では、 値がどの く らいの間隔で保存されるのかを設定でき ます 
• （イ イエ = 中間評価な し、 1 分、 2 分、 3 分、 4 分、 5 分、 10 分、 15 分、 30 分、 1 時間、

2 時間、 3 時間、 4 時間、 6 時間、 8 時間、 12 時間）
• 日 ： [ イ イエ ]、 [ ハイ ]
• 月 ： [ イ イエ ]、 [ ハイ ]
• 年 ： [ イ イエ ]、 [ ハイ ]
• 同期時間 ： [ 時間 ： 分 ] ： 同期時間での日次評価 （中間評価、 日、 月、 年に適用されます）
• リ セ ッ ト ：[ イ イエ ]、[ 中間評価 ]、[ 日 ]、[ 月 ]、[ 年 ]、[ENTER] を押すと、すべてのカ ウ ン タが

リ セ ッ ト されます。
• メ モ リ 情報 ： 現在まだ使用可能な メ モ リ がどの程度あ るのかを特定し ます。
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ReadWin® 2000 の使用 ：

イ ン ターフ ェ イ ス / モデムを通じ て測定値を読み出し ます。

ステ ッ プ 1 ： 開始ア ク シ ョ ン 

G09-RMM621xx-20-10-xx-en-000

ステ ッ プ 2 ： 設定の選択。 こ こ で選択された設定の、 アーカ イブされた測定値が読み出されます。

G09-RMM621xx-20-10-xx-en-001

ステ ッ プ 3 ： 読み出された測定値の表示

G09-RMM621xx-20-10-xx-en-002
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ステ ッ プ 4 ： 出力の設定および要求値の選択

G09-RMM621xx-20-10-xx-en-002

G09-RMM621xx-20-10-xx-en-002
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ステ ッ プ 5 ： 読み出された値をバーグ ラ フ、 測定値表および累積イベン ト と し て表示

G09-RMM621xx-20-10-xx-en-008
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テレアラームの設定

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-011

図 49 RMM621 本体でのテレア ラームの設定

[ テレア ラーム ] 機能は、 ア ラームを携帯電話や PC などに転送する ために使用されます。 この
機能は [ 基本設定 ] で設定されます。 こ こ では、 例えば次のよ う な こ と が設定されます。
• 次のどのモデム タ イプを使用するか

- GSM 端末
- モデム （パルスダ イヤル方式） または 
- モデム （ ト ーンダ イヤル方式）

• どの く らいのボーレー ト を持つどのイ ン ターフ ェ イ ス を使用するか
• 交換回線の占有が必要かど う か （GSM については設定されません）
• 信号の表示 ： 信号強度の表示。 特に、 伝送に関する問題が発生し た場合のテス ト のための表示

（GSM についてのみ）
• SMS  サービ ス番号 ： 移動通信事業者の SMS ゲー ト ウ ェ イの番号 （GSM についてのみ）
• 一時停止 ： 1 度伝送が試行されてから次に伝送が試行される までの間に、 定義された待機時間

が と られます。
• 順番に定義されている番号すべてをダ イヤルする必要があ るかど う か。 つま り 、 最初に定義さ

れた番号に連絡でき なかった場合は 2 番目の番号が使用されるのかど う か と いった こ と を設
定し ます。

• SMS エラー端子 ： SMS を正し く モデムに転送でき なかった場合は、 リ レーを切 り 替えて外部シ
ステムを起動し、 問題を表示する こ と ができ ます。

• 受信者 1 ： 携帯電話または PC ソ フ ト ウ ェア （GSM の場合）、 あ るいは D1 （D） または携帯電
話 （モデム の場合）

• テレア ラーム番号 1 ： 「+」 国番号、 その後に目的 とする参加者の電話番号が続き ます。
• 次の参加者の番号がダ イヤルされる までの試行回数。

ReadWin® 2000 を使用し た同一の設定を以下に表示し ます。個々のステ ッ プは、「RMM621 本体で
のテレア ラームの設定」 のステ ッ プに対応し ています （図 49 を参照）。
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ReadWin® 2000 でのテレアラームの設定

G09-RMM621xx-20-10-xx-en-009

図 50 ReadWin® 2000 での、 ト ーンダイヤルを使用するモデム用のテレアラームの設定

G09-RMM621xx-20-10-xx-en-011

図 51 ReadWin® 2000 での、 パルスダイヤルを使用するモデム用のテレアラームの設定
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G09-RMM621xx-20-10-xx-en-010

図 52 ReadWin® 2000 での、 GSM 端末用のテレアラームの設定

次の説明図では、 接続がどのよ う に確立されるのかを説明し ています。

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-012

図 53 (RMM621 にある ) GSM モデムと、 SMS ゲー ト ウ ェ イまたはサービスプロバイダーのモデムを介し

た携帯電話 (SMS) との通信
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G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-013

図 54 サービスプロバイダーのモデムを介し た携帯電話 （SMS） との通信

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-014

図 55 PC （ReadWin® 2000 など） との通信

通信

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-025

図 56 イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イスの設定

• MAC ア ド レ スの設定 ： 本装置の納入時の状態では、 すでに永久保存されています。 このア ド
レ スは変更でき ません。 本装置に一意に割当て られています。

• IP ア ド レ ス ： IP ア ド レ スの設定  通常、 ローカルネ ッ ト ワークのシステム管理者によ って発行
されます。

• サブネ ッ ト マス ク ： サブネ ッ ト マス ク （これはネ ッ ト ワーク管理者から取得可能） を入力し ま
す。 装置に別の部分ネ ッ ト ワー ク への接続を確立さ せる こ と になってい る場合は、 こ のサブ
ネ ッ ト マス ク を入力する必要があ り ます。 部分ネ ッ ト ワー ク のサブネ ッ ト マス ク を指定し ま
す。 そ こ に装置が配置されます （例えば 255.255.255.000 など）。 注意 ： ネ ッ ト ワークの ク ラ ス
は IP ア ド レ スによ って決定されます。 この結果、デフ ォル ト のサブネ ッ ト マス クが得られます
（例えばク ラ ス B のネ ッ ト ワーク については 255.255.000.000）。

• ゲー ト ウ ェ イ ： ゲー ト ウ ェ イ （これはネ ッ ト ワーク管理者から取得可能） を入力し ます。 他の
ネ ッ ト ワークへの接続を確立する こ と になっている場合は、 こ こにゲー ト ウ ェ イのア ド レ ス を
入力し ます。



RMM621 演算式設定

エン ド レスハウザー ジャパン 87

7 演算式設定

7.1 全般情報

• 式は、 「アナロ グ」 部と 「デジタル」 部で構成でき ます。 以下に示された演算子 と関数を使用で
き ます。

• 演算チャ ンネルは、 順々にカ スケードする こ と ができ ます。 つま り 、 最初の計算の結果を引き
続き次の計算に使用でき る と い う こ と です。 ただし、「前の」 チャ ンネルの計算値を使用する こ
と しかでき ません （例えば、演算チャ ンネル 3 は演算チャ ンネル 1 および 2 の結果にア ク セス
でき ますが、 演算チャ ンネル 4 ～ 8 の結果にア ク セスする こ と はでき ません）。

• 入力される式は、 最大 250 文字までの長さ にでき ます。

G09-RMM621ZZ-19-10-00-en-044

図 57 RMM621 の数式エデ ィ ター

1） カーソルを右に移動し ます。

2） カーソルを左に移動し ます。

3） 使用可能な数学関数を切 り 替えます。

4） 演算チャ ンネルの メ ニューに戻 り ます。

5） カーソルを上へ移動し ます。

6） カーソルを下へ移動し ます。

7.2 入力

入力は、 次の構文を使用し て、 式内に記述されます。

入力のタ イプ （信号タ イプ、 チャ ンネル番号）

入力のタ イプ ：

（*） ： 「アプ リ ケーシ ョ ンマネージ ャー」 は、 デジ タル入力と パルス入力を区別でき ます。 他の装
置では、 これらの入力は一緒にされます。

! 注意 ! 
使用可能な タ イプは、 装置に応じ て異な り ます （つま り 、 すべての装置に使用でき るわけではな
い）。 あ るいは、 装置のオプシ ョ ンに応じ て異な り ます。

タイプ 説明

AI アナロ グ入力

DI デジ タル入力 （*）

MI 演算チャ ンネル

II パルス入力 （*）
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信号タ イプ ：

! 注意 ! 
使用可能な信号タ イプは、 装置に応じ て異な り ます。 つま り 、 すべての装置に使用でき るわけで
はない と い う こ と です。

チャ ンネル番号 ： アナロ グチャ ンネル 1 = 1、 アナロ グチャ ンネル 2 = 2、
デジ タルチャ ンネル 1 = 1、 ...

例 ：

DI （2;4） È デジ タルチャ ンネル 4 のステータ ス

AI （1;1） È アナロ グチャ ンネル 1 の電流値

7.3 演算子 / 関数の優先度

式は、 普遍的に通用する次の数学的規則に従って処理されます。

• 括弧が最初
• 累乗は乗算よ り も優先度が高い
• 点はダ ッ シュ よ り も優先度が高い
• 左から右に向かって計算する

7.4 演算子

7.4.1 算術演算子

7.4.2 関係演算子

タイプ 説明

1 電流値 （測定値）

2 ステータ ス

3 カ ウ ン タ / 動作時間

演算子 機能

+ 加算

- 減算 / 負の算術符号

* 乗算

/ 除算

% モジ ュ ロ （除算 x/y の余 り ）、 [ モジ ュ ロ ] 関数も参照

^ x  の y 乗

演算子 機能

> 大な り

>= 大な り イ コール

< 小な り

<= 小な り イ コール

= イ コール

<> アン イ コール
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7.4.3 連結演算子

7.5 関数

7.5.1 標準関数

7.5.2 三角関数

以下の関数は、 ラ ジアンの角度を引数 と し て想定し ます。 角度が度数で指定されている場合は、
その角度に pi （） /180 を乗じ る こ と によ って、 その角度を ラ ジアンに変換する必要があ り ます。
も う 一つの方法と し ては、 [rad] 関数を使用する こ と も でき ます。

機能 構文 説明 例

|| Value1 || Value2 論理 「or」 （[or] 関数も参照） DI （2;1） || DI （2;2）

&& Value1 %% Value2 論理 「and」 （[and] 関数も参照） DI （2;1） && DI （2;2）

機能 構文 説明 例

ln ln （数値） 任意の数の自然対数を返し ます。 

自然対数は、 底と し て定数 e （2.71828182845904）

を持ちます。 

値 <= 0 については、 結果は未定義と な り ます。 装

置は 0 を使用し て動作を継続し ます。

ln （86） = 4.454347

log log （数値） 底 10 に対する引数の対数を計算し ます。 

値 <= 0 については、 結果は未定義と な り ます。

装置は 0 を使用し て動作を継続し ます。

log （10） = 1

exp exp （数値） 底 e を引数 と し て指定された数で累乗し ます。 定

数 e は自然対数の底であ り 、 2.71828182845904 と

い う 値を持っています。

exp （2.00） = 7.389056

abs abs （数値） 任意の数の絶対値を出し ます。 任意の数の絶対値

と は、 その数から算術符号を取 り 除いた数値の こ

と です。

abs （-1.23） = 1.23

pi pi （） 数値 PI の値 （3.14159265358979323846264） を出

し ます。

sqrt sqrt （数値） sqrt は、 引数 と し て指定された数の正の平方根を

計算し ます。 負の値については、 結果は未定義と

な り ます。 装置は 0 を使用し て動作を継続し ます。

sqrt （4） = 2

mod mod （数値 ; 除数） 除算の余 り を返し ます。 結果には、 除数と同じ算

術符号が付け られます。 

除数の値が 0 の場合は、 結果は未定義と な り ま

す。 装置は 0 を使用し て動作を継続し ます。

mod （5; 2） = 1

pow pow （数値 ; 指数） 累乗された数値を結果と し て返し ます。 pow （2, 3） = 23 = 8

quad quad （数値） 任意の数の二乗を返し ます。 quad （2） = 22 =4

機能 構文 説明 例

rad rad （数値） 度数から ラ ジアンへの変換 rad （270） = 4.712389 

degrees degrees （数値） ラ ジアンから度数への変換 degrees （pi （）） = 180
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以下の関数は、 -pi/2 ～ pi/2 の値を使用し て、 返された角度を ラ ジアンで出力し ます。 結果を度
数で表すこ と になっている場合は、 各結果に 180/pi （） を乗じ るか、 あ るいは [degrees] 関数を
使用する必要があ り ます。

7.5.3 論理関数

7.5.4 範囲関数

以下の関数における XX は、 → 7.2 章 「入力」 で説明されている入力のタ イプの 1 つを表し て
います。 範囲関数は、 入力のタ イプの 1 つを使用し なければ実行でき ません。

機能 構文 説明 例

sin sin （数値） 任意の数の正弦を返し ます。 sin （pi （）） Èpi ラ ジア

ンの正弦

sin （30*pi （） /180）

È30 度 （0.5） の正弦

cos cos （数値） 引数の余弦を返し ます。 cos （1.047） = 0.500171

tan tan （数値） 引数の正接を返し ます。 tan （0.785） = 0.99920

機能 構文 説明 例

asin asin （数値） 任意の数の逆正弦、 つま り 正弦の逆関数を返し ま

す （逆関数）。 逆正弦は -1 ～ +1 の範囲内の実引数

を想定し ます。 この範囲外の値が使用された場合

は、 装置は 0 を使用し て動作を継続し ます。

arcsin （-0.5） = -0.5236

arcsin （-0.5） *180/pi

（） = -30°

acos acos （数値） 任意の数の逆余弦、 つま り 余弦の逆関数を返し ま

す （逆関数）。 逆余弦は -1 ～ +1 の範囲内の実引数

を想定し ます。 この範囲外の値が使用された場合

は、 装置は 0 を使用し て動作を継続し ます。

arccos （-0.5） = 

2.094395

atan atan （数値） 任意の数の逆正接、 つま り 正接の逆関数を返し ま

す （逆関数）。

atan （1） = 0.785398

機能 構文 説明 例

if if （Check; 

Then_Value; 

Otherwise_Value）

「Check」 は任意の値または式です。 結果は TRUE 

または FALSE にでき ます。 この引数は、 任意の関

係演算子を採用でき ます。

「Then_Value」 は 「check」 が TRUE の場合に返さ

れる値です。 

「Otherwise_Value」 は 「check」 が FALSE の場合に

返される値です。

if （x>10;1;0）

値 x が 10 よ り 大きい

場合、 この関数は 1 を

返し ます。 そ う でない

場合は、 0 を返し ます。

or or （true1;true2） 引数が 1 つで も TRUE であれば、 TRUE を返し ま

す。 すべての引数が FALSE であれば、 FALSE を

返し ます。

! 注意 ! 

演算子 [||] も参照。

or （2>1;3>2） = true

or （2<1;3>2） = true

or （2<1;3<2） = false

and and （true1;true2） 両方の引数が TRUE であれば、TRUE を返し ます。 

引数の う ちの 1 つが FALSE の場合は、 この関数

は FALSE と い う 値を返し ます。

! 注意 ! 

演算子 [&&] も参照。

and （2>1;3>2） = true

and （2<1;3<2） =false

not not （論理値） 引数の値を逆にし ます。

NOT を使用する と、 任意の値が特定の値と 一致し

ないよ う にでき ます。

not （false） = true
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7.6 小数点

数式エデ ィ ターでは、 小数点を表すコ ンマ と小数点の両方を使用でき ます。 千の位を示すシンボ
ルはサポー ト されていません。

7.7 式の有効性の検査 / フ ェールセーフモー ド

入力された式が使用される前に、 その式の有効性がチェ ッ ク されます。 式は、 例えば次のよ う な
場合に無効と な り ます。
• 使用されるチャ ンネルがオンになっていない場合や、 それらのチャ ンネルが誤った動作モード

になっている場合 （ユーザーがチャ ンネルを後からオンにする可能性があ る ため、 入力中には
式はチェ ッ ク されません）。

• 式に無効な文字 / 式 / 関数 / 演算子が含まれている場合。 
• 式内で構文エラー （例えばパラ メ ータの数の誤 り ） が発生し ている場合。
• 無効な括弧が設定されている場合 （左角括弧の数 <> 右角括弧の数）。
• ゼロでの除算が実行される場合。
• チャ ンネルが自身を参照する場合 （無限再帰）。

セ ッ ト ア ッ プが導入されるか、 装置が起動される と、 無効な式はオフにされます。

7.7.1 認識できないエラー

可能な場合は、 式におけるエラーは入力中に直接報告されます。 ただし、 入力される式に見込ま
れる複雑さのせいで （例えば、 「if」 条件を使用し て異なる入力変数にア ク セスする式が複数接続
されている場合など）、 すべてのエラーを検出する こ と は不可能になっています。

7.8 例

8 保守
本装置については、 特別な保守や点検作業を行 う 必要はあ り ません。

機能 構文 説明 例

sumXX sumXX

（Type;From;To）

指定された範囲の入力信号の値を合計し ます。

Type ： 信号タ イプ （「入力」 を参照）

From ： 集計を開始する先頭のチャ ンネル番号 （0 = 

チャ ンネル 1）

To ： 集計の実行対象と な る最後のチャ ンネル番号

（0 = チャ ンネル 1）

sumXX （1;2;5） = チャ

ンネル 2 ～ 5 のすべ

ての電流値の合計

avgXX avgXX

（Type;From;To）

指定された範囲の入力信号の平均値を計算し ま

す。

avgXX （1;1;6）

minXX minXX

（Type;From;To）

指定された範囲の入力信号の最小値を出し ます。 minXX （1;1;6）

maxXX maxXX

（Type;From;To）

指定された範囲の入力信号の最大値を出し ます。 maxXX （1;1;6）

式 説明

AI （1;1） +AI （1;2） アナロ グチャ ンネル 1 + アナロ グチャ ンネル 2

avgAI （1;1;4） アナロ グチャ ンネル 1 ～ 4 すべての平均値

if （DI （2;1） ;AI （1;1） +AI （1;2） ;AI （1;1） +AI

（1;3））

デジ タル入力 1 が 「オン」 になっていれば、 アナロ

グチャ ンネル 1 + アナロ グチャ ンネル 2 が計算され

ます。 そ う でない場合は、 アナロ グチャ ンネル 1 + 

アナロ グチャ ンネル 3 が計算されます。
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9 ア クセサリー

識別名 注文コード

PC 設定ソ フ ト ウ ェ ア ReadWin® 2000 および 3.5 mm ジ ャ ッ ク プラ グ付き シ リ アル設定

ケーブル

RMM621A-VK

外部デ ィ スプレ イ （パネル取付） 144 x 72 x 43 mm RMM621A-AA

保護ハウ ジング IP 66 （レール取付装置用） 52010132

PROFIBUS イ ン ターフ ェ イ ス RMM621A-P1

デジ タル拡張カード

入力 ： 2 x 20 kHz 以下のデジ タル、 4 x 4 Hz 以下のデジ タル

出力 ： 6 x SPST リ レー

RMM621A-DA

U-I-TC 拡張カード

入力 ： 2 x U、 I、 TC

出力 ： 2 x 0/4 ～ 20 mA/ パルス、 2 x デジ タル、 2 x SPST リ レー

RMM621A-MA

温度用拡張カード

入力 ： 2 x Pt100/500/1000

出力 ： 2 x 0/4 ～ 20 mA/ パルス、 2 x デジ タル、 2 x リ レー

RMM621A-TA

電源用拡張カード

入力 ： 2 x 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス、 変換器電源ユニ ッ ト 付き

出力 ： 2 x 0/4 ～ 20 mA/ パルス、 2 x デジ タル、 2 x リ レー

RMM621A-UA
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10 ト ラ ブルシューテ ィ ング

10.1 ト ラブルシューテ ィ ング手順

設定後、 または運転中にエラーが発生し た場合は、 必ず次のチェ ッ ク リ ス ト を使用し て ト ラブル
シ ューテ ィ ングを開始し て く ださい。 様々な質問に答え る こ と で、 エラーの原因 と適切な対処法
がわかる よ う になっています。

10.2 システムエラー メ ッ セージ

システムエラー メ ッ セージ 原因 対策

「校正データエラー ス ロ ッ ト  %c」 工場で設定された校正データに誤 り があ る /

工場で設定された校正データ を読み取れない

カード をいったん取 り 外し てから、 再び挿入

し直し ます （  3.2.1 章 「拡張カード の取

付」）。 エラー メ ッ セージが再度表示される場合

は、 弊社サービ スにご連絡 く ださい。

リ ング メ モ リ エラー メ ッ セージ 原因 対策

「電流読取 り 項目の読み取 り エラー」 イベン ト バッ フ ァ のエラー、 読取 り エラー 弊社サービ ス組織にご連絡 く ださい。 リ ング

メ モ リ の リ セ ッ ト が必要です。
「電流書込み項目の読み取 り エラー」 イベン ト バッ フ ァ のエラー、 書込みエラー

「電流最古値の読み取 り エラー」

入力 / 出力における一般エラー 原因 対策

「端子が割 り 当て られていません !」 割 り 当て られていない端子が [ 自己診断 ] メ

ニ ューに表示される こ と になっている

使用されている端子のみを選択し て く だ さい。

「回路遮断 ： ス ロ ッ ト 、 端子」 電流入力におけ る入力電流値が 3.6 mA 未満で

あ る （「4 ～ 20 mA」 の設定の場合） か、 あ る

いは 21 mA を超えている

• 配線が ミ ス

• センサが 4～20 mA のレ ンジに設定されてい

ない

• センサの誤動作

• 流量変換器の終了値が不適切に設定されて

いる

• センサの設定を確認し ます。 

• センサの機能を確認し ます。

• 接続された流量計の終了値を確認し ます。

• 配線を確認し ます。

「オーバーレ ンジ ; 回路遮断は ok ： ス ロ ッ ト 、

端子」

3.6 mA < x < 3.8 mA （「4 ～ 20 mA」 の設定の場

合） あ るいは 20.5 mA < x < 21 mA

• 配線が ミ ス

• センサが 4～20 mA のレ ンジに設定されてい

ない

• センサの誤動作

• 流量変換器の終了値が不適切に設定されて

いる

• センサの設定を確認し ます。 

• センサの機能を確認し ます。

• 接続された流量計の終了値を確認し ます。

• 配線を確認し ます。

「パルスバッ フ ァ オーバーフ ロー」 蓄積されたパルスが多過ぎ る ため、 パルス カ

ウ ン タがオーバーフ ローし ている ： パルスが

失われている

パルス フ ァ ク タ を増やし ます。

「オーバーレ ンジ ： ス ロ ッ ト 、 端子」 3.6 mA < x < 3.8 mA （「4 ～ 20 mA」 の設定の場

合） あ るいは 20.5 mA < x < 21 mA

• 配線が ミ ス

• センサが 4～20 mA のレ ンジに設定されてい

ない

• センサの誤動作

• 流量変換器の終了値が不適切に設定されて

いる

• センサの設定を確認し ます。 

• センサの機能を確認し ます。

• 接続された流量計の終了値を確認し ます。

• 配線を確認し ます。
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10.3 プロセスエラー メ ッ セージ

「信号レ ンジ違反 ： ス ロ ッ ト 、 端子」 電流出力信号が 3.6 mA 未満であ るか、 あ るい

は 21 mA を超えている

• 電流出力が正し く スケー リ ング されている

かど う かを確認し ます。

• スケー リ ングの開始値および/ または終了値

を変更し ます。

S-Dat モジュール 原因 対策

「カ ウ ン タ示数および / または動作データ を S-

DAT モジ ュールに書き込む際にエラーが発生

し ま し た !」 "

S-Dat モジ ュールへのデータの読込み時か、 あ

るいは S-Dat モジュールか らのデータの読出

し時のエラー

S-Dat モジュールをいったん取 り 外し てから、

再び取 り 付け直し ます。  必要に応じ て、 お近

く の弊社サービ ス組織にご連絡 く ださい。

「S-DAT モジュールが存在し ていないか、 S-

DAT モジ ュールにデータが存在し ていません

!」

S-Dat モジ ュールへのデータの読込み時か、 あ

るいは S-Dat モジュールか らのデータの読出

し時のエラー

S-Dat モジュールをいったん取 り 外し てから、

再び取 り 付け直し ます。  必要に応じ て、 お近

く の弊社サービ ス組織にご連絡 く ださい。

「別の装置に属し ている S-DAT モジュールで

す。 と にか く データ を採用し ますか ?」

S-Dat モジ ュールへのデータの読込み時か、 あ

るいは S-Dat モジュールか らのデータの読出

し時のエラー

S-Dat モジュールをいったん取 り 外し てから、

再び取 り 付け直し ます。  必要に応じ て、 お近

く の弊社サービ ス組織にご連絡 く ださい。

「S-DAT モジュールからの動作データの読出し

エラー !」

S-Dat モジ ュールへのデータの読込み時か、 あ

るいは S-Dat モジュールか らのデータの読出

し時のエラー

S-Dat モジュールをいったん取 り 外し てから、

再び取 り 付け直し ます。  必要に応じ て、 お近

く の弊社サービ ス組織にご連絡 く ださい。

「S-DAT モジュールからのカ ウ ン タ示数の読出

しエラー !」

S-Dat モジ ュールへのデータの読込み時か、 あ

るいは S-Dat モジュールか らのデータの読出

し時のエラー

S-Dat モジュールをいったん取 り 外し てから、

再び取 り 付け直し ます。  必要に応じ て、 お近

く の弊社サービ ス組織にご連絡 く ださい。

入力 / 出力における一般エ ラー 原因 対策

セ ッ ト ア ッ プ時のエ ラー メ ッ セージ 原因 対策

「無効な日付です !」 入力された日付が不適切 入力された値の修正。

「無効な時刻です !」 入力された時刻が不適切 入力された値の修正。

「開始値と 終了値を同じ値にし てはな り ません

!」

入力 / 出力のス ケー リ ングの上限および下限

に同じ値が入力されている

入力 / 出力のスケー リ ングの値をチェ ッ ク し

て く だ さい ： 開始 / 終了値の編集フ ィ ール ド

に同じ値が入力されていませんか ? その場合

は、 値を修正し て く ださい。

「テキス ト には、 1 つ以上の文字が含まれてい

なければな り ません !」

テキス ト フ ィ ール ド が編集されていない テキス ト フ ィ ール ド をチェ ッ ク し て く だ さ

い ： 関連するすべての位置にテキス ト が入力

されていますか ? 例えば、 設定されたテレア

ラーム用にエラー メ ッ セージが入力されてい

ますか ? そ う でない場合は、 指定されたエ

ラー メ ッ セージが出力されます。

「デルタ t は 0 ～ 60 秒の値でなければな り ま

せん !」

グ ラ ジエン ト を指定する際に、 不適切な時間 

∆t が入力された

値の範囲に応じ て値を入力し ます。

「動作データ を読み出せませんでし た。 標準値

が使用されます。」

フ ォーマ ッ ト が異なっている ため、 保存され

た動作データ を読み取れない

ソ フ ト ウ ェ アが想定し ている フ ォーマ ッ ト が

実際に使用されている現在のフ ォーマ ッ ト と

一致し ていないため、 装置を再設定し て く だ

さい。 再設定後も こ のエラーが発生する場合

は、 弊社サービ ス組織にご連絡 く ださい。
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「デ ィ スプレ イ用に定義された値があ り ませ

ん。 [ セ ッ ト ア ッ プ ]�  [ デ ィ スプレ イ ]  

[ グループ ] で設定し て く ださい。」

表示される表示グループ内で、 出力される値

が指定されていない

表示グループをチェ ッ ク し て く だ さい ： 表示

されるすべてのグループに適切な値が入力さ

れていますか ? 例えば、 アナロ グ入力 1 につ

いてあ る値が出力される こ と になっているの

に、 その値が設定されていない場合などに、

こ のエラー メ ッ セージが表示されます。 別の原

因と し ては、 アナロ グ入力 1 について積算が

指定されていないのに、 関連する カ ウ ン タ値

が表示される こ と になっている場合などが考

え られます。

表の入力 原因 対策

「表の 1 列目に値が二重に入力されています。 

値を修正するか、 その行を削除し て く ださ

い。」

表のエラー （例えば リ ニア ラ イゼーシ ョ ン表

など）

リ ニア ラ イゼーシ ョ ン表の値をチェ ッ ク し て

く ださい ： 1 列目に値が二重に入力されていま

せんか ? その場合は、2 つの値の う ちの 1 つを

修正するか、 1 行だけを残し て、 表内に何度も

入力されている値すべてを削除し て く だ さい。

「最大行数に達し ま し た。 これ以上行を追加で

き ません。」

その表のために用意されている行数を超え る

数の行を表に入力し よ う と し た。

これまでに入力されたセルがすべて必要であ

るかど う かをチェ ッ ク し、 重複し ている行を

削除し て く だ さい。 例えば、

• 行 1 ： 4mA --> 0m

• 行 2 ： 8mA --> 10m

• 行 3 ： 12mA --> 20m

と なっている場合、 RMM621 は、 中間値の補

間が組み込まれている ため、 8mA --> 10 と い

う 値ペアを自動的に計算するので、 入力信号

と し て 8mA を持つ行を省略でき ます。 これに

よ り 、 表内で 1 行節約する こ と ができ、 その

行を別の値ペアのために使用でき る よ う にな

り ます。

「最小行数 （2） に達し ま し た。 これ以上行を削

除でき ません。」

表の行数を 2 未満に減ら そ う と し た 行数 < 2 になる と、 RMM621 は中間値の補間を

正確に実行でき な く なる ため、 こ のエラー

メ ッ セージが出力されます。 これ以上行を減ら

すこ と はお止め く だ さい。 2 行未満の行数しか

ない表を保持し ていて も意味がないので、 そ

の表に関連付け られた関数が実行されな く な

る よ う に、 その表を無効にし て く ださい。

数式エデ ィ ターの エラー メ ッ セージ 原因 対策

「式でのエラー」 数式におけ る一般エラー 数式エデ ィ ターを使用し て入力し た式を

チェ ッ ク し て く ださい。 その際には、 演算チャ

ンネルの設定に関する章に記載されているガ

イ ド ラ イ ンに従って く ださい。

「[From] チャ ンネルは [To] チャ ンネル以下で

なければな り ません。」

関数のパラ メ ータが正し く 指定されていない 例えば、 複数のアナロ グチャ ンネルの合計が

計算される場合は、 最初のチャ ンネルの識別

名 < 最後のチャ ンネルの識別名と なっている

必要があ り ます。

不適切 ： SUM （AI5; AI1）

適切 ： SUM （AI1; AI5）

これによ り 、 アナロ グ入力 AI1、 AI2、 AI3、

AI4、 AI5 の合計がマ ッ ピング されます。

標準関数は削除でき ません ! 装置に保存された式に、 削除でき ない標準関

数が含まれている

編集し た式をチェ ッ ク し て く ださい。

パラ メ ータの数が無効です ! 式内で無効な数のパラ メ ータが使用された 式内のパラ メ ータの数をチェ ッ ク し て く ださ

い。

メ モ リ が不足し ています ! 要求される関数に十分なだけの装置の メ モ リ

がない

式をチェ ッ ク し て、 （例えば構成要素の一部を

取 り 除 く こ と によ って） 必要な メ モ リ 空間を

減少でき る よ う に式を最適化でき るかど う か

を確認し て く ださい。

セ ッ ト ア ッ プ時のエラー メ ッ セージ 原因 対策
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パラ メ ータが多過ぎます ! 関数に対し て入力されたパラ メ ータが多過ぎ

る

関数に転送されるパラ メ ータの数をチェ ッ ク

し て く ださい。 例えば、 常用対数には、 パラ

メ ータ を 1 つしか含められません。

無効な演算子です ! その関数で許可されていない演算子が指定さ

れた

式が正しいかど う かをチェ ッ ク し て く だ さい。

数式バッ フ ァ が破壊されま し た ! 入力された式が破壊された / 入力された式が

正しい ものではな く なった

装置を再起動し、 必要に応じ て、 式を再入力

し ます。 このエラーが再発生する場合は、 弊社

サービ ス組織にご連絡 く だ さい。

メ モ リ のサイ ズの推定 ： メ モ リ が不足し てい

ます !

保存される式 / 表の長さ またはデータの量が、

装置の メ モ リ 容量を超過し ている

式 （最大長 ： 255 文字 / 式）、 使用される表の

サイ ズ （最大サイ ズについては、 操作パラ

メ ータの リ ス ト を参照） および保存される値

の数をチェ ッ ク し て く ださい ： 例えば メ モ リ

間隔を長 く する と い う よ う な、 減少 / 最適化

は可能ですか ?

オペラ ン ド が見つか り ません 保存された式内で、 オペラ ン ド が指定されて

いない

オペラ ン ド を追加し て く だ さい。

左角括弧の数 と右角括弧の数が等し く あ り ま

せん !

式内の右角括弧の数が少な過ぎ る / 多過ぎ る 式をチェ ッ ク し て く ださい ： 左角括弧の数と

右角括弧の数が一致し ていますか ? 必要に応

じ て、 方程式内の括弧を修正し ます。

式の構文におけるエラー ! 入力された式での構文エラー 式をチェ ッ ク し て く ださい ： 例えば、 「+」 の

後に別の加数があ り ますか ? 適切なパラ メ ー

タが使用されていますか ?

関数におけるエラー ! 関数における一般エラー 式をチェ ッ ク し て く ださい。

パラ メ ータが少な過ぎます ! 関数に対し て入力されたパラ メ ータが少な過

ぎ る

関数に転送されるパラ メ ータの数をチェ ッ ク

し て く ださい。 例えば、 常用対数には、 パラ

メ ータ を 1 つだけ含める必要があ り ます。

ゼロでの除算 ! 方程式の分母の結果が値 = 0 と なった 設定されたエラー処理をチェ ッ ク し て く ださ

い ： 例えば、 あ る入力の値が除算の分母に含

まれている場合、 その入力の回路遮断が発生

し た と きに、 それ以降の計算に一定値が使用

されるのであれば、 その値を 0 以外の値に設

定し て く ださい。 

テレアラームエラー メ ッ セージ 原因 対策

「SMS」 が正常に送信されま し た」 これはエラー メ ッ セージではな く 、 送信手順

が う ま く いった場合にイベン ト リ ス ト に入力

されるだけの メ ッ セージです。

「SMS を指定された受信者すべてに送信する こ

と はでき ませんでし た。」

例えば誤った電話番号が指定された り 、 入力

されていた り し たために、 SMS サービ スセン

ター /SMS 受信者に到達でき なかった

指定された電話番号をチェ ッ ク し、 必要に応

じ て、 サービ スプロバイ ダーに連絡し て く だ

さい。

数式エデ ィ ターの エラー メ ッ セージ 原因 対策
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10.4 スペアパーツ

G09-RMM621ZZ-09-10-06-xx-000

図 58 RMM621 のスペアパーツ

位置番号 品名 説明 注文コード

1 前面 デ ィ スプレ イのないバージ ョ ン用の前面カバー RMM621X-HA

デ ィ スプレ イ付きバージ ョ ン用の前面カバー RMM621X-HB

2 ハウ ジング ハウ ジング コ ンプ リ ー ト 、 前面な し + 3 x ダ ミ ープラ グ

イ ン + 3 x ボード用プラ グ イ ンフ レーム

RMM621X-HC

3 バスボード バスボード RMM621X-BA

4 電源 AC 90 ～ 253V の電源 RMM621X-NA

DC 20 ～ 36V/AC 20-28V の電源 RMM621X-NB

AC 90 ～ 253V/ATEX バージ ョ ンの電源 RMM621X-NC

DC 20 ～ 36V/AC 20 ～ 28V/ATEX バージ ョ ンの電源 RMM621X-ND

5 デ ィ スプレ イ デ ィ スプレ イ コ ンプ リ ー ト 、 非防爆 RMM621X-DA

前面ボード、 デ ィ スプレ イのないバージ ョ ン用、 非防爆 RMM621X-DB

デ ィ スプレ イ + 前面カバー、 非防爆 RMM621X-DC

デ ィ スプレ イ + 前面カバー、 ニュー ト ラル、 非防爆 RMM621X-DD

デ ィ スプレ イ コ ンプ リ ー ト 防爆 RMM621X-DE

前面ボード、 デ ィ スプレ イのないバージ ョ ン用、 防爆 RMM621X-DF

デ ィ スプレ イ + 前面カバー、 防爆 RMM621X-DG

デ ィ スプレ イ + 前面カバー、 ニュー ト ラル、 防爆 RMM621X-DH
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6 拡張ボード 温度用拡張カード （Pt100/Pt500/Pt1000） コ ンプ リ ー ト 、

コネ ク タおよび固定フ レームを含む

RMM621A-TA

温度用拡張カード ATEX 承認、 （Pt100/500/1000） コ ン

プ リ ー ト 、 端子を含む

RMM621A-TB

汎用拡張カード （PFM/ パルス / アナロ グ / ループ電源）

コ ンプ リ ー ト 、 コネ ク タおよび固定フ レームを含む

RMM621A-UA

汎用拡張カード ATEX 承認 （PFM/ パルス / アナロ グ /

LPS） コ ンプ リ ー ト 、 端子を含む

RMM621A-UB

拡張カード 2 x U、 I、 TC、 出力 2 x 0/4 mA/ イ ンパルス、

2 x デジ タル、 2 x リ レー SPST

RMM621A-CA

拡張カード 2 x U、 I、 TC、 ATEX 承認、 出力 2 x 0/4 ～

20mA/ イ ンパルス、 2 x デジ タル、 2x リ レー SPST

RMM621A-CB

デジ タル用拡張カード、 6 x デジ タル 入力、 6 x リ レー

出力、 コ ンプ リ ー ト 、 端子および固定フ レームを含む

RMM621A-DA

デジ タル用拡張カード  ATEX 承認、 6 x デジ タル 入力、

6 x リ レー出力、 コ ンプ リ ー ト 、 端子および固定フ レー

ムを含む

RMM621A-DB

7 電源端子 電源端子 4 極 51000780

8 リ レー端子 /

ループ電源

端子プラ グ イ ン 4 極 SMSTB2、 5 91/92/53

リ レー端子 / ループ電源

51004062

9、 10 アナロ グ端子 端子プラ グ イ ン 4 極 SMSTB2、 5 82/81/10

アナロ グ端子 1 （PFM/ パルス / アナロ グ / ループ電源）

灰色

51004063

端子プラ グ イ ン 4 極 SMSTB2、 5 82/81/10/11

アナロ グ端子 1 （PFM/ パルス / アナロ グ / ループ電源）

青色

51005957

端子プラ グ イ ン 4 極 SMSTB2、 5 83/81/110

アナロ グ端子 2 （PFM/ パルス / アナロ グ / ループ電源）

灰色

51004064

端子プラ グ イ ン 4 極 SMSTB2、 5 82/81/10

アナロ グ端子 2 （PFM/ パルス / アナロ グ / ループ電源）

青色

51005954

11 端子 RS485 端子プラ グ イ ン 4 極 SMSTB2、 5 104 ～ 101

端子 RS485

51004065

12 出力端子 端子プラ グ イ ン 4 極 SMSTB2、 5 134 ～ 131

出力端子 （アナロ グ / パルス）

51004066

13 リ レー端子 /

拡張ボード

端子プラ グ イ ン RMx621 リ レー 51004912

14、 15 拡張ボード /

端子出力

端子 RMX621 デジ タル / オープン コ レ ク タ 51004911

端子プラ グ イ ン 4 極 SMSTB2、 5 134 ～ 131

出力端子 （アナロ グ / パルス）

51004066

コネ ク タ 4 ピン RMM621 デジ タル出力 I 51010524

コネ ク タ 4 ピン RMM621 デジ タル出力 II 51010525

コネ ク タ 4 ピン RMM621 デジ タル出力 III 51010519

位置番号 品名 説明 注文コード
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16、 17、

18、 19

拡張ボード /

端子入力

端子プラ グ イ ン RMx621、 入力 1、 RTD

（Pt100/Pt500/Pt1000） 灰色

51004907

端子プラ グ イ ン 防爆 RMx621、 入力 1、 RTD

（Pt100/Pt500/Pt1000） 青色

51005958

端子プラ グ イ ン RMx621、 入力 2、 RTD

（Pt100/Pt500/Pt1000） 灰色

51004908

端子プラ グ イ ン 防爆 RMx621、 入力 2、 RTD

（Pt100/Pt500/Pt1000） 青色

51005960

端子プラ グ イ ン RMx621、 入力 1、 4 ～ 20mA、

PFM、 パルス、 ループ電源 ; 灰色

51004910

端子プラ グ イ ン 防爆 RMx621、 入力 1、 4 ～ 20mA

PFM、 パルス、 ループ電源 ; 青色

51005959

端子プラ グ イ ン RMx621、 入力 2、 4 ～ 20mA、

PFM、 パルス、 ループ電源 ; 灰色

51004909

端子プラ グ イ ン 防爆 RMx621、 入力 2、 4 ～ 20mA

PFM、 パルス、 ループ電源 ; 青色

51005953

コネ ク タ 4 ピン RMM621 デジ タル入力 青色 51010521

コネ ク タ 4 ピン RMM621 デジ タル入力 灰色 51010520

コネ ク タ 4 ピン RMM621 デジ タル入力 II 青色 51010523

コネ ク タ 4 ピン RMM621 デジ タル入力 II 灰色 51010522

コネ ク タ 4 ピン RMM621 UITC I 青色 71005489

コネ ク タ 4 ピン RMM621 UITC I 灰色 71005487

コネ ク タ 4 ピン RMM621 UITC II 青色 71005492

コネ ク タ 4 ピン RMM621 UITC II 灰色 71005491

位置番号 20 CPU ボード RMM621C-

A 非防爆

B ATEX バージ ョ ン

C FM ASI I、 II、 III/1/ABCDEFG

D CSA （Ex ia） I、 II、 III/1/ABCDEFG

A 非防爆

操作言語 :

A ド イ ツ語

B 英語

C フ ラ ン ス語

D イ タ リ ア語

E スペイ ン語

F オ ラ ンダ語

装置ソ フ ト ウ ェ ア ：

AA 演算パ ッ ケージ

AB 演算パ ッ ケージ + テレア ラーム

AC 演算パ ッ ケージ + 制御

AD 演算パ ッ ケージ + 制御 + テレア ラーム

YY 特殊

RMM621C- ⇐ 注文コー ド （パー ト  1）

位置番号 品名 説明 注文コード
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10.5 返却

修理などのために本装置を返却する場合は、 保護梱包し て送る必要があ り ます。 納入時の包装 と
同じ よ う に包装する と、 最大限の保護効果が得ら れます。 販売元のサービ ス組織以外で修理を
行ってはな り ません。 サービ スネ ッ ト ワーク の概要については、 本取扱説明書の住所ページを参
照し て く ださい。

! 注意 ! 
修理のために返送する場合は、 エラーと用途を記載し た メ モを同封し て く ださい。

10.6 廃棄

本装置には電子部品が含まれているため、 廃棄する場合は、 家電系廃棄物 と し て処理する必要が
あ り ます。 また、 廃棄に関する地方条例にも従って く ださ い。

通信 :

1 1x RS232+1x RS485

5 1xRS232+2xRS485

A 1 x RS232 + 1 x RS485 + イーサネ ッ ト

イーサネ ッ ト のレ ト ロ フ ィ ッ ト については、 サービ スにお問い合わせ く だ さい。

E 1 x RS232 + 2 x RS485 + イーサネ ッ ト

イーサネ ッ ト のレ ト ロ フ ィ ッ ト については、 サービ スにお問い合わせ く だ さい。

バージ ョ ン ：

A 標準

RMM621C- ⇐ 注文コー ド （完結）

位置番号 21 S-Dat 
モジ ュール

RMM621S-

ソ フ ト ウ ェ ア

1 標準ソ フ ト ウ ェ ア

バージ ョ ン

A 標準

RMM621S- 1 A ⇐ 注文コー ド
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11 技術データ

11.0.1 入力

測定変数 電圧 （アナロ グ入力およびデジタル入力）、 電流 （アナロ グ入力）、 PFM、 パルス

入力信号 アナロ グ信号と し て実装されているプロセス変数 （流量、 レベル、 圧力、 温度、 密度など）

測定範囲

測定変数 入力

電流 • 0/4 ～ 20 mA +10% 超過

• 最大入力電流 150 mA

• 入力イ ンピーダン ス < 10 Ω
• 精度 フルスケール値の 0.1%

• 温度ド リ フ ト  0.04% / K

• 信号ダンピング 1 次ローフ ィ ルタ、 フ ィ ルタ定数 0 ～ 99 s に調整可

• 解像度 13 ビ ッ ト

電流 （U-I-TC カー ド） • 0/4 ～ 20 mA +10% 超過

• 最大入力電流 80 mA

• 入力イ ンピーダン ス = 10 Ω
• 精度 フルスケール値の 0.1%

• 温度ド リ フ ト  0.01% / K

PFM • 周波数の範囲 0.01 Hz ～ 18 kHz

• 信号レベル 

- ロー ： 2 ～ 7 mA; 

- ハイ ： 13 ～ 19 mA

• 測定 メ ソ ッ ド ： 周期の長さ / 周波数測定

• 精度 測定値の 0.01%

• 温度ド リ フ ト  温度範囲全体の 0.01% 超過

パルス • 周波数の範囲 0.01 Hz ～ 18 kHz

• 信号レベル 2 ～ 7 mA 低 ; 13 ～ 19 mA 高、 最大 24 V 電圧レベルで約 1.3 kΩ 減の抵抗器

電圧 （デジ タル入力） • 電圧レベル

- ロー ： -3 ～ 5 V

- ハイ ： 12 ～ 30V （DIN 19240 に準拠）

• 入力電流 通常は 3 mA、 過負荷保護および逆電圧保護付き

• サンプ リ ング周波数 ： 4 x 4 Hz （端子 83、 85、 93、 95）

• 2 x 20kHz （端子 81、 91）

電圧 （アナログ入力） • 電圧 ： 0 ～ 10 V、 0 ～ 5 V、 ± 10 V、 誤差 測定範囲の ± 0.1%、 入力イ ンピーダン ス > 400 kΩ
• 電圧 ： 0 ～ 100 mV、 0 ～ 1 V、 ± 1 V、 ± 100 mV、 誤差 測定範囲の ± 0.1%、 入力イ ンピーダン ス > 1 MΩ
• 温度ド リ フ ト ： 0.01% / K

測温抵抗体 （RTD） （ITS 90 に準

拠）

識別名 測定範囲 精度 （4 線式接続）

Pt100 -200 ～ 800 ℃ フルス ケール値の 0.03%

Pt500 -200 ～ 250 ℃ フルス ケール値の 0.1%

Pt1000 -200 ～ 250 ℃ フルス ケール値の 0.08%

• 接続のタ イプ ： 3 線式または 4 線式システム

• 測定電流 500 µA
• 解像度 16 ビ ッ ト

• 温度ド リ フ ト  0.01% / K
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電気的絶縁性 入力は、 個々の拡張カード と基本ユニ ッ ト と の間で電気的に絶縁されています （ 「出力」 の下の
「電気的絶縁」 も参照）。

! 注意 ! 
デジ タル入力の場合、 すべての端子対は互いに電気的に絶縁されています。

11.0.2 出力

出力信号 電流、 パルス、 変換器電源 （TPS） およびス イ ッチング出力

電気的絶縁性 基本ユニ ッ ト ：

熱電対 （TC） タ イプ 測定範囲 精度

J （Fe-CuNi）、

IEC 584

-210 ～ 999.9 ℃ -100 ℃において ± （0.15% oMR +0.5 K）

K （NiCr-Ni）、

IEC 584

-200 ～ 1372 ℃ -130 ℃ において ± （0.15% oMR +0.5 K）

T （Cu-CuNi）、

IEC 584

-270 ～ 400 ℃ -200 ℃ において ± （0.15% oMR +0.5 K）

N （NiCrSi-NiSi）、

IEC 584

-270 ～ 1300 ℃ -100 ℃において ± （0.15% oMR +0.5 K）

B （Pt30Rh-Pt6Rh）、

IEC 584

0 ～ 1820 ℃ 600 ℃ において ± （0.15% oMR +1.5 K）

D （W3Re/W25Re）、

ASTME 998

0 ～ 2315 ℃ 500 ℃ において ± （0.15% oMR +1.5 K）

C （W5Re/W26Re）、

ASTME 998

0 ～ 2315 ℃ 500 ℃ において ± （0.15% oMR +1.5 K）

L （Fe-CuNi）、

DIN 43710、 GOST

-200 ～ 900 ℃ -100 ℃において ± （0.15% oMR +0.5 K）

U （Cu-CuNi）、

DIN 43710

-200 ～ 600 ℃ -100 ℃において ± （0.15% oMR +0.5 K）

S （Pt10Rh-Pt）、

IEC 584

0 ～ 1768 ℃ 0 ～ 100 ℃ の間で ± （0.15% oMR +3.5 K）

100 ～ 1768 ℃ の間で ± （0.15% oMR +1.5 K）

R （Pt13Rh-Pt）、

IEC 584

-50 ～ 1768 ℃ 0 ～ 100 ℃ の間で ± （0.15% oMR +3.5 K）

100 ～ 1768 ℃ の間で ± （0.15% oMR +1.5 K）

内部温度補正誤差 ： ≤ 3 ℃

測定変数 入力

端子との接続の指定 電源
（L/N）

入力 1/2
0/4 ～ 20 mA/
PFM/ パルス

（10/11）または
（110/11）

入力 1/2 TPS 
ユニット

（82/81）または 
（83/81）

出力 1/2 
0 ～ 20 mA/ パルス

（132/131）または 
（134/133）

インターフェイ
ス RS232/485 
ハウジング
前面または

（102/101）

TPS ユニッ
ト、外部 

（92/91）

デジタル入力
（94/95/96）

電源 2.3 kV 2.3 kV 2.3 kV 2.3 kV 2.3 kV 2.3 kV

入力 1/2

0/4 ～ 20 mA/PFM/ パル

ス

2.3 kV 500 V 500 V 500 V 500 V

入力 1/2 TPS ユニ ッ ト 2.3 kV 500 V 500 V 500 V 500 V

出力 1/2

0 ～ 20 mA/ パルス

2.3 kV 500 V 500 V 500 V 500 V 500 V

イ ン ターフ ェ イ ス RS232/

RS485

2.3 kV 500 V 500 V 500 V 500 V 500 V
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! 注意 ! 

指定された絶縁圧力は、 AC テス ト 電圧 Ueff です。 これは、 接続間に適用されます。

判定の基本原則 ： IEC 61010-1、 保護等級 II、 過電圧分類 II

11.0.3 出力変数 電流 - パルス

電流 • 0/4 ～ 20 mA +10% 超過、 逆転可
• 最大ループ電流 22 mA （短絡電流）
• 20 mA で最大負荷 750 Ω
• 精度 フルスケール値の 0.1%
• 温度ド リ フ ト ： 0.1% / 10 K 周囲温度
• 周波数 < 50 kHz の 500 Ω で出力 リ ッ プル < 10 mV
• 解像度 13 ビ ッ ト
• エラー信号 NAMUR NE43 に準拠し て 3.6 mA または 21 mA リ ミ ッ ト に調整可

パルス 基本ユニ ッ ト ：

• 周波数の範囲 12.5 kHz 以内
• 電圧レベル 0 ～ 1 V  低、 12 ～ 28 V 高
• 最小負荷 1 kΩ
• パルス幅 0.04 ～ 1000 ms

拡張カード （デジ タルパッ シブ、 オープン コ レ ク タ） ：

• 周波数の範囲 12.5 kHz 以内
• I max. = 200 mA
• U max. = 24 V ± 15%
• U low/max. = 1.3 V （200 mA 時）
• パルス幅 0.04 ～ 1000 ms

数 数 ：

• 2 x 0/4 ～ 20 mA/ パルス （基本ユニ ッ ト ）
• イーサネ ッ ト オプシ ョ ンを使用する場合 ： 基本装置には出力は存在し ません。

最大数 ：

• 10 x 0/4 ～ 20 mA/ パルス （拡張カード の数によ り 異なる）
• 6 x デジタルパッ シブ （拡張カード の数によ り 異なる）

信号源 使用可能なすべての複数機能入力 （電流、 PFM またはパルス入力） および結果は、 自由に出力に
割 り 当て る こ と ができ ます。

11.0.4 スイ ッ チング出力

機能 リ ミ ッ ト リ レーは次の動作モード で切 り 替わ り ます：最小 / 最大安全、 グ ラ ジエン ト 、 ア ラーム、
周波数 / パルス、 装置エラー

スイ ッ チ動作 バイナ リ 、 リ ミ ッ ト 値に到達する と切 り 替わ り ます （無電位 NO 接点）

TPS ユニ ッ ト 、 外部 2.3 kV 500 V 500 V 500 V 500 V 500 V

デジ タル入力 （81/83/85 

および 91/93/95）

2.3 kV 500 V 500 V 500 V 500 V 500 V 500 V

入力 1/2 U/I/TC 2.3 kV 500 V 500 V 500 V 500 V 500 V 500 V

端子との接続の指定 電源
（L/N）

入力 1/2
0/4 ～ 20 mA/
PFM/ パルス

（10/11）または
（110/11）

入力 1/2 TPS 
ユニット

（82/81）または 
（83/81）

出力 1/2 
0 ～ 20 mA/ パルス

（132/131）または 
（134/133）

インターフェイ
ス RS232/485 
ハウジング
前面または

（102/101）

TPS ユニッ
ト、外部 

（92/91）

デジタル入力
（94/95/96）
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リ レースイ ッ チング容量 最大 AC 250V、 3 A /DC 30V、 3 A

! 注意 ! 
拡張カード の リ レーについては、 低電圧と超低電圧の混合は許可されません。

スイ ッ チング周波数 最大 5 Hz

し きい値 自由にプロ グ ラ ム可能

ヒ ステ リ シス 0 ～ 99%

信号源 使用可能なすべての入力および計算された変数は、 ス イ ッ チング出力に自由に割 り 当てる こ と が
でき ます。

出力状態の数 > 100,000

スキャ ン率 500 ms

数 1 （基本ユニ ッ ト において）

最大数 ： 19 （拡張カード の数と種類によ り 異な る）

11.0.5 変換器電源と外部電源

• 変換器電源供給ユニ ッ ト （TPS） 、 端子 81/82 または 81/83 （オプシ ョ ンの電源用拡張カー ド
181/182 または 181/183） ：
最大出力電圧 DC 24 V ± 15%
イ ンピーダン ス < 345 Ω
最大ループ電流 22 mA （Uout > 16 V 時）

• RMM621 の技術データ ：
HART® 通信が損なわれる こ と はあ り ません。
数 ： 4 TPS （基本装置において）
最大数 ： 10 （拡張カード の数と種類によ り 異なる）

• 追加の電源 （例えば、 外部デ ィ スプレ イ など）、 端子 91/92:
供給電圧 DC 24 V ± 5%
最大電流 80 mA、 短絡保護付き出力
数 1
ソース抵抗器 < 10 Ω

11.0.6 電源

供給電圧 • 低電圧電源装置 ： AC 90 ～ 250 V 50/60 Hz
• 超低電圧電源 ： DC 20 ～ 36 V または AC 20 ～ 28 V 50/60 Hz

消費電力 8 ～ 38 VA （バージ ョ ンおよび配線によ り 異なる）

接続データ イ ン ターフ ェ
イス

RS232

• 接続 ： 3.5 mm ジャ ッ ク ソ ケ ッ ト 、 前面
• 転送プロ ト コル ： ReadWin® 2000
• 転送率 ： 最大 57,600 ボー

RS485

• 接続 ： プラ グ イ ン端子 101/102 （基本ユニ ッ ト において）
• 転送プロ ト コル ： （シ リ アル ： ReadWin® 2000; パラ レル ： オープン ス タ ンダード）
• 転送率 ： 最大 57,600 ボー

オプシ ョ ン ： 追加の RS485 イ ン ターフ ェ イス

• 接続 ： プラ グ イ ン端子 103/104
• 転送プロ ト コルおよび転送率は、 標準イ ン ターフ ェ イ ス RS485 と同じ
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オプシ ョ ン ： イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イス

イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス 10/100BaseT、 コネ ク タ タ イプ RJ45、 シール ド ケーブルを使用し
た接続、 本装置の [ セ ッ ト ア ッ プ ] メ ニューを使用し た IP ア ド レ スの発行。 オフ ィ ス環境での、
イ ン ターフ ェ イ ス を使用し た装置と の接続。

安全距離 ： 事務機器の規格であ る IEC 60950-1 を考慮に入れる必要があ り ます。

PC への接続 ： 「ク ロ スオーバー」 ケーブルを使用する こ と によ り 可能

11.0.7 性能特性

リ フ ァ レンス作動条件 • 電源 AC 230 V ± 10%; 50 Hz ± 0.5 Hz
• ウ ォームア ッ プ時間 > 30 分
• 周囲温度 25 淸 ± 5 淸
• 空気湿度 39% ± 10% r. h.

11.0.8 設置条件

設置に関する注意事項 取付位置

IEC 60715 準拠のレール上のキ ャ ビネ ッ ト 内

向き

制限な し

11.0.9 環境

周囲温度範囲 -20 ～ 50 ℃

保管温度 -30 ～ 70 ℃

気候ク ラス IEC 60 654-1 ク ラ ス B2 / EN 1434 ク ラ ス 'C' に準拠 （結露不可）

電気安全 IEC 61010-1 に準拠 ： 環境 < 海抜 2000 m

保護等級 • 基本ユニ ッ ト ： IP 20
• リ モー ト 操作および表示ユニ ッ ト ： 前面 IP 65

電磁適合性 妨害放射

IEC 61326 ク ラ ス A

干渉イ ミ ュニテ ィ

• 電源障害 ： 20 ms、 影響な し
• 開始電流制限 ： Imax/In ≤ 50% （T50% ≤ 50 ms）
• 電磁場 ： 10 V/m、 IEC 61000-4-3 に準拠
• 伝導 HF ： 0.15 ～ 80 MHz、 10 V、 IEC 61000-4-3 に準拠
• 静電放電 ： 6 kV 接点、 間接的に IEC 61000-4-2 に準拠

- バース ト （電源） ： 2 kV、 IEC 61000-4-4 に準拠
- バース ト （信号） ： 1 kV/2 kV、 IEC 61000-4-4 に準拠
- サージ （AC 電源） ： 1 kV/2 kV、 IEC 61000-4-5 に準拠
- サージ （DC 電源） ： 1 kV/2 kV、 IEC 61000-4-5 に準拠
- サージ （信号） :500 V/1 kV、 IEC 61000-4-5 に準拠
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11.0.10 機械的構造

型式、 寸法

G09-RMM621XX-06-10-xx-xx-000

図 59 IEC 60715 準拠のレール取付用ハウジング

G09-RMM621XX-00-10-06-xx-000

図 60 拡張カー ド を取り付けた装置 （オプシ ョ ンまたはア クセサリ と し て入手可能）

- ス ロ ッ ト  A および E は、 基本装置と一体になっている コ ンポーネン ト です。

- ス ロ ッ ト  B、 C および D は、 拡張カード を使用し て拡張でき ます。

ウ ェ イ ト • 基本装置 ： 500 g （拡張カード を最大数取 り 付けた状態で）
• リ モー ト 操作ユニ ッ ト ： 300 g

材質 ハウジング ： ポ リ カーボネー ト プラ スチッ ク、 UL 94V0

端子 コード接続、 プラ グオンネジ端子、 ク ラ ンピングエ リ ア 1.5 mm2 （16 AWG） 単線、 1.0 mm2 （18
AWG） フ ェルール付き撚線 （すべての接続に適用される）。

11.0.11 表示および操作要素

表示要素 • デ ィ スプレ イ （オプシ ョ ン） :
160 x 80  ド ッ ト マ ト リ ッ ク ス式 LCD、 青色の背景色、 エラー発生時は赤色に変化 （調整可能）

• LED ステータ ス表示 ：
動作 ： 1 x 緑色 （2 mm）
故障 メ ッ セージ ： 1 x 赤色 （2 mm）

• 操作および表示ユニ ッ ト （オプシ ョ ン またはア ク セサ リ ーと し て） :
操作および表示ユニ ッ ト を追加 と し て、 パネル取付用ハウ ジング内で本装置に接続で き ます
（寸法 W x H x D = 144 x 72 x 43 mm）。 RS484 統合イ ン ターフ ェ イ スへの接続は、 接続ケーブル
（l = 3 m） を使用し て行います。 これは、 ア ク セサ リ ーキ ッ ト に含まれています。 操作および表
示ユニ ッ ト と RMM621 の装置内部デ ィ スプレ イのパラ レル操作を行 う こ と が可能です。
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G09-RMM621XX-06-01-xx-xx-001

図 61 パネル取り付け用の操作および表示ユニ ッ ト （オプシ ョ ンまたはアクセサリ と し て入手可能）

G09-RMM621xx-07-10-06-en-000

図 62 パネル取付用ハウジング内の操作および表示ユニ ッ ト

操作要素 8 つのフ ロ ン ト パネルソ フ ト キーがデ ィ スプレ イ と相互作用し ます （キーの機能はデ ィ スプレ イ
上に表示されます）。

遠隔操作 RS232 イ ン ターフ ェ イ ス （フ ロ ン ト パネル上のジャ ッ ク ソ ケ ッ ト  3.5 mm）：PC オペレーテ ィ ング
ソ フ ト ウ ェア ReadWin® 2000 を使用する PC によ る設定。

RS485 イ ン ターフ ェ イ ス

実時間ク ロ ッ ク • 偏差 ： 30 分 / 年
• 電源 リ ザーブ ： 14 日間

L
/
L

+
N

/
L

-

Power Supply
/+~

Power Supply
/~ -

Out 1 + mA/ImpulseOut 1 - mA/ImpulseOut 2 + mA/ImpulseOut 2 - mA/Impulse

1
3

4
1

3
3

1
3

2
1

3
1

RTD Power Supply 2 -Sense 2 - RTD
Sense 2 + RTD
RTD power supply

2 +
Input 2

Ground
Input 2

+ mA/PFM/Impulseloop Supply Ground
loop Supply 2 +

3
7

8
4

8
3

8
1

1
1

0
1
1

Slot A

Slot E

Slot A

Slot E

oben

top

unten

bottom

Relais normaly open
MUS +
MUS Ground

9
1

9
2

5
3

5
2

RxTx1(-)
RxTx1(+)
RxTx2(-)op

t.
RxTx2(+)opt.

1
0

4
1

0
3

1
0

2
1

0
1

1
5

6
2 RTD Power Supply 1 -Sense 1 - RTD

Sense 1 + RTD
RTD power supply

1 +
Input 1

Ground
Input 1

+ mA/PFM/ImpulseLoop Supply GroundLoop Supply 1 +

8
2

8
1

1
0

1
1



技術データ RMM621

108 エン ド レスハウザー ジ ャパン

11.0.12 認証と認定

CE マーク この測定シテムは EC 指令の法的要件を満た し ています。 弊社は、CE マーク を装置に貼る こ と に
よ り 、 本装置の適合を証明し ています。

Ex 承認 現在使用可能な Ex バージ ョ ン （ATEX、 FM、 CSA など） に関する情報は、 ご請求あ り 次第、 弊
社の販売セン ターか ら提供いた し ます。 全ての爆発防止データは別紙の文書に記載し ています。
これも ご請求あ り 次第、 提供いた し ます。

その他の標準および
ガイ ド ラ イ ン

• IEC 60529:
ハウジングによ る保護等級 （IP コード）

• IEC 61010:
測定、 制御、 規制および検査処置用の電気装置のための保護対策

• EN 61326 （IEC 1326） :
電磁適合性 （EMC 指令）

• NAMUR NE21、 NE43
化学業界における制御と規制に関する規格の協会

11.0.13 マニュアル

• 技術仕様書 『RMM621 アプ リ ケーシ ョ ンマネージャー』 （TI124R）
• System components brochure （FA016K）
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12 付録

12.1 略語リ ス ト

12.2 重要なシステム単位の定義

略語 意味

… temp. …温度

curr. 電流

Gen. 一般

Ch. Speed 変化速度

disp.+ackn. 表示および確認

Event mess. イベン ト メ ッ セージ

Unit adr. 装置ア ド レ ス

Unit ID 装置名称

High stat. ハイ ステータ ス

horz. 水平

Circuit br. det. 回路遮断検出

Low stat. ローステータ ス

No. 数

Prog. プロ グ ラ ム

Res. value リ セ ッ ト 値

Pnts ポ イ ン ト

Resp. 応答

vert. 垂直

Time del. 時間遅延

betw. calls 呼び出し と 次の呼び出しの間

Int. evaluation 中間評価

体積

bbl 1 バレル。 定義については [ セ ッ ト ア ッ プ ] →[ アプ リ ケーシ ョ ン ] を参照

gal 1 米ガロ ン。 3.7854 リ ッ ト ルに相当。

igal 英ガロ ン。 4.5609 リ ッ ト ルに相当。

l 1 リ ッ ト ル = 1 dm3

hl 1 ヘク ト リ ッ ト ル = 100 リ ッ ト ル

m3 1000 リ ッ ト ルに相当。

ft3 28.37 リ ッ ト ルに相当。

温度

変換 ：

• 0 ℃ = 273.15 K

• ℃ = （°F - 32） /1.8

圧力

変換 ：

1 bar = 100 kPa = 100000 Pa = 0.001 mbar = 14.504 psi



■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 746-0028  山口県周南市港町 1-48  三戸ﾋﾞﾙ

Tel. 0834(64)0611　Fax. 0834(64)1755

■新潟サービス
〒 950-0951  新潟市鳥屋野 3-14-13  ﾏﾙﾓﾋﾞﾙ 3F

Tel. 025(285)0611　Fax. 025(284)0611

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054  千葉県市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 岡山県倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA 217R/33/ja/04.06(01.07)
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部ヘルプデスク課
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。
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